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    　第一章　「神の見えざる手に、小銭を載せて」


    



    　昔々。そりゃもう、紀元前何世紀とかいうクソ遠い昔。


    　ギリシャ神話によると古代のフリギアって国にマイダスって名前の王様がいたらしい。


    　マイダス王はある日、手に触れたものがすべて黄金に変わるという能力を神様から与えられた。


    　王は狂喜し、その力を存分に使って巨財を築いたとさ。うらやましい話だ。


    　時は過ぎて２０××年。５年前の冬のある日。突如、第二次世界大戦前の大恐慌以来とかいうレベルの金融危機がウォール街を襲おそった。その『暗黒の金曜日ブラツクフライデー』をきっかけに不況が疫病みたいに世界中に広がり、経済格差が引き起こした紛争や飢餓で沢山の人々が死んだ。


    　同じころ、奇妙な能力をもつ人間の存在が世界各国で報告されはじめた。


    　イギリスでは小銭を弾だん丸がんのように投げつけてひったくり犯を捕らえた婆ばあさんが現れ、インドのスラム街には数キロ先に落ちた紙し幣へいの音が聞こえるという全盲の少年が登場した。香ホン港コンでは、土地の匂においで地価の変動を予測できるとかいう怪しい親父が話題になり、南アフリカでは金鉱脈が眠る場所を正確に言い当てた少女が、神としてあがめられたりもしていた。


    　彼らがもつ能力はどれもお金に関係するという共通点があることから、ニューヨークの経済紙の記者がマイダス王の神話にちなんで、彼らの能力を『マイダスタッチ』と名付けた。


    　記事の中で彼はこう書いた。『いにしえより、その力をもつ者は巨万の富を手に入れることができるという言い伝えがある』と───。


    



    　で。現在。俺おれは掌てのひらにある小銭を数えてみる。


    　───七二九円。それが俺の所持金だった。


    　マジか俺。二十二歳の男としては貧しすぎやしないか。ましてや公務員なんだぞ。これじゃまるで中学生の財さい布ふだ。いや、中学生のほうがもっとリッチかもしれん。小銭をじゃらじゃらと財布に戻して深く嘆たん息そくしていると、助手席からレジーナが氷みたいな碧へき眼がんで俺をにらむ。


    「いつまで名な残ごり惜しんでんのよ」


    　レジーナ・ワカツキにはロシア人の血が四分の一入っている。噂うわさによると彼女の婆ばあちゃんは旧ソ連の女スパイだったんだそうだ。血は争えないのか彼女はネカフェのパソコンから証券取引所のシステムに侵入して捕まり、政府にヘッドハンティングされて、俺と同じ内ない閣かく府ふの経済保安局に来た。能力者ではないけど凄すご腕うでのハッカーだ。でもパンクファッションに身を包んで髪をブルーに染めた彼女は政府の役人にはとても見えない。レジーナは小悪魔の牙きばみたいな八や重え歯ばを見せて俺に言った。


    「そんなハシタガネ盗とらないから、さっさと渡しなさいって」


    　レジーナは強引に財布を奪おうとしてくるが、俺は手を放すつもりなどない。


    　はした金とはなんだ。給料日までこれは俺の命そのものなんだぞ。


    　無言で彼女と財布の綱引きをしていると、車の後部座席にいた主任の渋しぶ澤さわ敬けい三ぞうがシートの間からずいと筋肉質な巨体を出し、超重低音の関西弁で俺に告げる。


    「おう水みず町まち。んなもん内ポケットに入れとったら、爆発で心臓ミンチにされてまうぞ」


    　渋澤主任はもともと大阪府警の組織犯罪対策課、つまりマル暴にいた元刑事なんだが、その風貌と言動たるや、まるで古典的なＶシネマに出てくるヤクザそのものだ。俺は、しぶしぶレジーナに財布を渡すことにした。レジーナは俺の財布を取り上げてにこやかに言う。


    「さっき、あんたの口座に一〇万入金しといた」


    　俺は自分のスマホを取り出して、銀行口座アプリを開く。確かに残高は一〇万円ちょうどだ。レジーナはスマホを見つめている俺に釘くぎを刺す。


    「言うまでもないけどそれ経費だから。能力のご利用は計画的に」


    　言われなくてもわかってる。俺はスマホをポケットに戻した。


    　渋澤主任は、フロントガラスの向こうに見える繁はん華か街がいのネオンを眺ながめながら言った。


    「こっから先は夜間通行止めや。現場まで歩こか」


    　渋澤主任の号令で俺たちは車から降りた。ドアを閉めると、その勢いで『内閣府』のマグネットシールがずれたので貼はり直した。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　多発する能力者による経済犯罪を防ぐため、総理の肝きもいりで内ない閣かく府ふに専門の部署が試験的に設けられた。それが俺おれたちのいる内閣府経済保安局の超常経済犯罪対策課準備室だ。


    　英訳するとAntiアンチ Paranormalパラノーマル Economicエコノミツク crimeクライム Sectionセクシヨン。長ったらしいので略すと、エイプスＡＰＥＳ。


    　つまり「類人猿」の複数形だ。ふざけた略称だが、今目の前を歩いているゴリラじみた渋しぶ澤さわ主任の背中を見ているとピッタリな気もする。それにしても熱帯夜のネオン街はまるでジャングルみたいな蒸し暑さだ。俺はネクタイを緩ゆるめてぼやく。


    「にしても、なんなんすかね。このところの能力者犯罪の多さは」


    「なんせ、世界中で能力者そのものが増えとるからのう」


    　主任は持っていた扇せん子すをバサッとひろげると、強こわ面もての顔をバタバタあおぎながら野太い声で弁べん舌ぜつをふるいはじめた。


    「生物っちゅうんは、生きるために過か酷こくな環境に対する耐性を身につけよる。たとえば海の底から熱水が噴ふき出す穴の近くにすんどる貝は、酸化鉄の鎧よろいを身に着けるらしい。ワシら人類にとって、経済は生きていくための環境のひとつや。こんだけ世界中で長い不況が続いとったら、そら厳しい経済への耐性をもつ人間が出てきても不思議やないわな」


    　厳しい経済環境ねえ。確かに。俺は周りを見渡してみる。


    　まだ宵よいの口だったが不況のせいかネオン街には人はまばらで、シャッターを閉めきった店も多い。その代わりと言ってはなんだが路上には段ボールハウスがひしめき合っていた。


    　広場に人だかりができているかと思えば、その中心で拡声器を持った若者が、搾取されている者どもよ。神の名のもとに武器を取れ。みたいなキナ臭い演説をしている。


    　なにもかも金融市場を焼け野原にしたあの『暗黒の金曜日ブラツクフライデー』の余波と、だいぶ前の政権で失敗した何とかミクスの後こう遺い症しようだ。景気が悪くて税収が減ったので税率を上げたら、また景気が悪くなるという負のサイクルからこの国はずっと抜け出せずにいた。


    「そういやこないだドクターなんとかってタレント外科医が、マイダスタッチはアレルギーと似てるってテレビで言ってた」


    　レジーナが俺の隣まで来て、話に加わった。


    「ほら、花粉症みたいに、厳しい経済状況にさらされ続けていた人間が耐えうるキャパシティーを超えると、ある日ふと能力が顕けん現げんするんだって」


    　なるほど。外部からの刺激に対する抗体をつくるわけか。あながちデタラメでもない気がする。そういや、能力に目覚めた人間は、たいていお金に対してなんらかのトラウマを抱えていることが多い。スラム街で生まれたとか、親が借金苦で自殺したとかだ。


    「最近の研究やと、心の闇やみの深さが能力のパワーに関係するってこともわかってきとる」


    　主任が扇せん子すをパシッと折りたたんで調子をつけた。


    「光あれば影ありや。最初はヒーローみたいにもてはやされとった能力者も、だんだん危険視されて、今みたいに役所で能力者登録が義務付けられた。国によっちゃ、外出時にＧＰＳ付きのバッジ着けさせるとこまであるらしい。日本でもそのうちそうなるかもな」


    　それを聞いて俺おれは頭を振った。まるで能力もってるってだけで犯罪者扱いだ。


    　いつからかわからんが、能力者たちは『タッチド』という蔑べつ称しようで呼ばれるようになった。ものすごく遠まわしに言うと『どうかしている奴やつ』って意味だ。世間からそんな目で見られたら『無登録者アンノウン』も増えて当たり前だ。当然『無登録者』が増えれば、能力者タツチドの犯罪も増える。


    　レジーナが納得したように言う。


    「ま、もともと経済に対して闇やみを抱いだいている人間が多いわけだから当然よね。ウチも忙しくなるわけだわ」


    「それも安月給でな」


    　俺が嘆くと、レジーナは肩をすくめた。


    「しょうがないわ。だって今、政府の借金がいくらあるか知ってる？」


    　それを聞いた渋しぶ澤さわ主任が立ち止まり、振り向いて仏ぶつ頂ちよう面づらを向けてきた。


    「ワシらの部署は、あくまでまだ準備室だ。成果が出るまで真っ当な予算はつかん。それに仕事のキツさは刑事に比べりゃよほどマシやぞ」


    　刑事あがりの渋澤主任が言うんだからそうなんだろう。主任は再び背中を向け歩き始める。


    　俺たちもその背中を追って、黙って歩き始めた。


    



    　俺たちエイプスの捜査官は、立ち位置的には海上保安官とか麻薬取締官に似ている。いわゆる特別司法警察職員ってやつで、警察官ではないけど捜査権と手て錠じようと拳けん銃じゆうをもっている役人ってところだ。基本的には、警察の手には負えないような能力者が起こした事件を捜査するのが俺たちの仕事だ。当然、警察と現場がカブることも多い。エイプスは内ない閣かく府ふの中でも変わり者を選よりすぐって集めたみたいな新設の部署だったし、そのわりにこっちのほうが警察より権限だけは強かったりするため、現場で会うと奴らからの風当たりは強い。


    



    「見ろよ。猿軍団のお出ましだぜ」


    　ネオン街を抜け大通りに出たところで、警視庁捜査一課の連中が俺たちを熱烈に歓迎してくれた。特に俺たちのことを愛してやまない刑事の日ひ野の俊とし彦ひこが、獲物を見つけた蛇みたいに口角を上げて近づいてきた。


    「ちょうどよかった。退屈で死にそうだったんだ。なんか芸でも見せてくれよ」


    　日野の後ろにいた警官たちが拍手をし、口笛を吹いた。とても友好的なクソ野郎どもだ。


    　犯罪に能力者が絡む場合は、捜査の途中であろうとエイプスへの出動要請が義務付けられている。俺おれたちのせいで仕事を取られるのが面白くないんだろう。けど、現場に出向くたびにこういうおもてなしを受けるのはこっちだって面白くない。


    　渋しぶ澤さわ主任が俺たちを代表してジャブを打つ。


    「あいにくやけど、うるさい奴やつを黙らせる以外に芸がのうてな」


    　そう言って渋澤主任は上着を脱いだ。鎧よろいみたいな筋肉に覆おおわれた体がシャツ越しでもわかる。日ひ野のはそれを見て少しひるんだ。すかさずレジーナが日野に近づいて鼻をひくつかせる。そして怪け訝げんな顔をした日野に警告する。


    「我々への協力は義務だし、職務中の喫煙は服務規程違反のはずよ？　刑事さん」


    「!?」


    　日野はあわててガムを取り出し、口の中に放り込んだ。レジーナは笑顔で言った。


    「上司に報告されたくなかったら、現場を案内してくれない？」


    　日野は舌打ちをして俺たちを先導した。俺たちは日野の後から雑居ビルの間に張り巡らされたテープをくぐり、せわしなく行き来する警官の群れをわき目に現場に向かった。日野が先頭を歩きながらぶっきらぼうに説明する。


    「犯人は佐さ藤とう忠ただ生お、住所職業ともに不明。年は四十代後半。国民ナンバーはとっくに暴力団に売っちまったらしい。近所の公園でホームレスをしていたが、最近、能力者として目覚めやがった。もちろん『無登録者アンノウン』だが、ホームレス仲間に自慢していたらしい。奴のマイダスタッチは、現金を爆発させる能力だそうだ」


    「は？」


    　俺が顔をしかめると、ついてきた日野は面倒くさそうに補足する。


    「奴が意識を集中させると、金が爆発するんだよ。十円玉なら爆ばく竹ちく、百万の札束なら手しゆ榴りゆう弾だんぐらいの威力でな。あれ見ろ」


    　俺たちはあるビルの前にたどり着いた。一階のエントランスには、黒こげになった銀行の看板が見える。消火活動を終えた消防車両の奥で、窓ガラスが全部吹き飛ばされたフロアに、こんがり焼けたＡＴＭ機が並んでいた。


    「カテゴリーは物理攻撃系。等級は三等ってとこね」


    　焼け跡の写真を撮りながらレジーナが分ぶん析せきする。マイダスタッチは属性や経済への影響力によって分ぶん別べつされる。あくまで傾向だが、等級の低い物理攻撃系の能力に目覚める奴は貧困層に多い。特にこういう誰も得しないような能力をもった貧乏人は厄やつ介かいだ。


    「一時間前、犯人はこの支店内にあった数千万の現金を一瞬で灰にした」


    　日野の話を聞き、半分焦こげた一万円札を拾い上げて俺は思った。もったいねえ。強盗だとしたら計画が雑すぎる。渋澤主任が呟つぶやいた。


    「目的はなんや。テロか？」


    　日野はガムを噛かみながら答える。


    「さあな。要求されたのは脱走用の車だけだ。犯人は女の銀行員一人を人質にとって、地下の駐車場に立てこもりやがった」


    　俺おれは犯人が逃げ込んだという地下駐車場への入り口に視線を移した。奥は真っ暗で地獄に続いているみたいだ。すると、日ひ野のがなぜか嬉うれしそうに言った。


    「奴やつは地下駐車場の真ん中で自分を中心に大きな円を描えがくように、一万円札を並べているらしい。いわば地じ雷らい原げんみたいなもんだ。下へ手たに近づくと大爆発」


    　日野はガムを口の中で膨らまして破裂させてから、説明を続けた。


    「機動隊が包囲しているが人質を盾たてにされて身動きが取れない。それにこれ以上、大金が灰にされるのも避けたい。となると方法はひとつ」


    「そいつを止めるしかないってことっすね」


    　日野のセリフを俺が継いでやると、日野は俺の顔を見てぬかしやがる。


    「そのとおり。毒には毒を。タッチドにはタッチドってな」


    「おいおい。お巡りさんが差別用語か？　ちびっこが聞いてたらどうする」


    「こんなところにガキがいるか。いんのは拡声器でわめいてるアホな学生くらいだ！」


    　もちろん俺だってわかってたが、能力者として聞き流すわけにはいかなかった。日野の方もなんだか相当苛いら立だっていたようで、顔を真っ赤にしてまくしたてる。


    「いいか？　この銀行にはな。俺たちが苦労して追ってた事件の手がかりがあったかもしれないんだ。なのに、たまたまあのホームレスの能力者タツチドが現れたせいで、お前らに現場を譲らなきゃいけなくっちまった！　クソッタレめ！」


    　日野は激昂してから少し落ち着くと、ガムと一緒に捨て台詞ゼリフを吐はき出す。


    「ま、せいぜい黒コゲにならんように気をつけるんだな。超能力者さん」


    　日野はわざと俺の肩にぶつかってから去っていった。


    　俺は自分の右手を見つめた。危険な目にあうのは毎度のことだが、日野が言ったように今回は特にヤバそうだ。上にしてみりゃ、俺の命なんか銀行の札束より軽いのかもしれんけど。


    「そないに難しく考えんかて」


    　俺の心中を察してか、渋しぶ澤さわ主任はにこやかに言った。


    「お前はいつもどおり犯人に近づいて、能力マイダスタツチを使う。それだけや」


    「その前に俺が吹っ飛んで消える気がします」


    　渋澤主任は俺の肩をつかむと目を見て言った。


    「水みず町まち、よう聞け。ウチが正式な『課』に格上げされるかどうかがかかっとるんや。もしそうなってみい、昇給も夢やないぞ」


    「ですけど」


    　俺がさらに反論しようとすると、レジーナが俺のネクタイをつかんで自分に引き寄せた。


    「こっそり犯人に近づけば大丈夫よ。こんなふうに」


    「……!!」


    　突とつ如じよ、鼻と鼻がぶつかりそうなほど彼女の顔が目の前まで迫ったので、俺おれの心臓が跳ね上がった。それから彼女はかかとを上げて首に手を回し、俺に抱きつくようにして耳元で囁ささやく。


    「大丈夫。あなたならやれる」


    　少し前ぜん傾けい姿勢になった俺の至し近きん距離でレジーナの意外とたわわな胸が揺れている。


    　やがて彼女はかかとを下ろすと、潤うるんだ瞳ひとみで俺の目を見つめて言った。


    「必ず、生きて戻ってこれるはずよ」


    「……！」


    　俺は自分に言い聞かせる。こいつは罠わなだ。行動経済学でいうところの現在志向バイアスってやつだ。人間は後先を考えず、近くにある誘惑にすぐ飛びついてしまう傾向がある。だが目先の巨きよ乳にゆうにダマされてはならない。自意識の過か剰じようさが邪魔して齢よわい二十二でいまだ童どう貞ていである俺を、死地へとすんなり赴おもむかせるためのトラップだ。この小悪魔にはいつもダマされてきた。こういう誘惑に乗っかって今まで何度死にそうな目にあってきたか。きっと彼女が魅力を感じているのは、この俺にではなく昇給の可能性にだ。そのためなら彼女は手段を選ばない。今すぐこんな職場は辞めて転職先を探すべきだ。


    　と、頭ではわかっていつつも、駄目なほうの俺が熱く答えてしまう。


    「ああ、わかった。必ず戻る」

  


  [image: ]


  
    「ま、相手が自爆するつもりなら無理だろうけど」


    「お前さあ、なんでそういうことを」


    「マイクテスト完了です。ボス」


    　レジーナが俺おれの首に手を回したのは、無線の咽喉スロートマイクを着けるためだったらしい。レジーナは俺の耳にイヤホンをねじ込んで作業を終えると、ボールをパスするように俺を渋しぶ澤さわ主任のほうに突き飛ばした。ふらついた俺を主任が受け止めて言った。


    「予算と能力マイダスタツチは大事に使えよ。よっしゃ。ほな行け」


    　主任に背中を押され、俺は足を撃たれちまったゾンビくらいにゆっくりと、地下駐車場へ続くスロープを下った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　駐車場への斜面に沿って機動隊が並んでいた。俺は隊員たちの間を抜けてスロープを下り、地下の駐車場へと入る。


    　すると、地面に一万円札が一列に並べてあった。俺は無線で報告した。


    「駐車場についた。入り口に一万円札で境界線が引いてある」


    『例の地じ雷らい原げんよ。気をつけて』


    　レジーナがそう答えた。踏まないようにそれをまたごうとすると、犯人の叫び声が響く。


    「そこで止まれェ!!」


    　声のしたほうに目をやると、そこには異様な光景が広がっていた。


    　だだっ広い地下駐車場の中心に、痩やせたオッサンが上半身裸はだかで立っていた。そのうえ長髪にヒゲ面づらだからまるで原始人みたいだ。ただしオッサンはちょうど自爆テロ犯がダイナマイトでやるみたいに、腹の周りに札束を巻きつけていた。オッサンの膝ひざ元には、かわいそうな女性行員が正座させられている。両手をロープで縛しばられ、粘ねん着ちやくテープで口をふさがれ、頭の上には札束が載せられていた。


    　所持金が三ケタの俺からすればうらやましいようにも思えたが、あれが手しゆ榴りゆう弾だんだと思うと、生きた心ここ地ちはしないだろう。彼女の肩は細かく震えている。俺は小声で報告した。


    「……人質と犯人を発見」


    『接触せえ』


    　無線の向こうで主任が短く言った。俺は改めて原始人のオッサンを見る。オッサンとの距離は、三〇メートルくらいだろうか。そこまで紙し幣へいがたくさん散乱している。オッサンに近づくには、この地雷原の中を歩いていかなきゃいけないわけだ。さっき見た黒こげのＡＴＭコーナーを思い出して額ひたいに汗が噴ふき出た。


    「なんだァ？　てめえはァ!?」


    　原始人のオッサンが、俺おれに怒鳴った。


    「てめえもポリ公か!?」


    「いいえ！　内ない閣かく府ふから来ました！」


    　俺はベルトに着けていたバッジを取ると、それを高く掲かかげて大声で答えた。


    「エイプスの者です!!」


    　バッジに蛍光灯の明かりが反射して輝かがやく。


    　だが、オッサンは顔をしかめて答えた。


    「……あ？　何プスだァ？」


    　えっと。やっぱ知らないか。ですよね。俺はバッジをベルトに戻した。勢いよく出したのがちょっと恥ずかしい。まだ知名度がない組織だから仕方ないけど。


    　改めて説明するのも面倒なので俺は叫んだ。


    「とにかく、政府のものですう！　取りあえず、そっち行きますねえ!?」


    「近づくんじゃねえ!!」


    　俺が何歩か進むと、オッサンは興奮気味に叫んで札束をまるで拳けん銃じゆうみたいに俺のほうに向けた。いつでも投げつけるぞという威い嚇かくだろう。爆発さえしなければ大歓迎なんだが。


    　そう思いつつ、俺は慎重に懐かい柔じゆうを試みる。


    「落ち着いて！　話がしたいだけですから！」


    「話すことなんかねえっ！　さっさと車を用意しろっ！」


    　オッサンは乱らん杭ぐい歯ばをむき出して、そう怒鳴る。


    「それも、ふつうの車じゃねえど。高級車だ。びんつ、いや、ろーろすろいす、持ってこい！」


    　ろれつが回ってない。顔が妙に赤いところを見ると、酔っているらしい。


    「わかりました。手配しまーす！」


    『何言ってんの。無理よ』


    　無線でレジーナが言った。そんなことは当然わかってる。


    「フン。どいつもこいつも嘘うそつきばっかりだ！」


    　オッサンは、やり取りを聞いていたかのように、俺をにらみつけて語り始めた。


    「俺は信じてた。この国じゃあ、まじめに働けば幸せな暮らしができるってな。ところがどうだ。不況で一度ドン底に落ちれば絶対に這はい上がれない。役所も助けてくれやしねえ！」


    「わかる。わかりますよ」


    　俺はオッサンをなだめつつも、実はうんざりしていた。この仕事に就ついて以来、同じようなフレーズばかり聞かされる。それを見透かしたかのように、オッサンは気け色しきばんだ。


    「政府の犬っころに何がわかる！」


    　オッサンは再び札束を俺に向けた。


    「馬ば鹿かにしやがって。おでだってなあ！　こう見えて経済について勉強したんだ！」


    　オッサンは札束を向けたまま、もう片方の手で尻しりのポケットからボロボロになった古い文庫本を取り出して俺おれに見せた。


    「この本は、ア、アダモ、スムスって人が書いたんだ」


    　脳内で変換する。アダム・スミスな。


    「そのアダモさんによると、世界のケーザイは、神様が『見えない手』で、うまい具合に調節してくれるはずなんだってよ。笑わせるな！　神様なんてどこにいる？」


    　俺はオッサンの話を聞いているフリをしながら、ゆっくりとオッサンに近づきつつ、能力の行こう使しに備えて右手の袖そでをまくった。掌てのひらは緊張でじっとりと汗ばんでいる。


    「本当に神様が、その見えないおててでケーザイをうまく調節してくれてるっていうんならよお、なんで、銀行にはこんなにたくさんの金があって、俺は外で飢うえてんだ？　不公平じゃねえか!?　ええ!?　神様よお!!」


    　オッサンは今にも怒りにまかせて、腹に巻いた札束を爆発させそうだった。


    「ま、まあまあ。抑えて」


    　俺は、目立たないくらいのスピードで慎重にオッサンとの距離を縮める。


    　すると急にオッサンが不気味な笑みを見せた。


    「そしたら、あの人たちがその答えを教えてくれたんだ」


    「あの人たち？」


    「アライアンスだ」


    「……!!」


    　その単語を聞いた途端、俺の全身が強こわ張ばり、アドレナリンが駆け巡った。無線の向こうで渋しぶ澤さわ主任もすぐに反応する。


    『会話を引き延ばして、情報を引き出せ』


    　アライアンスってのは、マイダスタッチをもつ犯罪者どもの組合みたいなもんだ。世界中に下部組織があって勢力を伸ばしている。エイプスにとっては目の上のたんこぶだ。


    　特に俺にとって奴やつらは宿敵だった。


    　俺がエイプスの安月給に甘んじているのも、すべてはアライアンスのクソ野郎どもを摘てき発はつするためだ。さらにオッサンに近づきながら俺は尋ねた。


    「……アライアンスがなんだって？」


    「あの人たちは、俺に向かってこう言ったんだ。『神は、君自身だ』って」


    　オッサンは遠くを見つめながら、恍こう惚こつとした表情で言う。


    「『君が、ケーザイを調節する神になれ』ってな」


    　オッサンの目は焦しよう点てんが合ってなかった。すげえ嫌な予感がする。


    「俺は神だ」


    　オッサンが札を束ねている紙に指を引っ掛けて破く。それは手しゆ榴りゆう弾だんからピンを抜く仕草によく似ていた。


    「だからこの俺おれがケーザイを調節してやるんだ。かたよった富を全部燃やしてな。俺はきっとそのためにこの能力を手に入れたんだ」


    　オッサンの足下で、粘ねん着ちやくテープを口に貼はられた人質の女性行員が、涙を流しながら言葉にならない声でわめいた。クソ。もう少し近づかないと能力が行こう使しできない。


    「待て！」


    　俺は思わず叫んだ。


    「頼む！　話を聞け！」


    「無駄だ。お前に俺の気持ちなんてわからん」


    「そんなことはない！　俺もアンタと同じなんだ」


    「俺と同じ？」


    　オッサンが怪け訝げんな顔をした。


    「どこが同じか言ってみろ」


    「それは……」


    　すると、無線でレジーナが釘くぎを刺してくる。


    『バカ！　能力者であることは言っちゃダメよ！』


    「お、俺だって」


    「お前だって、なんだ？」


    　オッサンが握りしめた札束は、すでに薄い煙を発していた。


    　切せつ羽ぱ詰まった俺は、思いつくがままに叫んだ。


    「所持金、七二九円なんだ[image: ]」


    　俺の叫び声が地下駐車場じゅうに響く。


    　コンクリートの壁で囲まれただだっ広い空間に俺の所持金の正確な額がこだまとなって反響した。当然だが、オッサンも人質も、キョトンとした。


    「は？」


    　無線機の向こうで、レジーナも顔をしかめているのがわかった。


    『は？』


    　そのリアクションは正しい。大の大人が、それもこんな状況で叫ぶようなセリフではない。


    「つまり、その」


    　俺は一息ついてから、説明が足りなかった部分を補足した。


    「俺もアンタの気持ちはよくわかる。アンタの言うとおりこの世は不公平だ。俺だって働きづめなのに、財さい布ふの中には小銭しかない。ってことを伝えたかったんだ。つまり、俺もアンタと同じ側の人間だってことさ」


    　オッサンは顔をしかめる。


    「俺おれでも千円くらいはもってるぞ」


    　負けたのは少しショックだったが、俺は右手を差し出した。


    「そうか。ま、とにかくもたざる人間同士、仲良くしようぜ」


    　いささか強引だったが、なんとか握手できる位置まで来られた。あとは手を握った瞬間にマイダスタッチを発動すれば、その隙すきに人質を助けられる。しかし、オッサンは差し出した俺の手を無視し、代わりに鋭するどく俺をにらみつけて言った。


    「嘘うそつけ！　公務員のくせに俺より金もってねえわけねえだろ！」


    「本当なんだ！　信じてくれ！」


    「信じられるか！　中学生じゃあるまいし！」


    「俺だってそう思った！　いや、今どき、中学生でももう少しもってる！」


    　よくわからない怒鳴り合いになったが、俺は退ひかない。というか退けない。


    　すると、オッサンが試すように言った。


    「よし。だったら財さい布ふを見せてみろ」


    「今は仲間に預けてもってない」


    「もういい！」


    　オッサンが手にしていた札束を俺に投げつける。札がバラバラになって、俺は一万円札の紙吹雪ふぶきを全身にあびた。まるでガソリンをぶっかけられたような最悪の気分だった。


    「ぶっ殺してやる」


    　一万円札まみれになっている俺に向かって、オッサンが手をかざした。人質の女性行員は目を固くつぶる。彼女の頭の上の札束からも煙がうっすら上がりだした。無線でレジーナが訊きいた。


    『ねえ!?　状況は!?』


    「最高すぎて泣きそうだ」


    　彼女の質問に答えると、俺の周囲に落ちているお札からも一斉に煙が上がりだした。それは火のついた爆弾の導火線を思わせた。どうやらオッサンの能力には指向性があるわけではなく、近くにあるお金すべてを誘爆させるらしい。なるほど。レジーナが言ってたとおり、三級レベルの粗そ野やで乱暴な能力だ。焦こげ臭い匂においが辺りに立ち込めてきた。今、オッサンに近づけば、すぐに起爆させるだろう。これじゃ俺の能力は役に立たない。まずい。非常にまずい。


    「死ぬェええええええ!!」


    「!!」


    　オッサンが叫び、俺が目を閉じた瞬間────。


    　駐車場の入り口のほうから、自動車の激しいブレーキ音が聞こえた。


    「ん？」


    　オッサンとほぼ同時に入り口のほうを見ると、そこにいた機動隊を押しのけて、一台のデカい車が駐車場に入ってきた。その車はスロープを下りきったところで減速してから、深みのあるエンジン音を響かせて、オッサンが並べた一万円札の境界線までゆっくりとやってきた。


    



    　────ウソだろ。


    



    　俺おれは目を丸くした。近くでちゃんと見るのは初めてだったが、間違いない。


    　ありゃロールスロイスのファントムだ。羽の生えた女神のマスコットがフロントグリルの上で銀色に輝かがやいている。殺される寸前だった俺にはそれが天使に見えた。


    「要求どおりだ。気に入ったぜ」


    　オッサンは一転、嬉き々きとして俺に言った。


    「逃走用の車としちゃあ上等だ。アンタたちも嘘うそばかりじゃねえんだな」


    　俺は苦笑いを浮かべたが、だが心の中で首をかしげる。おかしい。上が犯人の要求を呑のむわけがない。そんな要求が通るなら命を張ってる俺にだって特別報ほう酬しゆうくらい出てもいい。


    　さらに不ふ可か解かいだったのは、その車を運転してきたのがタキシードを着た爺じいさんで、後部座席に若い女が座っていることだった。


    「ん？　おい待て」


    　そこにはオッサンも気づいたようだ。


    「俺の車に、なんで女が乗ってんだ？」


    　俺が返事に窮きゆうしていると、後部座席のパワーウインドウが静かに開いて、女が顔を出した。毛皮のコートを羽は織おってサングラスをかけた女は、オッサンに微笑ほほえみながら言った。


    「そこのあなた、お願いを聞いてくださる？」


    　緊迫感溢あふれる現場に、謎なぞのセレブ女。あまりにも場違いだ。なんなんだこいつは。


    　俺たちがあっけにとられていると、女はのんびりとした口く調ちようで続けた。


    「無駄な抵抗はやめて、私の前にひれ伏していただけないかしら」


    　女はサングラスを外した。上品で清せい楚そな顔つきだが、まっすぐな眼まな差ざしは意志の強さを感じさせた。色素の薄い瞳ひとみと同じく肌はだも透き通るほどに白く、漆しつ黒こくの長い髪と対照をなしていた。やがて彼女がコートを脱ぐと、下に着ていた高校の制服があらわになった。


    　ウソだろ。俺は目を疑った。まさかのＪＫだ。確かに大人びてはいるが、笑顔にはどことなくあどけなさが残っている。にもかかわらずこの落ち着き払った態度はなんなんだ。


    「おい。こりゃどういうことだ？」


    　オッサンが俺の胸ぐらをつかむ。


    「てめえ、俺の要求に応こたえたんじゃねえのか？」


    「い、今、確認するから」


    　オッサン同様、俺も苛いら立だってレジーナに尋ねた。


    「おい！　ロールスに乗ってきたこの女は一体誰だ？」


    『こっちが聞きたいわよ!!』


    　オッサンと俺おれとレジーナの混乱をよそに、セレブなＪＫは、後部座席のドアを開けて人質に呼びかけた。


    「そこの方。今ですわよ。こちらに！」


    　それを聞いて、人質の女性行員は立ち上がり車に向かって走りだす。


    「待てっ!!」


    　逃げた人質をオッサンが追おうとしたので、俺はやむなく正面からオッサンにタックルして能力を発動した。


    「!!」


    　そのままオッサンは凍りついたように動かなくなる。


    　俺のマイダスタッチは、手で触れたものの動きを止めることができる。


    　意識を集中させて右手で触れるだけで、瞬間冷凍したみたいにターゲットを固まらせておけるのだ。ただし。この能力にはコストがかかる。ターゲットを止めている時間分、俺の口座にある残高が減っていくのだ。金額はだいたい一秒止めるごとに五〇〇〇円。一分なら三〇万。


    「時は金なり」と言うが、それにしても高すぎる。例えば触った人間を一時間も止めておこうと思えば一八〇〇万円もかかるので、むやみに能力を使ったりしたらあっという間に破産する。自分でもよくわからない点が多い能力だが、一応、カテゴリーは「時間操作系」ってとこに分類されるんだそうだ。当然、残高がゼロになれば能力も使えなくなるので、一文なしのうえになんの取り柄もない役立たずになるという二重苦が待っている。


    　今回の経費は一〇万なので、マイダスタッチが使えるのは最大で二〇秒間だ。俺はスマホのアプリで銀行口座を確認した。一円単位でみるみるうちに残高が減っている。残高はすでに九万円を切っていた。オッサンを止めていられる時間は残り約一八秒だ。すると悲鳴が聞こえた。ロールスロイスに向かって走っていた人質が途中で転んでしまったのだ。俺は彼女に駆かけ寄る。


    「急いで！　早く！」


    　俺は人質がロールスロイスに乗り込むのを手伝いつつ、頭の中で残り時間を数えた。


    　……４秒、３、２！　ようやくドアが閉まった。その瞬間、俺の口座残高がゼロになり、解凍されたようにオッサンが動きを取り戻す。


    「……てめェら」


    「!?」


    「逃がすかああああ!!」


    　オッサンは車に向かって手をかざした。車体の下にはちょうど一万円札の地じ雷らい原げんが。ヤバい！　俺はなるべく紙し幣へいの散らばっていないエリアを目指して走りだす。途端に閃せん光こうがほとばしり、耳をつんざく爆発音が響く。衝しよう撃げきで俺おれがその場に倒れこむと、猛もう烈れつな爆風が俺の後頭部と背中の上を吹き抜けていった。


    　俺は煙にむせながら顔を上げた。視界を邪魔する黒煙と耳鳴りのせいで状況が把握できない。おまけにイヤホンも故障したらしくウンともスンとも言わなくなった。


    　代わりに、すぐそばにいたオッサンの甲かん高だかい笑い声だけがはっきり聞こえた。


    「うひゃははは！　どうだ俺様のマイダスタッチは！　成なり金きん女め！　いい気味だ！」


    　しかし、その笑い声はすぐにやむことになった。


    「ん？」


    　煙の中で、エンジンの低い音がした。


    　やがて炎の向こうから、ほぼ無傷のロールスロイスが威い風ふう堂どう々どうと現れた。


    「そ、そんな……!?」


    　そう言ったきり、オッサンは腰を抜かしてその場にへたり込んだ。その前で車は停とまり、運転席から初老の男が降りて、後部座席のドアを開けた。俺は目を凝こらす。


    　まずローファーをはいた足が見え、そしてついにＪＫは車を降りてきた。


    「残念でしたわね」


    　炎と煙を背景に、彼女は凜りんとした声でそう言った。


    　火の粉の舞う熱風に吹かれて、艶つやのある長い黒髪が白い頬ほおにかかっている。
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    「この車は特注で、戦車と同等の複合装甲をもってますの。さっきの爆発なんて、そよ風程度でしてよ」


    　熱で揺れる陽かげ炎ろうが、名門女子高の制服の表面から立ち上るオーラに見えた。


    　それにしても、いかれた能力者タツチドを相手に、ここまで毅き然ぜんとしていられるとは、このＪＫ、よほど勇気があるのか、それとも馬ば鹿かなのか。


    「そこのあなた。お礼なら結構ですわよ」


    　唖あ然ぜんとしている俺に彼女はまぶしいほどまっすぐな眼まな差ざしを向けてくる。


    「なにしろ世を正すことは『貴人としての義務ノブレス・オブリージユ』ですもの」


    　彼女がそう言うと、どこかで讃さん美び歌かが聞こえたような気がした。


    「畜ちく生しようめ!!」


    　一方、もはや爆発させる札束がなくなって丸腰同然のオッサンは、恨うらみ言を口にした。


    「これで終わったと思うなよ。あの人たちはこう言ってた。もうすぐ『大いなる冬』が来て、この国は終わるってなァ！」


    『大いなる冬』？　なんだそりゃ。まだ秋にもなってないのに。俺おれが眉まゆ根ねを寄せていると、オッサンは勝ち誇ったように叫んだ。


    「だが俺は助かる。なぜなら俺は彼らに、選ばれた人間だからだ！　ざまーみろ！」


    「……つくづく、かわいそうな方ですこと」


    　するとＪＫがオッサンに近づいて、憐あわれむように言った。


    「マイダス王の最さい期ごをご存じないのかしら」


    「なんだそりゃ？」


    「その昔、触れたものをすべて金に変えてしまう力をもったフリギアのマイダス王は、食べ物までも黄金に変えてしまい、ついには飢うえ死にしかけたそうですわ。あなたも、己おのれの力に殺されないように、お気をつけあそばせ」


    　彼女がそう言い終わったとき、頭上で重い金属が軋きしむような嫌な音がした。それは嵐あらしが来る前の遠えん雷らいのような、とても嫌な響きだった。ＪＫは笑顔でオッサンに告げる。


    「そうそう。先ほどあなたが爆発させたお金ですけど、ここにあったものだけじゃありませんの」


    「どういう意味だ？」


    　オッサンが額ひたいに汗をかきながら尋ねると、ＪＫはにこやかに答えた。


    「万が一のことを考えて、この駐車場の天井裏にも数千万ほど私のポケットマネーを置いておきましたの。排気口から忍び込んで、ちょうどあなたの真上辺りに」


    　天井からコンクリートの粉がサラサラと降ってきた。俺とオッサンが見上げると、ただでさえ老ろう朽きゆう化かしてひび割れていたコンクリの天井が、今にも崩ほう落らくしかかっていた。それから彼女は爆風で飛んできたオッサンの本を拾い上げる。


    「アダム・スミスはこういってますわ。『正義は、大建築の全体を支持する主柱である。もしそれが除去されるならば、人間社会の偉大で巨大な組織は、一瞬で崩ほう壊かいするに違いない』と」


    「……!?」


    　ＪＫの話を聞いたオッサンは顔面蒼そう白はくになっていた。


    「それを身をもって学ぶいい機会ですわ。では、ごきげんよう！」


    　そう言い残してＪＫは悠ゆう々ゆうと車に戻っていく。


    「おい！　ちょっと待っ」


    　俺おれが彼女を呼び止めようとしたときにはすでにロールスロイスは駐車場を出ていったあとだった。取り残された俺たちの頭上で耐えきれなくなった鋼こう材ざいが、悲鳴のような金属音を響かせた。


    「た、たたた、たすけてくれえ！」


    　オッサンは天井を見上げながら、慌あわてて逃げ出そうとする。


    「待てっ！」


    　俺は慌ててオッサンの腕をつかみ、手て錠じようをかけようとした。だがオッサンは抵抗して暴れた。


    「放せえええ!!」


    「おとなしくしろって！」


    　動きを止めたかったが、さっき能力を予算いっぱいまで使ってしまったので残高はゼロだ。ちなみに俺の能力のリソースとして使えるのは銀行口座の残高だけで、財さい布ふの中に現金がいくらあっても役には立たない。


    　どうせ財布の中にも小銭しかないが。


    　ようやくオッサンの両手に手錠をかけることができた瞬間、ついに天井が崩れ落ちてきた。


    　俺とオッサンは同時に叫んだ。


    「うわあああああああ!!」


    　天井から瓦が礫れきが崩ほう落らくし、粉ふん塵じんが視界を遮さえぎる。


    　俺はオッサンを放してその場にぶっ倒れた。舞い上がる粉塵で辺りは真っ白になり、何も見えなくなった。


    　そこから先の記憶はない。

  


  
    



    　第二章　「おにぎりとノブレス・オブリージュ」


    



    　辺りは真っ暗だった。かろうじて、月明かりだけが小雨に濡ぬれた地面を照らしている。


    「父さん……父さんっ!!」


    　───一二年前。人里離れた山道の道路わきで、気を失って倒れている父親に、俺おれは必死で呼びかけていた。


    「頼むから、目を覚ましてよ!!」


    　俺はほとんど泣き声になっていた。家を出たときからなんとなく嫌な予感はしていたんだ。俺が学校から帰ってくると、突然、親父は何かに追われるように、俺の手を引いて友人の経営する山奥のペンションに行こうと言い出したのだ。妙だとは思ったが、親父の様子があまりにも切迫していたんで従うしかなかった。


    　ところが車で山道を走っている最中に親父はめまいに襲おそわれて運転ができなくなり、車を乗り捨てて歩いていると急に血を吐はいて倒れた。俺は、親父を引きずって、やっとの思いで道路わきの草むらまで運び込んだ。ずっと呼びかけているうち、やっと目を覚ました親父は、うつろな目で俺を見た。俺は少し安あん堵どして告げる。


    「さっき携帯で救急車を呼んだ。もうすぐここに来る！」


    　親父は苦しそうに咳せき込んでまた血を吐はき、口をぬぐってから声を絞り出した。


    「袈け裟さ郎ろう……もういい。手遅れだ」


    「能力を使えるようになったんだ！　必ず助けるから！」


    　俺おれは叫んだ。能力を使えば、救急隊が来るまで症状の悪化を少しでも遅らせられるかもしれないと子供ながらに思ったのだ。だが親父は頭を振ってかすれた声で答えた。


    「せっかく貯ためた小遣いを無駄にするな。お前の力はもっと大事なときのためにとっとけ」


    「でも！」


    「……いいんだ……どうやら俺は覗のぞき込んだ闇やみの深さを見誤ったらしい」


    「……どういうこと？」


    「いいか。袈裟郎」


    　親父は、苦しそうに時々咳き込みつつも、俺の目をまっすぐに見み据すえて言った。


    「ひとつ約束してくれ。何があろうと……奴やつらには絶対に関わらんと」


    「……奴らって？」


    「アライアンスだ」


    「!?」


    　最初、俺にはそれが何のことだか分らなかった。能力者の存在が世界的に認知され、アライアンスが有名になるのは、それから何年も後だったからだ。ただ、そいつらが自分の敵であることは、はっきりとわかった。


    「……そいつらなの？　そいつらが、父さんをこんな目に!?」


    　俺は質問しながら怒りと悔くやしさで体が震えた。だが親父は俺の額ひたいについた手術痕こんをなでながら穏やかに答えた。


    「聞け……お前はツイてる……あんな難しい手術からも生還したんだ……せっかく拾った命を無駄にするな。いいな？」


    　俺が黙っていると、父親は苦痛に顔をゆがめて言った。


    「ああ。クソ……俺のカバンに、ウイスキーのボトルが入ってる。そいつを渡してくれ」


    「ダメだよ。何考えてんだ！　こんな時にまで！」


    「いいだろ。痛み止めだ。最後の頼みくらい聞いてくれよ」


    　俺が断固として拒否していると、親父は胸を押さえて苦しみだした。


    「ぐ……げほっ……！」


    「父さん？」


    　親父は白目を剥むき、体をのけぞらせて苦しみ始めた。明らかにこれまでの苦しみ方とは違っていた。俺がオロオロしていると、ようやくサイレンの音が近づいてきて、近くで止まった。


    「救急車だ！　救急車が来た！　これで助かるよ!!」


    「ごはっ!!」


    　だが親父は、返事の代わりに大量の血を吐はいた。俺おれは親父の死線を悟った。


    　……死んじゃだめだ！


    　俺は、親父の腕をつかむと意識を集中させ、能力を発動した。凍りついたように親父の動きが止まった。銀行口座にある残高は六万円。たった一二秒間しかないが、そのお小遣いは子供の自分にできた精いっぱいの辛抱と苦労の結晶であり、死に際にある親父を救えるかもしれない最後の希望だった。俺は立ち上がり、救急車に向かって走りだした。


    　９、８、７……！　頭の中でカウントダウンをしつつ、俺は息を切らしながら走った。


    　４、３、２……！　残高はあっという間にゼロになった。少しは父親の命を引き延ばせただろうか。望みは薄かったとしても、それを捨てることはできなかった。酒飲みだし甲か斐い性しようなしだし、母親は愛あい想そを尽つかして出てった。でも親父は俺にとって、たった一人の家族だったのだ。


    　───頼む。間に合ってくれ。頼む！　俺は祈りながら救急救命士たちを引き連れて、親父の寝ている場所まで戻った。しかし、草むらに横たわっていた親父は、安らかな顔で目を閉じていた。


    「父……さん？」


    　すでに息絶えていたことは、俺にもわかった。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の前で、救命士たちが必死に蘇そ生せいを試みたが無駄だった。やがて救命士たちがヘルメットを脱いで立ち上がったとき、俺は、なすすべもなくその場に座り込んで天を仰あおいだ。夜空から降り注ぐ大粒の雨が、俺の顔を叩たたいていた。


    



    「うあああああああ!!」


    　自分の叫び声に驚いて目が覚めると、俺はボロアパートの自宅のベッドの上にいた。


    　窓から差しこむ陽光から察するに、もう昼近くだろう。


    　いってえ。俺はこめかみを指で押さえた。頭が割れそうに痛い。


    　最近、親父が死んだときの夢をよく見る。時間が経たつにつれて記憶がより鮮明になってる気がする。おまけに今け朝さは体のあちこちが痣あざと擦すり傷で地味に痛い。昨日きのうの事件のせいだ。けど、まあ、天井が落ちてきたのにこの程度ですんだのは運がよかったかもしれん。


    　例の立てこもり犯のオッサンはコンクリート片の直撃をまともに受けて入院中だ。取り調べは回復を待ってからってことになった。例のＪＫの素す性じようは謎なぞのままだが今度会ったときはただじゃすまさん。


    



    　俺はベッドサイドに置いたピルケースから頭痛薬を一錠出して口に放り込む。小さい頃に脳腫しゆ瘍ようの摘てき出しゆつ手術を受けて以来、頭痛薬とは長年の付き合いだ。リモコンを捜してテレビをつけると、ちょうど昨日の事件のニュースが流れていた。


    「こちらが、爆破事件のあったサロモン銀行、南みなみ目め黒ぐろ支店です」


    　黒こげになった銀行の前で、レポーターが深刻な顔でしゃべっている。


    「このとおり、破片が辺り一面に広がっており、爆発のすごさを物語っています」


    　やがてスタジオに画面が切り替わって、司会者らしき男が言った。


    「それにしても、犯人以外に誰も負傷者が出なくてよかったですねえ」


    　いや。ここにいるし。負傷者。それからコメンテーターたちが訳知り顔で憶おく測そくばかりを好き勝手に話し始めた。親父が死んだときもそうだった。あるワイドショーが俺おれの親父の死を「政治ジャーナリストが山道で謎なぞの突然死!?」と面白おかしく騒ぎ立てたうえ、コメンテーターの一人がいい加減な説を披露した。俺の親父が殺されたのは、ある大物政治家に記事の口止め料として裏金を請求したからかもしれない、というのだ。俺はもはや一人きりになった家で、怒りのあまりテレビの画面を拳こぶしから血が出るくらい殴りつけたのを覚えている。


    「さて、お次は政府の借金の総額が、危険水域に達したという話題について……」


    　見ていた番組の司会者らしき男がそう言った辺りで俺はテレビを消し、タブレットに「サロモン銀行　南みなみ目め黒ぐろ支店」と入力して、ニュースを検索してみた。すると、俺はあることに気づいた。全く同じキーワードで、昨日きのうのニュースに混じって一〇日前のニュースがヒットするのだ。ニュースのタイトルはこうだ。『銀行員男性変死　事件性含め捜査』


    　そのニュースのリンクをクリックすると、次のような記事が出た。


    『昨夜未明、目黒区にあるマンションの一室で、サロモン銀行南目黒支店の従業員、矢や戸と亮りよう輔すけさん（36）が血を吐はいて倒れているのを、警視庁の署員が見つけた。警視庁では詳しい死因を調べるとともに、矢戸さんが事件に巻き込まれた可能性もあるとみて捜査を進める方針』


    　サイトには被害者の写真もあった。眼鏡めがねをかけた神経質そうな男だ。


    　なるほど。あんとき、日ひ野のが言ってた事件てのはこれか。


    　───血を吐いて倒れていた？


    　俺はなんとなく胸騒ぎを覚えて、ベッドから起き上がると本棚から古いスクラップブックを引き出した。そこには親父の死の謎を解く手掛かりになりそうなものをファイルしているのだ。俺が一〇年かけて集めたもので大量にある。するとページに挟んだ紙が床ゆかにひらりと落ちた。


    　紙を拾って広げると、それは親父の銀行通帳をコピーしたものだった。


    　そこには親父が死ぬ直前の取引が記入されてあった。振り込まれた金額はたった一円。


    　振込人の名義は「mementomoriメメント・モリ」。


    　ラテン語で「死を思い出せ」とか、「終末の警告」とか、単純に「髑髏どくろ」を指す言葉でもある。


    　この仕事に就ついてからも自分なりに調べてきたが、親父に金を振り込んだその「髑髏」って奴やつが誰なのかはまだ謎だった。ただ確かなのは、その「髑髏」が親父の口座に金を入れてからすぐに親父は血を吐いて死んだってことだ。


    　親父の最さい期ごの言葉から察するに「髑髏」は、アライアンスのメンバーに違いない。俺が必死で勉強して公務員試験を受けて、内ない閣かく府ふの経済保安局に入ったのは、そいつを見つけ出そうと思ったからだ。


    　すると突然、俺おれの部屋のドアが乱暴にドンドンドン！　とノックされた。


    　驚きに跳ねた胸を押さえつつ、ドアのレンズを覗のぞくとドアの前には、葉巻をくわえたババアが立っていた。俺は慌あわててドアを開けて挨あい拶さつする。


    「おはようございます。大おお家やさん」


    　すると、ババアは葉巻をくわえたまま、紫し煙えんをゆっくりと吐はき出して、低い声で言った。


    「……こんな時間まで寝てるなんて、いいご身分だね」


    　アパートの管理人であるその婆ばあさんは、名前もまさしく大家さんである。大家さんはパーマを当てたブルドッグみたいな容姿で、どういうわけかいつもティアドロップのサングラスをして、葉巻をくわえている。大家というより、割かつ烹ぽう着ぎを着たマフィアのドンといった風ふ情ぜいだ。


    「仕事はどうした？　まさかクビかい？」


    「今日は午後からです」


    「フン。ぐうたらな役人だねえ。税金の無駄使いにもほどがあるよ。だいたいあんたのいるなんとかって部署は……」


    　話が長くなりそうだったので、俺は途中で尋ねた。


    「あの。何かご用でしたか？」


    「そうだ。苦情が来てんだよ。アンタがうなされてるときの声がうるさいってね」


    「すいません、以後、気をつけます」


    「ウチは家賃が安い分、壁が薄いんだ。何も無理して住まなくったっていいんだよ」


    　大家さんは俺の部屋の中にある金庫を見つめる。


    「ケチな男だねえ。金なら貯ためこんでるくせに出し惜しみして」


    　親父が死んでから、俺は将来何かあったときのためにこつこつ貯金をしていた。口座に入れていないのは、能力で一気に使ってしまわないためだった。


    　生活を切り詰めてでも貯金する習慣がすっかり身について、気がついたら病的なまでのケチになっていた。安いとはいえ給料をもらっているにもかかわらず、財さい布ふの中に小銭しかなかったり、俺に友人や彼女ができないのもきっとそのせいだ。


    「金は天下の回りもんだ。アンタみたいなのがいるからいつまでたっても不景気なんだよ」


    　大家さんはそう言うと、葉巻の煙を鼻から出して、ほくそ笑む。


    「ま、いずれにしろ。こつこつ貯金なんかしても無駄だよ。どうせ奴やつらが全部もっていっちまうんだからな」


    「奴らって？」


    「政府に決まってんだろ。国の借金は今や一五〇〇兆円もあるっていうじゃないか。そんなのどうやって返すつもりなんだい」


    「ああ、でもそれはあくまで政府の借金であって、僕たちのでは……」


    「んなことはもちろんわかってるよ！　……だがいつの間にか、アイツらはそれを全部、国民の借金にすり替えて、とんでもないことをしようと企たくらんでやがるんだ」


    「一体どんな」


    　俺おれが尋ねると、サングラスの奥でババアの目が鈍にぶく光った。


    「……預金封ふう鎖さだよ」


    「はあ？」


    「あいつら私たちの貯金を引き出せなくして、その金で政府の借金をチャラにするつもりなんだ。その証しよう拠こに、銀行口座の情報と国民ナンバーをリンクさせようとしてるじゃないか！」


    　俺はうんざりしていた。このババアはこういう国家の陰謀論的な話をしだすと止まらなかった。どうせまたどっかのオカルトサイトの記事を鵜う呑のみにしてるんだろう。


    「冗談だと思ってるね？　いいかい。財務省の地下にはね。預金封鎖するために開発されたスーパーコンピューターがあって、そいつがすでに私たちの財さい布ふの中身を覗のぞき込んでいるという」


    　するとインターホンが鳴った。


    　俺と大おお家やさんは廊下の窓からアパートの入り口のほうを見下ろした。すると、そこには上下ジャージ姿の爺じいさんが立っていた。アパートの住人ではない。


    　誰だ？　あの爺さん。俺がそう思っていると大家さんは突とつ如じよ、目をハートマークにして疾風はやてのごとく玄関に走り去った。


    「マコたあああああん♥」


    　マコたん？　あの爺さんのことか？　ていうか、あの爺さんに「たん」て。やがてアパートの玄関先に現れたマコたんを、大家さんがわざわざ俺を階下に呼んで紹介した。


    「この人とは老人会で知り合ったんだけどね、家が近所だったので遊びに来てくれたのよ。マコたん、これ、二階に住んでるモテない住人」


    　誰がモテない住人だ。ババアの言いぐさにはカチンときたが、いずれにしろ、俺は大家さんの長くなりそうな話を中断してくれたそのマコたんに大いに感謝した。


    「どうも」


    　と俺が会え釈しやくすると、その爺さんは玄関の隅すみのサボテンに向かって体を直角に曲げて最敬礼をした。


    「は、初めまして！　自分は、この近くにしゅむ、にゃとい、まほっほほうしゅあす」


    　途中で爺さんの入れ歯が外れて、後半はなにを言ってるのかほとんど聞き取れなかったが、ババアはなぜか勝ち誇ったような顔で、俺を眺ながめてくる。


    「ふっふっふ。どうよ？　ジェントルマンだろう」


    　ババアに言われてから、俺はサボテンに挨あい拶さつしている爺さんを見て答えた。


    「確かに礼儀正しい方だとは思います」


    「あんたも早いところ、いい相手を見つけるんだね」


    　うるせえな。ほっとけ。大おお家やさんはイラッとした俺おれを無視してマコたんを管理人室に誘った。


    　二人が去っていくのを見送っていると、ポケットの中のスマホが鳴った。画面を見るとレジーナからだ。


    『今すぐ国立能力者医療センターに来て』


    　電話に出ると、いきなり彼女はそう言った。


    「大丈夫だよ。大した怪け我がはしてない」


    『あなたの心配をしているんじゃないわ。仕事よ』


    　なんだ。俺は憮ぶ然ぜんとして答えた。


    「俺、今日遅番だけど。特別手当は出んのか？」


    『昨日きのうの爆破事件の犯人が、病室から消えたの』


    　彼女は早口にそう言った。俺は[image: ]きき返した。


    「消えた？」


    『とにかくロビーで待ってるから。急いで』


    　用件だけ言うと、レジーナは電話を切った。


    　俺はレジーナからの報告をもう一度咀そ嚼しやくした。消えたってどういうことだ？


    　あのオッサンが病室を出ていったってことか？　いや、あの怪我では絶対に無理だ。


    　それとも誰かに連れ去られたとか？


    　すると、リビングから、大家さんがマコたんにまたオカルト話を力説している声が聞こえた。


    「本当だってば。失しつ踪そうした能力者の何人かは、宇宙人に連れていかれて……」


    　俺は頭を横に振って、出かける準備をするため自分の部屋に戻った。
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    　国立能力者医療センターの一階ロビーに着くとレジーナと南な米ごめ仁ひとし医師が話していた。


    「お。袈け裟さ郎ろう君、ちいーす」


    　ドクターは俺を見かけると手を振る。日焼けした顔とは対照的な白い歯と、むやみにデカい高級腕時計が輝かがやいている。ドクター南米は能力者疾しつ患かん治療の第一人者だが、とにかくチャラい。その過か剰じようなまでのラテン系のキャラも相まって、今や医療系のバラエティ番組やＣＭに引っ張りだこのタレント医師だ。それなりに腕はよくて俺も頭痛がひどいときには診みてもらっているんだが、どうも好きになれない。


    「その後、頭痛とかどんな感じ？」


    　ドクターは白衣から強烈な香水の香りと胡う散さんくささを漂ただよわせながら俺に尋ねた。


    「おかげさまで、現在進行形でひどくなってます」


    「てか顔色悪いし。働きすぎじゃね？　ちょっと休んだほうがいいよ。そうだ。ここの屋上って、ヘリポートがあるんだけど、今度、ヘリに乗せてあげよっか？　超楽しいからマジで」


    　ドクターがテンションを上げ始めると、レジーナが割って入る。


    「お話し中すいませんが彼の休暇はまだ先です。それより消えた患者の病室へ」


    「はいはい。こちらへどうぞ」


    　俺おれたちはドクターと一緒に階段で地下に降り、小窓のついたドアの並ぶ廊下を進んだ。廊下の奥に鉄てつ格ごう子し入りのゲートが現れた。


    「こっから先のエリアは、暴れたり逃亡の恐れがある特別な患者を収容してる。たとえば、君たちの大好きなアライアンスのメンバーとか」


    　ドクターはそう言ってドアの隣にあるパネルに首から提げたカードを接触させた。するとブザーの音がして、鉄格子のゲートが開かい錠じようされた。門もん扉ぴを開けながらドクターが説明した。


    「ゲートは、このカードキーを持ってる人間でないと開けらんない。ただし、巨きよ乳にゆうの美人看護師にはすぐ貸しちゃうけど。彼女みたいなね。おはよ。マキちゃん」


    　ドクターの視線の先には、廊下で泣いている女性看護師がいた。彼女は泣きはらした目でドクターを見つけると駆かけ寄ってきた。


    「南な米ごめ先生！」


    　走ってくる際に彼女のふくよかな胸が揺れた。そのまぶしさに俺が目を細めているとレジーナの肘ひじ鉄てつが脇わき腹ばらに入った。俺が顔をゆがめていると南米ドクターが彼女を俺たちに紹介した。


    「問題の患者がいなくなっているのを発見した看護師のマキちゃん。マキちゃん、こちらエイプスの方たち」


    「ごめんなさい。私が病室からほんの少し目を離している間に、こんなことに」


    　マキちゃんとかいう若いナースは涙声だった。


    　チャラいドクターが、多めのボディタッチでマキちゃんを慰なぐさめる。


    「大丈夫だよ。それより君に怪け我ががなくてよかった」


    　レジーナが咳せき払いすると、ドクターは去りながら手を振る。


    「んじゃ、僕はこれで。マキちゃんあとよろしく」


    　ドクターが消えたあと、マキちゃんは少し先にあった部屋まで案内してくれた。


    「佐さ藤とうさんの病室はこちらです」


    　ドアの横にはまだ「佐藤忠ただ生お」と書かれたパネルがあった。間違いなく昨夜、銀行を爆破したあのオッサンの名前だ。


    　俺とレジーナは病室に入る。一人用の個室にしては結構広い。ベッドの上には引き抜かれた点滴の針がまだそのまま残っていた。まさにそこに寝かされていたオッサンだけが消えたという印象だ。


    「きっと、私のせいです……あんな人を私が病室に通しちゃったから」


    「あんな人？」


    　レジーナが[image: ]きいた。するとマキちゃんは涙声で答えた。


    「はい。佐さ藤とうさんの親しん戚せきだっていう男性の方が来て。てっきりお見舞いに来られたのかと」


    「どんな人？」


    「……年は三十代くらいで外国人の方でした。ものすごく体の大きい、お相撲すもうさんみたいな」


    　そんな奴やつをあのオッサンの親戚だと信じて通したんだとすれば天然キャラが過ぎる。マキちゃんは俺おれとレジーナの視線を察したように説明を続けた。


    「確かにちょっと怪しいとは思ったんですが、身分証も持ってたし、警察の見張りの方もいたので大丈夫かなって。でも、そのあと部屋を離れて五分ほどしてから戻ってみると、その人も佐藤さんも姿を消していて、廊下にはあの刑事さんが倒れていて……」


    「刑事さん？」


    「はい。今、あそこに」


    　俺は再び廊下に出てマキちゃんの指した方向を見た。すると廊下の突き当たりの椅い子すに座って、後頭部を氷ひよう囊のうで冷やしている男がいた。


    「いつつつ……」


    「あれえ？」


    　近づいてみると、それは日ひ野のだった。


    「誰かと思えば、捜査一課の日野さんじゃないですかあ。大丈夫すかあ？」


    　満面の笑みの俺を、日野がギロリとにらんだ。


    「……てめえ。なんで笑ってんだ？」


    　ざまーみろと思ってるからに決まってんだろ。俺がほくそ笑んでいるとレジーナが質問した。


    「それより、なんであんたがここに？」


    「ウチが追ってる事件の手掛かりがないかと思って、佐藤忠ただ生おに話を聞きに来たんだ」


    「それって、あの支店の銀行員が自宅で変死していた事件か？」


    　俺はさっきネットニュースで見た事件のことを[image: ]いてみる。


    「さあな。余よ所その人間に教えてたまるか」


    　さては図星だなと思ったが、口には出さず質問を続けた。


    「それで何かわかったことは？」


    「何も。奴の意識が戻るまで面会謝絶だって言うから、見張りについてた制服警官と交代して、ここで椅子に座って待ってた。そしたら突然、後頭部を殴られた。気を失って目が覚めたときには、佐藤は病室から消えてた」


    　そう言って日野は顔をゆがめ、椅子に座って再び後頭部に氷囊を当てた。俺は日野が持っていたスマホを見ると、最近ＣＭでよく見る『連動大戦レンドジアース』とかいうタイトルのゲームアプリが見えたんで言ってやった。


    「待ってる間、椅子に座ってスマホでゲームでもしてたからじゃないのかな？」


    「!!」


    　日ひ野のは慌あわてて持っていたスマホを後ろ手に隠した。


    「まったく。捜査一課の刑事ともあろう人が、油断しましたねえ」


    「うるせえ。いででで……」


    　日野は勢いよく立ち上がったが痛みに顔をゆがめた。すると、マキちゃんが体を支える。


    「すみません。私のせいで……向こうで先生にちゃんと処置してもらいましょう」


    　マキちゃんの優しさと豊かな胸にほだされたのか日野は素直に応じ、二人で去っていった。


    　レジーナが隣で首をかしげる。


    「アライアンスの連中が助けに来たのかしら」


    「でなけりゃ能力者をコレクションしている奴やつでもいんのかな」


    「もしそうなら、あんたもいつか集められるわね」


    　ただの冗談のやり取りだったが、ベッドに残された血けつ痕こんを見ていると俺おれは嫌な予感がする。


    「おう。水みず町まち」


    　振り返ると、渋しぶ澤さわ主任が現れて言った。


    「ここは若わか槻つきに任せて、お前はオフィスに戻れ。局長が呼んどる」


    「局長が？　なぜ？」


    「お前に大事な話があるんやと」


    「昇給の話ではなさそうね」


    　レジーナが悪いた戯ずらっぽい笑顔で俺に手を振る。


    　俺は頭痛薬のピルケースを取り出したが、中はもう空からだった。
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    　つくづく霞かすみが関せきってとこは退屈な町だ。地味でお堅い官庁ばかりが並んでて、歩きながら眠っちまいそうだ。その中でも群を抜いて地味なビルが内ない閣かく府ふ庁舎別館である。まわりのビルに埋もれてあんまり目立たないが、実は総理大臣官邸に最も近い建物でもある。エイプスのオフィスはそのビルの九階だ。俺は庁舎ビルに入ると、まず一階のゲートにあるセンサーで声紋と目の虹こう彩さいのチェックを行おこない、専用エレベーターで九階に向かった。エレベーターホールを出て長い廊下を歩くと、突き当たりには『経済保安局』と書かれたガラス張りのバカでかい自動ドアがある。そのドアがＳＦに出てくる宇宙船の扉とびらみたいな音を響かせて開くと、広大なフロアが一望できる。職員が行きかうその広い広いフロアの一番端っこの、猫の額ひたいほどのエリアにエイプスのデスクがある。俺はその前をスルーして、奥にある資料室のドアを開けた。資料室に入ると年季の入ったオーク材の本棚が並んでいて、本棚には同じような背表紙のファイルがひしめいている。今通ってきた近未来的なオフィスとは違って、スチームパンク好きなら涙を流して喜びそうなビクトリア朝風のアンティークな図書館といった感じの部屋だ。俺おれは部屋の奥にある受付に向かい、カウンターにいる女性職員に尋ねた。


    「一九五三年のビルダーバーグ会議の資料は？」


    「少々お待ちを」


    　彼女はカウンターにある端末を操作すると画面を見ながら答えた。


    「Ｈの78です」


    「どうも」


    　ビルダーバーグ会議の第一回開催は一九五四年なので、一九五三年の資料なんてのは存在しない。今のは符ふ牒ちようってやつだ。俺は指定された本棚からファイルを引っ張った。すると電子的な音が響いて、壁際の本棚が引き戸のようにスライドする。


    　このスパイ映画さながらの設備は局長の趣味だそうだが、俺たちにとっては単純に面倒でしかない。俺はいつもどおり開いた本棚の奥にある『局長室』と書かれたドアをノックした。


    「どうぞ」


    　返事があったので部屋に入ったが、誰もいない。


    　おかしいと思っていると、背面を見せていたハイバックソファの向こうから声がした。


    「お手柄だったわね。袈け裟さ郎ろうちゃん」


    　なんだ。いたのか。ソファが回転すると瀬せ尾お達たつ也や局長がちょこんと座っていた。局長は、ロマンスグレーのダンディなおじさまをギュッとコンパクトに圧縮したような容姿だ。そのせいか顔もキャラも何もかもが濃い。まるで宝たから塚づかの男役を三頭身にしたみたいな感じだ。


    「さすがあなた。大したものね。始末書の数もだけど」


    「銀行を爆破したのは俺じゃありません」


    「心配しないで。説教するためにあなたを呼び出したんじゃないから」


    　局長は片目を閉じた。上司のオッサンにウインクされてもどうしていいかわからず俺が狼ろう狽ばいしていると、局長は短い足で反動をつけソファから飛び降りて、ゆっくりと部屋の中を歩きながら話し始めた。


    「今け朝さ、ウチの情報部がアライアンスの日本支部のやり取りを傍ぼう受じゆしたわ。『来るべきこの国の大いなる冬に向けて、我々は準備せねばならない』ってね」


    「その単語、昨日きのうの犯人も言ってました。どういう意味でしょうか？」


    「奴やつらの大好きな北欧神話に『フィンブルの大いなる冬』っていうのが出てくる。もしそれを指すんだとすれば、『世界の終わりの前兆』のことよ。とにかく私たちにとって楽しいイベントじゃないことだけは確かね」


    　俺は頷うなずいた。確かに少なくともいい前兆ではなさそうだ。


    「このところアライアンスの日本支部は、マネーロンダリングを繰り返してやたら海外に金を逃がしている。海外の金融情報部門が武器の取引らしきものも察知した。奴らは明らかに何かをおっぱじめようとしているわ……閣かつ下かは事態を憂ゆう慮りよしておられる」


    　ここで閣下と言えば、総理大臣のことになる。


    　局長が立ち止まって見上げた壁には、歴代の総理の肖像画が飾られてある。


    　もちろん一番端には現職の天あま見み総理の肖像もある。老ろう獪かいなジジイどもの顔が並ぶ中で、たった一人、女性で四十代でなおかつ美人だけに、ひときわ目立つ。


    　天見祐ゆ希き子こ総理は、東京オリンピックの後に就任した日本史上初の女性首相だ。その辣らつ腕わんぶりから、国際的にもかつてのイギリス首相マーガレット・サッチャーと並び「鉄の女」と評されている。局長は総理に心しん酔すいしているようで肖像画を見つめる目がキラキラしている。


    「閣下は私たちに期待しているわ。それに応こたえないと」


    　拳こぶしを握りしめて熱くそう語る局長に、俺おれは言った。


    「水を差すようですけど、俺たちの専門は、超常経済犯罪であって、マネーロンダリングの捜査までは……」


    　すると背後にあった壁掛けのモニター画面から声がした。


    「そう。君たちには無理だ」


    「……!?」


    　振り返って見ると、画面には白髪の老紳士が映っていた。三み重え野の貴たかし参議院議員だ。


    　議員は七十過ぎとは思えないギラギラした目で俺たちを見下ろしながら言った。


    「……だが、あのスーパーコンピューターならできる」


    「み、三重野議員!?」


    　局長が上ずった声を出すと、慌あわてて画面の前まで駆かけ寄ってきて言った。


    「まだこの回線での定例会議の時間には早いかと」


    「私は待たされるのが何よりも嫌いでな」


    　有う無むを言わせぬ老人の威圧感に局長も黙り込んだ。三重野議員は最大野党の幹事長で、いわば総理にとっては政敵だ。元官僚だっただけに財務省や金融庁にもいまだに太いパイプをもっており、政界を牛ぎゆう耳じるフィクサーでもある。俺たち、エイプスの活動を第三者的にチェックする委員の一人だが、どうやら俺たちのことをあまりお気に召してはいないらしい。


    「一応お目付け役を仰おおせつかってはいるが、私から言わせりゃあ君たちなど必要ない。予算の無駄だ。なぜなら君たちよりもっと優れた機械仕掛けの神がいるんだからな」


    　するとモニター画面が二分割されて、財務省の地下にあるスーパーコンピューター『玄げん武ぶ』が映し出された。半球状のドーム表面はいわゆるハニカム構造の連続した六角形で構成されていて、ちょうどそれが亀の甲こう羅らみたいにも見える。


    「近い将来、この国に住む人々のすべての経済活動はこのスーパーコンピューター、『玄武』によって監視されることになる。そうすれば、脱税もマネーロンダリングも不可能になるだろう。君たちが捜査している超常経済犯罪もしかりだ」


    　俺おれはふと思い出した。そう言えばこの『玄げん武ぶ』は、ずいぶん前にパナマで怪しげな文書が見つかったり、全国のコンビニのＡＴＭで総額一〇億円以上もの金が同時に引き出されたりした騒ぎがあってから、世論の後押しをうけて作られたのだ。


    　怪しく光るその亀の甲こう羅らの隣で、三み重え野の議員は得意げに語った。


    「こいつが本格的に動けば、この国のあらゆる金の流れが見通せる。犯罪の捜査だけじゃない。国民一人一人の経済活動を覗のぞき込むことで、その動向が手に取るようにわかるようになる。いずれはこの『玄武』に国の財政政策をすべて任せられる日が来るだろう。こいつはどんな政府よりも冷静に、そして淡々と、健全な財政を保つための最適な方法を導き出してくれるはずだ。だが……」


    　画面が戻り、再び苦虫をかみつぶしたような三重野議員の顔が画面いっぱいに映った。


    「……今はまさしく宝の持ち腐れだ。現政権が『玄武』の本格的な運用を決めかねているからだ。まったく。だから優ゆう柔じゆう不ふ断だんな女の総理など」


    　議員が吐はき捨てるように言ったので、局長は咳せき払いをしてから反論した。


    「お言葉ですが、総理なりの考えがおありなのでは」


    「フン。どうせ国民のプライバシーがどうのと言うのだろう……本心は自分が設置した君たちエイプスが役立たずであることが明るみに出るのが怖いんじゃないのか？」


    「議員、その発言はあまりに！」


    　局長は気け色しきばんで叫んだが、それを遮さえぎるように三重野議員は冷たく言い放つ。


    「支出の縮小を声こわ高だかに主張しながら、『玄武』を塩漬けにしておいて君たちのような無駄な機関に国家予算を割さくなど愚の骨こつ頂ちようだ。現政権はすでに一五〇〇兆円もの借金を背負っていることを忘れているようだな」


    「現政権だけがつくった借金ではありません」


    「残念ながら国民はそうは思わない。その証しよう拠こに総理の支持率はどんどん落ちている」


    　三重野議員は、冷笑を浮かべて話を続けた。


    「当然、エイプスそのものの存続にも関わると思いたまえ。どのみち我が党が政権を取り、このスーパーコンピューターが動きだせば、君たちなど必要ないのだからな。定例会議は以上だ」


    　捨てゼリフを吐いて老人は画面から消えていった。


    　モニターの電源を切り、しばらく沈黙を挟んでから局長は口を開く。


    「……袈け裟さ郎ろうちゃん。今ので、私たちが何をするべきかわかったわよね」


    「えっと。転職先を探すという」


    「違うわよっ！　アライアンスが何をおっぱじめようとしているか突き止めるのよっ！」


    　局長は怒りのあまり声が裏返った。俺には局長の目の中で古典的なスポ根マンガの登場人物みたいに炎がメラメラと燃えているように見えた。


    「このまま成果が上がらなければ、エイプスの必要性を説いた天あま見み総理の立場まで危あやうくなってしまうわ。我々が閣かつ下かの足を引っ張るわけにはいかない。そうでしょ？」


    「でもどうやって？　あの『玄げん武ぶ』に俺おれたちが勝つ方法なんか」


    「あるわ」


    　局長は一息ついてから静かに言った。


    「彼女よ」


    「彼女？」


    「彼女の力があれば、奴やつらの金の流れも追跡できるはずよ」


    　誰だ？　彼女って。俺が怪け訝げんな顔をしていると、後ろのドアが開いて渋しぶ澤さわ主任が現れた。


    「えらい遅くなってすんません。お連れしました」


    「ナイスタイミングよ。渋澤ちゃん、さっそく彼女に入ってもらって」


    　局長に言われて渋澤主任は扉とびらの向こうの誰かを部屋に招き入れた。


    「あ！」


    　部屋に入ってきた女子高生を見て俺は目を疑った。


    　それは、あの事件現場にロールスロイスで突っ込んできた彼女だった。


    　すると、部長が俺たちの間に立って紹介した。


    「お互い初対面ではないのは知ってるけど改めて紹介するわ。一いち万ま田たこがねちゃんよ」


    　ＪＫ改め、一万田こがねは俺を見ても悪びれることなく、満面の笑みで俺に握手を求めた。


    「あら。ご機嫌麗うるわしゅう存じます」


    　全然麗しくねえ。俺が突っ込む前に、局長が意味のわからないことを口にした。


    「今日から彼女も、あなたと同じエイプスの捜査員だからよろしくね」


    「はあ？」


    「上に頼み込んで彼女を臨時職員にしてもらったの。ごめんねえ。こがねちゃん、急に」


    「世のためになるなら喜んで。それが、貴人としての義務ノブレス・オブリージユですから」


    　遠くを見つめているＪＫを無視して、俺は局長に小声で尋ねた。


    「あの、局長、正気ですか？」


    「どういう意味？」


    「なんで、こんな女子高生をエイプスに？」


    「昨日きのうの事件が解決したのは、彼女のおかげでしょ」


    「けど、こいつはビルを崩ほう壊かいさせた張本人でもあるんですよ」


    　すると、こがねは聞こえていたのか、勝ち誇ったような笑顔で言った。


    「ご心配なく。事件の直前に、あのビルは私がまるごと買収しましたから」


    「買収？」


    　聞きなおすと、局長が嬉うれしそうに説明した。


    「彼女ってね、もんのすごいお金持ちなの。なにしろあの一万田財ざい閥ばつのご令嬢なんですもの」


    　名前を聞いたときにうすうすそうかもとは思っていたがマジか。一いち万ま田たグループっていえば大正時代から続く大財ざい閥ばつだ。どうりで金の使い方が大胆だと思った。


    「自分が所有するビルを解体するのは自由ではなくて？」


    　こがねは平然とそう言った。すると、局長も彼女に調子を合わせた。


    「あの建物、老ろう朽きゆう化かが進んでたでしょ？　ついでになくなってよかったじゃな～い」


    「いや、そういうことを言ってんじゃなくて」


    　俺おれが反論しかけたところで、渋しぶ澤さわ主任が口を挟んだ。


    「ウチがこの子を採用した理由は、能力がほしかったからや」


    　俺は驚いてこがねを見た。ウソだろ。なんでこんな良家の娘が能力者に？


    「この子のマイダスタッチは、キャッシュフローが見える能力や」


    　主任の説明の意味がわからず俺が眉まゆ根ねを寄せていると一万田こがね自身が説明した。


    「つまり、自分が使ったお金の流れがわかるんですの」


    「お金の流れ？」


    「そう。自分が使ったお金がどこへどのように流れていくか、その行方ゆくえが頭の中にイメージとしてフラッシュバックするんですの」


    　彼女は、自分の能力について得意げに語る。
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    「たとえばデパートでバッグを買えば、店員さんがレジを開けてお金を入れるところや、彼女たちがＡＴＭで給料を引き出して、家族にプレゼントを買う場面が見えたり」


    「もし、そのプレゼントが偽にせのブランド品やったら、悪徳業者や暴力団に金が流れとるのも見えるっちゅうこっちゃ」


    　渋しぶ澤さわ主任がそう付け加えると、局長が嬉うれしそうに拍手をした。


    「そうなの。しかも彼女の能力は口座間の取引だけじゃなくて、現金でのやり取りも把握できる。だからあの『玄げん武ぶ』なんかより優秀よ。彼女の能力を借りればきっと、アライアンスの金の流れを探るのも簡単だわ」


    「ひとつ聞いていいか？」


    　俺おれはこがねに質問をぶつけてみた。


    「あの銀行に来た理由は？」


    「私が預けたお金の一部が、爆薬として使われる場面が脳のう裏りに浮かんだからですわ」


    「なるほど。確かに大した能力だ」


    　俺は皮肉っぽく大げさに驚いてみせる。


    「どうせなら容疑者が死にかけて取り調べ不能になるとこまで予見しておいてほしかった。ついでに俺が怪け我がするとこもな」


    　俺はディスってやったつもりだったが、彼女はこともなげに返してくる。


    「未来は常に変わりますの。私に見えるのはあくまで、お金を使った時点での未来ですから、それを変えることも可能なのです。もし私があのとき現れなければ、あなたは人質と一緒に殺されていたかもしれませんわね」


    　そう言って彼女は再び笑みを見せた。ぐぬぬ。俺は何も言い返せなかった。彼女の笑顔には気品があふれすぎて、なんだか圧倒されてしまう。俺とこがねのやり取りをなぜか愉快そうに見ていた局長が、聞き捨てならない発言をした。


    「素す晴ばらしいわ。結成当初から名コンビって感じね」


    「は？」


    　コンビ？　ちょっと何言ってるかわからない。


    「何かわからないことがあったら、彼に質問すればいいから」


    「あの、俺から質問していいすか」


    「何よ」


    「まさか俺に、このクソガキと組めっていうんじゃないでしょうね？」


    　すると、こがねはふくれっ面つらになる。


    「まあ、レディに向かってクソガキだなんて。失敬ですわ」


    「失敬よ。袈け裟さ郎ろうちゃん」


    「とにかく。俺はこんな奴やつと組むのはお断ことわりです」


    　俺はピシャリと言ってやった。冗談じゃない。俺たちの仕事は、お嬢様のクラブ活動じゃないんだ。だいたい、こっちはどれだけ勉強して公務員になったと思ってやがる。なんの苦労もせず、金とコネにものをいわせてひょっこり入ってきたような奴やつと、同じ土俵に立たされてたまるか。俺おれは局長室を出ようとしたが、渋しぶ澤さわ主任が俺の肩をつかんで止めた。


    「ええか。水みず町まち」


    　渋澤主任は俺をわざわざ部屋の隅すみまで連れてきてから小声で言った。


    「……ウチエイプスが新設の部署で、予算が限られとんのは知ってるな？」


    「知ってますけど」


    「お前の能力には毎回結構なコストがかかる。局長が言うたとおり、アライアンスを叩たたくには金の流れを探るしかあらへん、それにもまたごっつ金がかかる。ところがあの子やったら」


    　主任は俺の頭をつかみ、ぐいっとこがねのほうに顔を向けさせていった。


    「その仕事をボランティアで、しかも経費まで自腹を切ってやってくれる。ウチにとってこんなに都合のいい協力者はおらん。わかるわな？」


    「はあ。ですけど」


    「わかってくれて、おおきにな」


    　表情はにこやかだが、俺の肩をつかんでいた主任の手の握力は、有う無むを言わせぬパワーを含んでいた。俺がやむなく大人の事情を呑のみ込むと、局長がこがねに言った。


    「いい？　こがねちゃん。彼は捜査官としては優秀、いや、そこそこかもしれないけど、あなたの教育係兼相棒としては間違いなく最悪よ」


    「どうしてですの？」


    「なぜならば、ここにいる袈け裟さ郎ろうちゃんは、ごらんのとおり見た目も地味だし、お金に汚いし、そのうえ、女性の扱いに関しても無知だからよ」


    　いやいや。いくらなんでも本人を前にして言いすぎでしょ、という抗議が喉のど元もとまで出かかったが、自分で否定して認めた感じになるのも癪しやくなので黙っていた。


    「でもね、コンビというものは、常に一心同体でなければいけないの。いいわね」


    　妙に熱い眼まな差ざしでそう言った局長に、ＪＫは使命感に燃えた目を向ける。


    「はい。私、この方と、一心同体になります！」


    　何でかい声で言ってんだ。誰かに聞かれたら勘違いされんだろ。


    「よっしゃ。さっそく、新しいコンビに初仕事や」


    　渋澤主任が手にしたタブレットを見つめながら俺たちに言った。


    「都内で能力者と思おぼしき人物による犯罪事案発生。エイプスに出動命令が出とる。地図はスマホに送ったさかい詳しくは現場におる若わか槻つきに聞け」


    「わかりました！　では、さっそく出動いたしますっ！」


    　ＪＫは、元気よく主任に敬礼し、先に歩きだす。すると局長が俺の尻しりを叩いた。


    「ほら！　あんたも早く行きなさいよ！」


    　俺おれは舌打ちして彼女の後を追った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　現場まで車を走らせつつ、俺はもう憤ふん懣まんやるかたなさすぎて頭から煙が出そうだった。


    　ったく。ただでさえ安月給で働かされているうえに、まさか子守までさせられるとは。


    　それもこんな世間知らずで金遣いの荒いお嬢様の───。


    　俺はそう思いながら助手席にいるこがねをちらりと見た。すると、なぜだかキラキラした瞳ひとみで俺のほうを見つめていた彼女と目が合った。


    「!!」


    　俺は驚いて反射的に視線を前に戻した。そして思考をフル回転させた。


    　……なんなんだ今の視線は。なんでそんなキラキラした目で俺を見ていたんだこのＪＫ。


    　俺の狼ろう狽ばいをよそに、こがねは言った。


    「素す晴ばらしかったですわ。袈け裟さ郎ろうさんの能力」


    　なんだそりゃ。俺はクエスチョンマークを鼻に引っ掛けて、もう一度彼女を見やった。


    　すると彼女はまたキラキラした眼差しを俺に向けていた。それはまるでものすごく珍しい動物を観察するかのような、好奇心に溢あふれた視線だった。あまりにも至し近きん距離から見つめてくるので、俺はなんだか照れくさくなって再び目をそらした。だが彼女は俺の横顔に熱い視線を投げかけたまま続ける。


    「あの現場で目まの当たりにして感動しましたの。触れたものを止めておくことができるんですのね。すごいマイダスタッチですわ！」


    「……別にすごくねーよ」


    　どうやらこのお嬢様は俺をヒーローかなんかと勘違いしているようだ。ふん。家柄は良くても所しよ詮せんはガキだ。贅ぜい沢たくな暮らしに退屈して暇つぶしでもしに来たんだろうが、残念ながらこの俺もこの仕事もそんなに夢溢れるものじゃない。俺はそっけない態度をとったが、彼女は嬉うれしそうに反対車線を走るトラックを指さして俺に尋ねた。


    「じゃ、あのトラックを真正面から止めることもできますの？」


    　俺はチラッとトラックを見て正直に答えた。


    「いや。無理」


    「え？」


    「サイズの大きすぎるものは止められない。乗り物ならせいぜい原付きくらいまでだ。それもうまくやんないと、フルスロットルで走ってきたところを真正面から止めたりしたら普通に死ぬ」


    「そうなんですか……」


    　彼女は一瞬、がっかりしたような顔を見せたが、すぐに笑顔に戻って次の例を挙げた。


    「じゃあ、拳けん銃じゆうで撃たれたら？　銃じゆう弾だんのサイズは小さいですわよ!?」


    「スピードに反応できない。触れても意識を集中させるのが間に合わなくて、手に穴が開く」


    「じゃあ、じゃあ……時限爆弾のタイマーは!?　それなら止められるでしょ？」


    「確かにそれなら止められる」


    　俺おれがそう答えると、こがねはほっとしたような顔をした。ようやくいい例を見つけられたと思ったのだろう。だが、俺は残念なお知らせをした。


    「ただ、残高がゼロになるとカウントダウンが再開するから、正確には止めるというより、時間を引き延ばすだけだ。結局、時限爆弾であることにはなんら変わりはしない」


    「だったら、これはどうですの？」


    　こがねはもうほとんどむきになって俺のマイダスタッチがすごいということを証明したいようだった。


    「私がジャンプした瞬間に触れられたら、私は空中浮遊を楽しむことができますわよね？」


    「いや。重力には勝てない。空中で動きを止めることができても、マネキンみたいに下に落ちて怪け我がをすることになる」


    「……う～～～」


    　彼女は悔くやしそうにしばらく唸うなっていたが、やがて思いついたように言った。


    「とにかく！　私の資金をつぎ込めば、袈け裟さ郎ろうさんの能力は使い放題ですわね！」


    「……言っとくが、俺の能力にはコストの他に集中力も要る。燃料がいくらあっても能力を使いすぎると脳がオーバーヒートしちまう。それに俺は貧乏だが他人の施ほどこしは受けない主義でな」


    　そう言ってやると、彼女はしょんぼりして黙り込んだ。ふん。頭の中がお花畑のお嬢様に、現実を突きつけてやることができて、してやったりだ。


    　と思いつつも、やはり気になって彼女のほうをちらりと見てみると、しばらくしてから今度はなんだか恥ずかしそうにもじもじしながら彼女は言った。


    「……ところで、私たち、一心同体になったからには、そろそろ決めないといけませんわね」


    　彼女はそう言ってから、照れながらスカートから覗のぞいた膝ひざの上に指先で「の」の字をいくつも書いていた。どうしたのだろうかこのＪＫは。赤らんでいる彼女の頬ほおを眺ながめていると、なんだかこっちまで赤くなってきそうだが、ただ何に照れているのか全く謎なぞだ。


    「……えっと。何を？」


    「お互いのニックネームです」


    「はあ？」


    「コンビというものは、お互いにニックネームで呼び合うものだと、宇う佐さ美みが申しておりました」


    「宇佐美って誰だ」


    「私の執事でございます」


    　執事？　ああ、きっとロールスロイスを運転していたあの爺じいさんのことだ。


    　俺おれの顔を見て察したのか、こがねは驚いたように言った。


    「え!?　もしかして、そのような慣習はないのですか？」


    「執事の爺さんは古い刑事ドラマの見すぎだ。しかも俺ら、刑事じゃねーし」


    「……そうなんですのね」


    　全面的に否定すると、彼女は再び意気消しよう沈ちんしてしまった。


    　あまりに凹へこんでいるので「なんか、ごめん」という言葉が喉のど元もとまで出かかったが、なんとか呑のみ込んだ。どうやら世間知らずな女子高生の頭の中のお花畑も、あまりに綺き麗れいな花が咲いていると、踏み荒らすのに罪悪感を覚えてしまうらしい。


    　くっそ。なんなんだ。この夢見がちなお嬢様には、どうも調子を狂わされる。仕事前だってのに。ていうか、そもそもどういうつもりで彼女はエイプスにやってきたのだろうか。


    「……ひとつ聞いていいか？」


    　俺が尋ねると、途端にこがねは姿勢を正して、嬉うれしそうに俺を見た。


    「はいっ！　なんでしょう？」


    「なんで、良家のお嬢様がわざわざこんな危険な仕事に首を突っ込むんだ？　……苦労しなくてもなんの不自由もなく、贅ぜい沢たくな暮らしができるのに」


    　すると、こがねは少しの沈黙を挟んでからゆっくりと話し始めた。


    「それは……経済というものを、もう一度、本来の姿に戻してあげるためですわ」


    「というと？」


    「そもそも経済とは『経けい世せい済さい民みん』……国を治め民を救うという意味の言葉だったはず。なのに、今や経済がこの惑星にもたらしているものは悲しみや憎しみばかり……それはすべて、世の中を流れる悪いお金のせいなのです」


    「……」


    　俺は思わず、こがねを眺ながめた。彼女の横顔はまるで情熱に燃える志し士しのそれだった。


    「お金は天下を回るもの。いわば世界経済を流れる血液ですわ。清く正しくサラサラと流れていなければ世の中は病んでしまう。ですから綺麗なお金の流れを邪魔してドロドロにしようとする不ふ逞ていの輩やからがいれば、見つけ出して取り除く。それこそが、貴人としての義務ノブレス・オブリージユだと思ったからです」


    　彼女のスピーチを聞き終えた後で、俺は驚いて尋ねた。


    「え？　それだけ？」


    　彼女は、キョトンとして質問を返した。


    「どういう意味ですか？」


    「つまり、自分にはなんの得にもならないのに、世界を救うためだけにエイプスに来たと？」


    「……いけませんか？」


    　いけなくはないけど。俺おれには理解できない。


    　何のメリットもないのに、ただ世界を救いたいとかいう理由だけでわざわざ危険な仕事に就つくなんて、気がしれない。そもそも彼女は働く必要すらないのだ。刺激的な趣味ってところか。やっぱり生きている世界が違うみたいだ。少なくとも親父を殺された復ふく讐しゆう心から、この仕事に就いた俺とは。


    「じゃ、袈け裟さ郎ろうさんは、なぜこの仕事を？」


    「……!?」


    　こがねは、またまっすぐな目で俺を見つめてくる。俺は目をそらして言葉を濁す。


    「……別に。食うためだ」


    　赤信号に捕まり、俺は家から持参したおにぎりのアルミホイルをはがして頬ほお張ばった。こがねは興味津しん々しんで俺に尋ねる。


    「それは何ですの？」


    「おにぎりだ」


    「さすがに知ってますけど、もしかしてご自分で作られたんですか？」


    　俺が頷うなずくと、こがねは目を輝かがやかせた。


    「とても家庭的でいらっしゃるのね！」


    「ただコンビニで買うと高いからだよ」


    　俺がそっけなく返事をすると、こがねは驚いたように声を上げた。


    「高い!?　私、あまり買ったことがないので定かではないのですが……確か百円弱で売られているものではありませんこと？」


    「充分高い」


    　俺は、おにぎりをさらにひと口頬張ってから説明してやった。


    「五キロ千五〇〇円の米一合あたり約四五円としてこのおにぎりならひとつ二二・五円だ。炊すい飯はん器きの電気代や具の値段を入れてもはるかに安い。しかもアルミホイルは消臭殺菌効果もあって再利用できるしエコでもある。それに比べてコンビニのおにぎりなんか、パッケージは剥むけばただのゴミだし、しかも添てん加か物ぶつの塊かたまりだ。そのせいで病気になったりしたらもっとコストがかかる。それがおにぎりを持参している理由だ。言っとくけど、ひと口もやらねーぞ」


    　すると、こがねが俺の横顔をしげしげと見つめて結論付ける。


    「さては、袈裟郎さんて……ドケチなんですのね!?」


    「倹約家って言え」


    　俺は、またひと口食べてから答えた。


    「ていうか、俺からすればこんなの倹約のうちにも入らん」


    「もしかして、日常的にそんなふうに損得勘かん定じようを？」


    　こがねは好奇の目で俺おれの顔を覗のぞき込む。お嬢様にとってはよほど珍しい人種らしい。


    「まあな。おにぎりに限らずなんでもだ。人よりも得する方法や、自分の金を使わずにすむ方法を考えて思いつくのが、俺にとってひそやかな楽しみだ」


    　こがねはそんな俺に嬉き々きとして拍手した。


    「すごい！　袈け裟さ郎ろうさんのそういう金に汚いところ、ひとつの才能だと思いますわ！」


    　彼女に悪気はゼロなんだろうが、褒ほめられてんだか、けなされてんだかわからない。


    　すると、やがてこがねは、はたと気づいたように言った。


    「決めましたわ」


    「何をだよ」


    「今日から、袈裟郎さんのこと、ケチロンとお呼びします」


    「はあ？」


    「ニックネームですわ。ケチな袈裟郎さんで、ケチ郎さん、略して、ケチロン」


    「ほぼ悪口じゃねえかそれ」


    「でも響きはいいでしょ!?」


    「どこが？　医薬品みたいだ」


    「ひらがな表記にすれば大丈夫です！」


    　何が大丈夫なのかわからなかったが。俺は面倒くさくなってハンドルを切りながら適当に答えた。


    「勝手にしろ」


    「はい！　ケチロン」


    　こがねは笑顔で返事をすると、まるでこれからピクニックにでも出かけるかのように楽しそうに尋ねた。


    「ところで、一体どこまで行くんですの？」


    「主任からの情報によると京けい房ぼう線の東ひがし宝たから町ちよう駅だ。もうすぐ着く」


    「そこに悪党がいるんですのね」


    　鼻息を荒くしているこがねに俺は釘くぎを刺さした。


    「言っとくけど、お前は何もすんなよ」


    「え？」


    　こがねはキョトンとして俺を見る。


    「どういうことですの？」


    　俺は車を駐車しながら言った。


    「お前はまだ未成年だ。怪け我がして俺が責任を問われたら困る。それに勝手に動かれて、また始末書を書かされるのもごめんだ。ここでじっとしてろ」


    「何もしないなんて嫌ですわ。私は世の中の役に立ちたくてここに来たんですもの」


    「そうか。わかった」


    　俺おれは車のエンジンを止めて、こがねに手を差し出す。


    「だったら携帯を出せ。財さい布ふも。カード類も全部だ」


    　なぜなら、こがねを車の中に足止めしておくためだった。能力を無駄遣いしたくなかったし、こいつならタクシーどころか、あの執事に連絡してヘリでもチャーターしかねない。だがこがねはそんな俺の意図などつゆ知らず、素直に応じて俺に訊きいた。


    「何をなさるんですの？」


    「世の役に立ちたいんだろ？　だったら車を出るな」


    「ちょっと！」


    　こがねはわめいていたが、俺は車を降りてドアを閉めた。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　現場に向かって走っていると、ポケットに入れたこがねの財布が落ちた。あわてて拾い上げた財布のサイドポケットには見たこともないような金属でできているクレジットカードが入っていた。俺は瞠どう目もくする。これはもしや、パラジウムカードってやつじゃないのか。


    　確か天文学的な限度額をもつという最強のカードだ。都市伝説だと思っていたが、本物を見ることになるとは。俺はなんだか恐ろしくなり、そっと財布を閉じて内ポケットにしまった。


    　駅までたどり着き、出入り口から地下へのエレベーターに乗り込むと、背後で声がした。


    「……遅いわよ」


    「うおっ!?」


    　振り向くと、レジーナがすぐ後ろにいた。


    「い、いつのまにそこに？」


    「ターゲットに気づかれずに接近する方法は祖母に教わったの。祖母はこうやって何人もの西側諸国の高官の首筋を掻かき切った」


    　そう言ってレジーナはナイフを握った形に指を曲げて、後ろから俺の首に触れた。


    「……!!」


    　戦せん慄りつした俺に、レジーナは唇くちびるを近づけて耳元で囁ささやく。


    「女子高生の財布を取り上げるなんて問題ね」


    　どうやら、こがねのことはすでに知っているらしい。さすがＫＧＢにいた女スパイの孫だ。もしかすると車に盗聴器でもしかけているんじゃなかろうか。それより、なぜだかわからないが彼女はいつもにもまして殺気立っている様子だった。俺は恐きよう々きようと答える。


    「連れて歩くほうが問題だろ」


    「そう？　まんざらでもないって顔だけど」


    　彼女は不機嫌そうにそう言うと、俺おれの背中を突き放した。


    「まったく……なんなのよ。あのガキ」


    　ガキというのはこがねのことか。だとしても、なんでそんなに怒っているんだろう？　俺が首をかしげていると、レジーナが聞き捨てならない言葉を口にする。


    「……しれっと入ってきて、私だけのおもちゃを奪っていくなんて」


    「おもちゃ？」


    　というのはなんのことだろう。ひょっとすると、これはあくまで仮説だが、普段の扱われ方から察するに、もしや俺のことではあるまいか。するとレジーナは一気にまくしたてた。


    「昔からなぜだか、別にそんなに興味がなかったおもちゃでも、他人が部屋に入ってきて楽しそうに遊んでいるのを見ると、猛もう烈れつに腹が立って奪い返したくなるの！　わかる？　この気持ち！」


    　彼女が何に怒っているのかまではなんとなくわかったが、もし、そのおもちゃというのが俺のことだとすると、その本人の前で言ってしまう気持ちはわからん。


    　するとエレベーターが到着した。彼女はエレベーターを出ながら腹立たしげに言った。


    「……あの女。いつか暗殺してやるわ」


    　物ぶつ騒そうな物言いだったが、本気で怒っている彼女を見て、なんかちょっと可愛いかもしれないと思っている俺がいた。いつもダマされてばかりいるだけに、彼女がここまで正直に感情をあらわにしているところを初めて見たからかもしれない。というか前々から思っていたが彼女はよく見ると実は結構、美人だったりする。ロシア人の血が入ってるだけにクールビューティと言いますか。スタイルもすごくいいし。もし映画とかでよく女スパイが身に着けている体に密着したスーツなんか着たら、きっと似合いすぎて抜群にエロい。などと俺がモヤモヤ思っていると、レジーナは急にタブレットを俺に投げつけるように渡した。


    「これ資料」


    　タブレットがちょうどみぞおちに入って、俺は少し咳せき込んでから画面を見た。そこには眼鏡めがねをかけたネズミみたいな男の画像があった。


    「根ね津づ利とし光みつ。スキミングできる能力をもったスリよ」


    「スキミング？」


    「服やバッグの上から、クレジットカードや銀行のカードがありそうな位置に手をかざすだけで、その中にあるお金を奪い取って、瞬時に自分の口座に送金できる。しかも犯行の発覚を遅らせるため盗み出す金額は残高の一割くらいらしいわ」


    　なるほど。それでも乗客が多ければ相当稼かせげるだろう。たとえ捕まったところでスキミングマシンでも持っていなければ証しよう拠こもないし、普通の警察には逮たい捕ほできない。


    「痴漢と間違われるのも避けるために、ターゲットは男だけに絞ってる」


    「用心深いんだな」


    「前歴があるからね。根ね津づは牛ご頭ず組の元構成員よ」


    　牛頭組っていえば、関東一円を牛ぎゆう耳じる広域指定暴力団だ。最近、二代目が組を継ついで粛しゆく清せいと破は門もんの嵐あらしが吹き荒れたって渋しぶ澤さわ主任から聞いてたが、根津もリストラされた下したっ端ぱの一人かもしれん。それにしてもヤクザからスリに成り下がるとは。食い扶ぶ持ちがなくなったからか、それとも他に理由があるのか。


    「東京駅の鉄道警察から連絡があったわ。根津は次の千葉行きの列車に乗ってる。あんたの口座にはいつもどおり、一〇万振り込んでおいた。すられたら給料もボーナスもナシね」


    　地獄だ。なんとしてもそんな事態は避けなければ。


    「根津はいつも最後尾の車両から前のほうに向かって獲え物ものを狙ねらうそうよ。往復はしない。つまり、接触できるチャンスは一度だけ。いい？　失敗は許されないわよ」


    　レジーナが言い終わると同時に列車がプラットホームに滑すべり込んできた。俺おれは最後尾から二両目の車両に乗り込んだ。


    



    　帰宅ラッシュをずらした時間帯だ。空すきすぎてターゲットに困ることもなく、混みすぎて移動を遮さえぎられることもなく、スリには最適の列車だろう。根津が東京駅で最後尾から乗ってくるのだとすると、ここにもすぐに来るはずだ。と思っていたら、本当にすぐに奴やつは現れた。


    　最後尾の車両からドアを開けて現れた根津は、小柄で、臆おく病びようそうで、まさにネズミみたいな男だった。広域指定暴力団の元構成員というから、どんないかつい奴かと思っていたので少し拍ひよう子し抜けしたが、すばしっこくて警戒心が強そうな奴ではあるので、逃げられないよう別の意味での注意が必要だ。


    　俺は吊つり革をつかみ、目の端で根津の動きを追った。根津は車内を物色していた。うまそうなエサを探しているネズミさながらだ。奴と目が合いそうになって、慌あわてて俺は目をそらした。気づかれたかと思って焦あせったが、やがて奴はゆっくりと俺のほうに向かって歩きだした。


    　よし。エサならここにあるぞ。俺は胸元を広げて、なるべく内ポケットの財さい布ふが見えやすい体勢になって待った。俺の財布の中にあるカードをスキミングした瞬間に、奴の動きを止めて現げん行こう犯はん逮たい捕ほだ。手て錠じようをかけるだけなら一〇秒もいらないだろう。経費もケチれる。そんな胸むな算ざん用ようをしていると根津はすでに俺の目の前まで移動してきた。


    　もうすぐ獲物が罠わなにかかる。俺が手ぐすねを引いて待っていたそのとき。


    「いけないんですわよ。ケチロン」


    　振り向くとこがねが腰に手を当てて仁に王おう立だちしていた。


    「レディを置いてけぼりにするなんて」


    　俺は驚いて目を白黒させる。


    「お前!?　なぜここに？」


    「言ったでしょ？　私は、自分のお金の行く先がわかるんですの」


    　そうか。俺おれはさっきこがねから取り上げた財さい布ふを思い出した。誰かに奪われた場合でも、使ったのと同じように追跡できるらしい。


    「でも、どうやって電車に乗った？」


    「駅員さんに頼んで構内に入れてもらいましたわ。私、この電鉄会社の重役さんと顔なじみですの。さ。私のお財布、返して頂けます？」


    　辺りにいた乗客がちらちら俺たちを見た。俺は観念して、まず彼女のスマホを返し、財布も返した。だが、ハッとする。見ると、すでに根ね津づの姿はどこにもない。


    　───まさか！　スマホで口座を確認すると残高は九万円になっていた。すでに一割は盗み出されたってことだ。


    「……しまったあああああ！」


    「どうしましたの？」


    「スキミングされて盗まれたんだよ！　エイプスの経費が！」


    「えっ!?　じゃあ、もしかして、私のカードも……!?」


    　それを聞いて血の気が引いた。そうだった。あのカードの一割がどのくらいの額になるのかわからないが、想像もしたくない。俺は頭を抱えて髪をくしゃくしゃとかきむしった。


    「お前が話しかけるからだ！　だから車にいろって言ったのに！」


    「まあ。私のせいですの？」


    「そうだろうが！　お前が、くだらない能力を使ってこんなとこまで来るから」


    　俺が抗議している最中に、こがねが人さし指を唇くちびるに当てた。


    「しっ！」


    「なんだよ！」


    「見えますの」


    　こがねは、目を閉じて小さな声で言った。


    「犯人は私のお金の一部を使って……車掌さんから有料指定席のチケットを買いました」


    「!!」


    　指定席は先頭車両だ。俺は思わずこがねの肩をつかみ、彼女の目を見て言った。


    「すまん。前ぜん言げんは撤てつ回かいする。お前のマイダスタッチは最高に使えるよ。じゃ！」


    　そう伝えて、俺が根津を追おうとしたとき、こがねは言った。


    「私、先回りします」


    「何？」


    　聞き直す間もなく、電車は次の駅のプラットホームに入り、扉とびらが開く。


    「後で落ち合いましょう」


    「え!?　おい!!」


    　俺は呼び止めたが、こがねは停車した電車の出口から東ひがし木き場ば駅のホームに飛び出てしまう。


    「私の財さい布ふを盗とるなんて、許しませんから！」


    　こがねがそう叫んだ直後にぷしゅうと扉とびらが閉まった。


    　なんなんだアイツ。落ち合うってどこで？　俺おれがポカンとしていると、男に声をかけられた。


    「あんた、今の姉ちゃんの財布をすったのか？」


    「へ？」


    　振り返ると図ずう体たいのデカい男たちが五人くらい、俺の前に壁のように立ちはだかっていた。


    「さっき、あの子に財布を返せって言われてただろうが」


    　そいつらのＴシャツの胸には、何とか体育大学レスリング部とプリントされてあった。男たちは、正義感に燃えた目を向け、俺を取り囲んでいる。


    「あの。なんか勘違いをしているみたいですけど、俺は」


    「とぼけんな！　さっき、あの子を駅のホームに突き飛ばして電車から追い出しただろ」


    　レスリング部の部長らしき男が怒鳴ると、そうだそうだ！　と周りの部員たちも同調した。


    「突き飛ばしてなんかない！　誤解だ……あ！」


    　俺はレスリング部員たちの壁の向こうで乗客に紛まぎれている根ね津づを見つけた。根津は騒ぎに気づいてこっちの様子を窺うかがっている。奴やつは俺の姿を見ると慌あわてて先の車両へと逃げていった。


    「待て！」


    「お前が待て！」


    　部員の一人が俺の胸ぐらをつかんで止めた。くそっ。仕方ない。


    「!!」


    　俺は意識を集中させて、その場にいる全員の体に触れる。途端にレスリング部員たちは石像のように固まった。俺は胸ぐらをつかんでいる部員の手を離し、部員たちの間を抜けて、根津を追いかけた。残高がゼロになるまでは、意識を集中させている限り、手を離しても動きは止めておける。部員たちから充分距離を取ってから俺は能力を解除した。スマホのアプリで口座を見ると残高は二万。結構使ってしまった。ターゲットを止められる時間は残り四秒だ。


    　前のほうの車両は思ったより乗客が多かった。俺は乗客をかき分けて進んだが、根津は混雑に慣れているらしくなかなか追いつけない。しかも、足止めさせておいたレスリング部員たちは俺のマイダスタッチから解き放たれて、すぐ後ろまで追いかけてきている。


    　一四秒じゃ足りなかったか。もったいない。七万も無駄にした。だが、このまま根津に逃げられたら、経費プラスこがねの金まで無駄にしてしまう。俺は急いで前に進んだ。結局、俺はレスラー軍団に追われつつ、根津を追うはめになった。


    　乗客をかき分けては走るのを繰り返し、先頭車両まで来るとさすがに息が切れていたが、ついに根津を追い詰めることができた。もう逃げ場はない。まさに袋の鼠ねずみだ。


    「さあ、おとなしくしてもらおうか」


    「くそっ！」


    　根ね津づは諦あきらめずに窓を開け、車両から出てさらに逃げようとした。


    　こいつマジか!?　俺おれはうんざりしたが、振り返ると後ろの車両から追ってくる何とか体育大学のレスラー軍団が見えた。ああもう。面倒くせえ。俺も根津を追って、優先席の窓から車両の外へ出た。窓から出た途端、後続車両から扉とびらを開けてレスリング部の連中がなだれ込んでくるのが見えたが、さすがに窓の外まで追ってくる奴やつは一人もいなかった。


    　外に出るやいなや、ものすごい風にあおられた。景色が超高速で後ろへと流れていく。車両の壁はつるつるしていて、しがみつけるところが少ない。窓の上部を両手でつかみ、車両側面の下の凸でこ凹ぼこした波板コルゲートにつま先をひっかけて、俺は電車の壁に張り付いた虫のような格好になった。見ると根津は俺と同じような体勢で、カニ歩きで少しずつ移動しながら、今度は後続車両の方向に逃げている。


    「いい加減、観念しろ！」


    　俺が叫ぶと奴は俺のほうを見た。すると突然、全身をできるだけぺちゃんこにして、壁に張り付き動かなくなった。なんだ？　俺はあっけにとられた。自分でそう勧めておいてなんだが、観念するにしては不思議なタイミングだ。いや、よく見ると奴は俺を通り越してもっと前方を見ていた。俺は奴の視線をたどって電車の進行方向に顔を向けた。その瞬間。


    「うおっ!!」


    　すぐそばを信号機がかすめていった。間かん一いつ髪ぱつ、体を壁に張り付けることでなんとかよけた。っぶねえ。ぶつかってたらそのまま電車の壁から引っぺがされているところだ。と一安心していると、ファーン！　と、けたたましい警けい笛てきの音がして、今度は対向列車が迫ってきた。


    「うわああああああ」


    　俺は再びできるだけ平たくなってしがみついた。対向列車は俺の背中のすぐそばスレスレを猛スピードで通り過ぎていく。何両編成かわからないが、通過し終わるまでかなり長かった。対向列車が通り過ぎると、次は進行方向に巨大な橋が見えてきた。その橋は東とう京きよう湾わんにそそぐ広大な旧江え戸ど川がわの河か口こうをまたいでいた。あれを渡ってしまうと千葉県に入る。まずい。


    　エイプスは政府の機関だが、まだ準備室あつかいなので、警察の捜査に介入できるのは警視庁の管かん轄かつのみ。つまり都内の事件までだ。ここまで追ってきたのに、奴を千葉に「亡命」させるわけにはいかない。急いでおれは根津との距離を縮めた。そして橋が目前まで近づいたとき、俺は、ついに根津の腕をつかみかけた。


    「ひっ！」


    　その瞬間、根津は握力の限界が来たのか、電車の側面から剥はがれ落ちるようにして線路わきに飛び降りた。


    「!!」


    　俺は奴を止めようとしたが間に合わなかった。落ちていった根津の姿がみるみる後退していく。くっそ。俺は覚悟を決めて線路わきに飛び降りた。


    「ぐわ！　げほっ!!」


    　落下の衝しよう撃げきが思ったより強烈で、わき腹を強打した俺おれが咳せき込んでいると、その隙すきに根ね津づは立ち上がって再び走りだし、橋のほうに向かって逃げた。やはり千葉に亡命するつもりらしい。なんとかして橋を渡りきる前に捕らえなくては。立ち上がって俺も橋に向かった。


    



    　その橋は巨大だった。線路のわきには建設現場の足場のような通路があり、根津はそこに逃げ込む。通路は床ゆかがすのこ状になっていて下が透けて見える。足の下を轟ごう々ごうと泥水が流れる河口が見える。川までの高さはだいたい二〇メートルくらいだろうか。見下ろすだけで足がすくむ。俺はできるだけ下を見ずに走った。やがて根津は逃げ切れないと思ったのか、通路わきの柵さくに足をかけて、眼下の河口に飛び降りようとしていた。俺は呆あきれて叫んだ。


    「何考えてんだ。落ちたら死んじまうぞ!!」


    　駆かけ寄る俺を見て、根津はもう一方の足も柵の外に出した。


    「かまわねえ！　捕まったらどうせ殺される!!」


    「どういう意味だ!?」


    「それを知ったらアンタも終わりだ!!」


    　振り向いて怒鳴る根津の目は血走っていた。これ以上近づけば、本気で飛び降りるつもりだ。時間を止められる残高はもうない。俺はもう一度下を見た。大きな音を立てて茶色い川の水が渦巻いている。無理だ。飛び込まれたらもう追えない。


    　すると、どこからともなくスピーカーを通して聞き覚えのある声が響いた。


    『逃げても無駄ですわよ！』


    　まさか───。


    　俺と根津が声のしたほうを見ると、水平線に沈みつつある夕日をバックに海のほうから一隻せきのクルーザーが白波を立てながら近づいてきた。


    　そしてデッキの上で、こがねがマイクを持ってわめいているのが見えた。


    『どこへ行こうと、必ず捕まえて差し上げますわ！』


    　クルーザーの後ろには何なん艘そうかのモーターボートが見えた。それぞれのモーターボートにはウエットスーツに身を包んだダイバーが数人待機している。そしてどの船にもすべて一いち万ま田たグループのロゴが燦さん然ぜんと輝かがやいていた。


    『無駄な抵抗はやめて、私の前にひれ伏しなさい！』


    　俺は呆れて言葉を失った。こがねが言った先回りってのはこれか。


    「!!」


    　焦あせった根津は、また逃げ出そうとしたので俺は奴やつを止めた。


    　途端に根津は柵に足をかけた姿勢のまま固まった。


    「っととととと!!」


    　固まった根ね津づがそのまま海に落ちそうになったので、俺おれが左手でベルトをつかんで引き戻した。直下で河か口こうと海の境目が渦巻いているのを見て、危あやうく気を失って落ちそうだった。


    



    


  


  
    



    　第三章　「お金のガンコな汚れ」


    



    　根津をふん捕まえてエイプスに戻り、取調室に入ってかれこれ一時間経たつが調書は全く取れていない。根津はずーっと目の前のデスクを見つめたまま、終わりだとか殺されるとか、謎なぞめいた独り言をぶつぶつ繰り返すばかりだ。俺は何百回めかの質問をもう一度、ぶつけてみた。


    「スリをやってたのは、組を破は門もんされたからか？」


    「……」


    「さっき殺されるとか言ってたけど誰にだ？」


    「……」


    　独り言が終わったと思ったら今度は完全黙秘だ。俺は壁のマジックミラーのほうを見て、その向こうにいるはずの渋しぶ澤さわ主任に肩をすくめてみせた。すると、しばらくして背後のドアを開けてレジーナが部屋に入ってきた。レジーナは根津につかつかと近寄るなり、持っていた写真数枚をデスクの上にぶちまける。


    「よく見て」


    　写真には根津ともう一人、男が写っていた。


    　レジーナはその男を指さして根津に尋ねた。


    「この男に見覚えあるでしょ？」


    「あ」


    　根ね津づの代わりに俺おれが答えた。


    「こいつ、ネットニュースで見た。確か先週、自宅で変死していたとかいう」


    「そ。例の事件で黒こげになったサロモン銀行南みなみ目め黒ぐろ支店で働いていた銀行員よ。名前は矢や戸と亮りよう輔すけ」


    　やっぱりか。日ひ野のたち、捜査一課の連中が追ってる事件の被害者だ。写真の中で、死んだ矢戸って男が根津の煙草タバコに火をつけていた。レジーナは根津を問い詰めた。


    「これは彼の遺体が見つかったマンションの防犯カメラの映像。これを見る限りあんたとは仲がよかったみたいだけど、どういう関係だったの？」


    「……」


    　根津は黙ったまま写真から目をそらす。


    「私が代わりに答えてあげましょうか」


    　レジーナはにやりと笑って話し始めた。


    「ヤクザと銀行屋が手を組む理由はマネーロンダリング以外にないわ。口座から口座に金を移すあんたのマイダスタッチは汚い金を転がすのに適している」


    　レジーナは写真をつまみあげて根津に見せた。


    「どういう方法かはこれから調べてみるけど、どうせあんたはこの矢戸とつるんで、牛ご頭ず組の汚い金を海外口座に逃がしてた。そうでしょ？」


    　なるほどな。だとしたら矢戸にとって牛頭組はお得意様だったわけだ。俺はそう思ったが、根津は表情ひとつ変えず聞いていた。レジーナは続ける。


    「ところが、金の流れの取り締まりが厳しくなったために矢戸はビビって、あんたたちと手を切った。だからあんたのとこの親分が怒って、あんたに矢戸を始末させた。どう？」


    「始末？」


    　ようやく根津が返事をした。


    「むしろ、その逆だ」


    「逆って？」


    「俺は親分に頼まれて、あいつを守ろうとしてた」


    　根津はそこで言葉を切ってから、震える声で呟つぶやいた。


    「だが結局、殺されちまった」


    「誰に？」


    「さあな」


    　レジーナが頭を掻かいた。俺がさらに突っ込んだ。


    「そいつは、お前が殺されるって言ってた奴やつと同一人物か？」


    　根ね津づは質問を無視して、俺おれに尋ねる。


    「今何時だ？」


    「はあ？」


    「頼む。教えてくれ」


    「質問しているのはこっちだ」


    「いいから！　今何時だ!!」


    　血走った目で根津は叫んだ。レジーナが腕時計を見て答えた。


    「一三時過ぎだけど」


    　すると、根津は頭を抱え込む。


    「もう一時間も過ぎちまった。終わりだ」


    「昼にランチの約束でもあったの？」


    　レジーナが苦笑して[image: ]きくと、根津は頭を抱えたまま言った。


    「金を入れなきゃ、殺される」


    「上じよう納のう金きんのこと？　だって、あんたもう組は破は門もんになったんでしょ？」


    「組じゃない。アライアンスにだ」


    　レジーナの質問に根津は青白い顔を上げる。レジーナが俺を見た。そのバトンを受け取る。


    「……お前、アライアンスのメンバーなのか？」


    「ああそうだ。あんな奴やつらの仲間になんてなりたくなかった！」


    　根津はそう叫んだ後、ひと呼吸おいてからゆっくりと話し始めた。


    「スリだってアイツらにやらされていたんだ。選ばれた人間である以上、その能力を活いかせだとさ。バカバカしい。奴らに利用されて搾さく取しゆされているだけだ。だが、奴らに従わなかったら殺されちまう。矢や戸とみたいに」


    「ちょ、ちょっと待て」


    　俺は頭の中を整理しながら問いただす。


    「矢戸はアライアンスに殺されたってことか？　一体なぜ？」


    　俺が質問すると、根津は声を落として言った。


    「……あいつが知っちまったからだ……『大いなる冬』のことを」


    　根津の目は血走って、額ひたいには冷や汗が光っていた。


    「その単語、最近よく聞くんだが、一体なんのことだ？」


    　根津はデスクに上半身を乗せるようにして俺に顔を近づけ、さらに声を落として言う。


    「……洗いざらい話してやってもいいが、その代わり頼みがある」


    「なんだ？」


    「何か書くものを」


    　俺は、根津にペンとメモを貸してやった。根津は何やら、メモに口座番号らしきものを書きながら言った。


    「今から俺おれの口座を教える。だから」


    　俺は根ね津づの言葉を遮さえぎって、予防線を張っておいた。


    「待て。もし、情報と引き換えに、そこに金を入れろって話なら無理────」


    「いいえ」


    　俺とレジーナが振り向くといつの間にか、一いち万ま田たこがねが、制服姿で背後のドアの前にいた。


    「お前、いつの間に!?」


    「さっきからですわ。学校が終わったので駆かけつけてきましたの」


    　すると、こがねは根津の書いたメモを覗のぞき見る。


    「とにかく、ここにお金を振り込めばいいんですのね。今すぐですと一〇億くらいしか用意できませんけど」


    「じゅ、一〇億!?」


    　俺は驚きよう愕がくしたが、こがねはいたって涼しい顔である。


    「それで情報が得られるなら。これも世のためですもの」


    「フン。スリにお金振り込んで世のためになるわけないでしょ」


    　レジーナはさらにこがねに難癖をつける。


    「ていうか、育ちがいいわりに常識がないのね？　ノックはどうしたの？」

  


  [image: ]


  
    「あら。部屋のドアは開けっ放しでしたわよ」


    「それは取り調べ中のルールだからよ。勝手に入ってこないで」


    　レジーナがこがねと火花を散らし始めた。心なしかレジーナの体の周りに、どす黒いオーラが見える。しかし、こがねはそれをものともせずにさらに反論した。


    「でも私はケチロンと、一心同体ですもの」


    「ケチロンだあ？」


    　レジーナは俺おれをにらみつけた。


    「あんた、いつからそんなゆるキャラみたいな名前で呼ばれてんの？　教育係でしょ!?　もっとビシッと言ってやりなさいよ!!」


    　俺は、こっちに向いた矛ほこ先さきをよけるために話を戻そうとした。


    「うん。えっと、あの、取りあえず今は、取り調べを進めたほうが」


    「なんでそんなに甘いのよ!?　こんなガキに！」


    「ガキじゃありませんわ！」


    「二人とも一いつ旦たん落ち着こうか」


    　俺が二人をなだめようとすると、レジーナがこっちをキッと見て言った。


    「さてはあんた。この子に」


    「……なんだよ」


    　するとレジーナはさげすむような視線で俺を見つめてから、冷たく言い放つ。


    「この変態」


    「誰が変態だ！」


    「ケチロン、変態なんですの？」


    「違う！」


    　俺たちのやり取りを見ていた根ね津づがデスクの向こうから尋ねた。


    「おい。俺の話は？」


    「あんたは黙ってて！」


    「いやいや。せっかく供きよう述じゆつを始めたのに黙らせてどうすんだ。落ち着け」


    　俺は荒ぶるレジーナを席に着かせて、根津の取り調べに戻った。


    「さっきの続きからだ。えっとなんの話だっけ？」


    　根津は再び口座の書かれたメモを見せてくる。


    「この口座を、凍結してほしいんだ」


    「はあ？」


    　俺たちはポカンとしたが、根津は真剣な表情で俺たちに懇こん願がんした。


    「頼む。あんたたちならできるだろ？　俺の口座に誰も入金できないようにしてほしいんだ。でないと俺は死ぬ!!」


    「……!?」


    　それを聞いてふと俺おれの中である疑惑が頭をもたげるがレジーナが一いつ笑しように付ふす。


    「いや。意味わかんないし。金を入れられたら死ぬってどういうこと??」


    「……矢や戸とが言ってた。金を振り込むことで人を殺せるマイダスタッチをもつ能力者がいるんだ。あいつに金を振り込まれたら毒薬を注射されたのと同じだ。間もなく血ち反へ吐どを吐はいて死ぬ」


    「……!?」


    　頭を金属バットで殴られたかのような衝しよう撃げきを受けた。途端に親父が死んだときのシーンがフラッシュバックする。こがねは怯おびえて呟つぶやいた。


    「まあ。なんて恐ろしいマイダスタッチですの？」


    　俺は逸はやる気持ちを抑えつつ、震える声で根ね津づに尋ねた。


    「……待て。その能力者の名前は？」


    「本名はわからない。正体不明の能力者だ。ただ矢戸はこう呼んでた」


    　額ひたいに汗を光らせながら、根津ははっきりと言った。


    「『髑髏どくろ』だ」


    　鼓こ動どうが速くなり、胃の底が熱くなる。俺の中でさっきの疑惑が確固たるものとなって肉迫してきた。───メメント・モリ。間違いない。親父に金を振り込んだ男と同じだ。だとすれば、親父もそいつの能力で殺されたのか。親父を殺した犯人の尻しつ尾ぽがつかめるかもしれない。そう思うと全身に鳥とり肌はだが立ち、俺は武む者しや震ぶるいが出た。俺の様子がなんとなくおかしいことに気づいたのか、こがねが俺に尋ねる。


    「どうか、されましたの？」


    　俺は静かに言った。


    「……頼む。こいつと二人だけにしてくれないか」


    「え!?　なん」


    　怪け訝げんな顔をしたレジーナに俺はもう一度、今度は目を見て強く言った。


    「頼む！」


    「!?」


    　俺のただならぬ様子を察したこがねがレジーナを連れて出ていく。二人が出ていったあとで、根津はまぶたを指で押さえた。


    「ああ、クソ。なんだ。さっきからめまいがする……」


    　俺は息を大きく吸ってから尋ねた。


    「……続けよう。矢戸はその『髑髏』の正体を知っていたのか？」


    「さあな。とにかく矢戸は自分が殺される予感がして、組との連絡係だった俺を用心棒にした。俺も、そんときは小遣い稼かせぎにちょうどいいと思って、矢戸に口座番号を教えちまった」


    　根津は話しながら頭を抱える。


    「きっと『髑髏どくろ』は、矢や戸とから聞いて俺おれの口座を知ったんだろう。うかつだったよ。『髑髏』は矢戸を通じて、アライアンスのメンバーとして俺に命令してきた。口座を知られちまった俺は従うしかなかった」


    「なぜ警察に言わなかった？」


    「言ったところで証しよう拠こなんかない。矢戸は密室で死に、銀行は爆破されて何もかもが灰になった。……お前らまさか、あの事件が偶然起こったなんて思ってんじゃねえだろうな？」


    　ハッとした。


    　そう言えばあのオッサンもアライアンスの話をしていた。だとしたら、アライアンスはあのオッサンを利用して証拠を隠いん滅めつするために、支店を爆破したってことか。


    「そんなこともわからねえで、あいつを捕まえることなんかできると思ってんのかよ」


    　根ね津づはバカにして吐はき捨てるように言った。俺は怒りを抑えて尋問する。


    「……お前こそ、脅おどされてビビってるだけで本当は正体を知ってるんじゃないのか？」


    「ああ？」


    　俺は、焦あせりと苛いら立だちで根津の胸ぐらをつかんで叫んだ。


    「答えろ！　その『髑髏』っていうのは一体、どこの誰なんだ!?」


    「知るか！　わかってたら俺が先にぶっ殺してる！　……ぐ!!」


    　突とつ如じよ、根津が胸を押さえてぶっ倒れた。


    「ごはっ……がっ！」


    　根津はのたうちながら床ゆかに転がり、胸を掻かきむしる。


    「おい！　どうした!?　しっかりしろ!!」


    　俺は根津に駆かけ寄った。マジックミラーの向こう側にいたこがねとレジーナも部屋に飛び込んできた。すると根津は俺の耳を自分の口に引き寄せる。


    「か、金を、振り込まれちまった……！　『髑髏』に！」


    「何!?」


    「俺が……捕まったことを知って……あいつは……げほっ!!」


    「根津っ!!」


    「がっ！　……はっ[image: ]」


    　根津は血を吐き、顔色がみるみる土つち気け色になり、目がうつろになってきた。


    「!!」


    　親父の最さい期ごの姿が、俺の脳のう裏りによぎる。


    「救急車！」


    　レジーナが部屋を出ていこうとした。だがほぼ同時に渋しぶ澤さわ主任が部屋に入ってきて言った。


    「待て。もう遅い」


    　根津は白目を剥むいて、俺の腕の中ですでに息絶えていた。


    「これが、その『髑髏どくろ』って人のマイダスタッチなんですのね……」


    　こがねが暗い声でそう呟つぶやいた。動かなくなった根ね津づを眺ながめながら、俺おれは思う。親父を殺した人間が、近くにいる。俺は激しい怒りと、底知れぬ恐怖を同時に感じていた。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　廊下のベンチに座った俺たちの前で、根津の遺体が運び出されていった。もともと矢や戸との変死事件を追っていた捜査一課の連中が、事件との関連性を調べるため現場検証に来ていた。俺たちはその間、廊下のベンチに座って待たされていた。俺はふと、死ぬ直前の根津の様子を思い出す。あいつはめまいがすると言って、まぶたを押さえていた……それは、まさに俺の親父が死ぬ直前にしていた仕草と同じだった。


    　俺がベンチに座って黙り込んでいると、こがねが俺の顔を覗のぞき込んで尋ねた。


    「ケっチロン」


    「……!?」


    「大丈夫ですの？」


    「……何が？」


    「さっき。マジックミラー越しに取り調べを見てましたけど、ケチロンの様子は普通ではありませんでしたわ」


    　こがねの澄んだ瞳ひとみに、何もかもを見透かされそうな気がして俺は顔をそらす。


    　すると、さっきから俺の隣に座ってスマホでゲームをしていたレジーナが顔を上げた。


    「しっかし、一体『髑髏』ってどんな奴やつなんだろうな」


    　すると、こがねが学校のカバンを膝ひざの上に置いて開けた。


    「そうだ。私、似顔絵を描かいてみましたの」


    「似顔絵？」


    　俺が眉まゆ根ねを寄せると、こがねはカバンからスケッチブックを取り出す。


    「ほら、私、電車の中で財さい布ふを根津さんに一度もっていかれたでしょう？　そのときに、頭にいろんなイメージが浮かんだんですけど、その中である男の人の顔が浮かんだんですの」


    　そうか。なるほど。あの時点では根津は盗んだ金をアライアンスに振り込む予定だった。確かにそのときの金の流れの中に『髑髏』がいても不思議ではない。


    「この人物が、『髑髏』であるかどうかはわかりませんけど、顔の特徴を言葉でいうよりも、絵で描いたほうがわかりやすいかと思いまして」


    　すると、渋しぶ澤さわ主任がこがねに言った。


    「ちょっと見せてもろてええかな？」


    「お役に立てるといいんですけど」


    　こがねは、自販機の横で立っていた渋しぶ澤さわ主任にスケッチブックを渡す。受け取った主任はスケッチブックを広げ、こがねの描かいた絵を見た。すると、渋澤主任の顔がみるみる険けわしくなっていく。


    「これは────」


    　主任がそう言ったきり言葉を失ったので、レジーナもベンチから立ち上がって横からその絵を覗のぞき込む。するとレジーナも唖あ然ぜんとして呟つぶやいた。


    「何これ。信じられない」


    　しびれを切らした俺おれもついにスケッチブックを覗き込んだ。すると、確かにそこには驚くべき人物画が描かれてあった。俺はこがねに向かって、率そつ直ちよくな感想を述べることにした。


    「お前……絵心なさすぎだろ」


    「まあ、失敬ですわ。一生懸けん命めい描きましたのに」


    　こがねは憤ふん慨がいしていたが、それはまるで幼稚園児の描いた絵だった。いや、幼稚園児でももう少し上手に描けると思う。そもそも人物を描いているのかどうかすらわからない。渋澤主任は、真剣な顔でこがねに尋ねた。


    「確認したいんやけど、ここが口か？」


    「いいえ。それ耳です」


    「下へ手たクソすぎだわ」


    　こがねの答えにレジーナは呆あきれていた。俺も苛いら立だって思わず怒鳴る。


    「犯人の正体がわかるかと期待したのに、がっかりさせやがって！」


    　すると、こがねはしょんぼりした。


    「そんな。お役に立てると思ったのに～」


    「申し訳ないが、これでは手掛かりにはなりそうもないな」


    　渋澤主任はため息交じりにそう言ってスケブを閉じた。


    　レジーナもこがねに同情するように言った。


    「お金あるんだから絵画教室に通えばいいんじゃない？」


    「これでも通ってたんですけど」


    　絵を全否定されてこがねは口をとがらせたが、彼女が描いている似顔絵を眺ながめているうちに、絵の下へ手たクソさも相まって俺には『髑髏どくろ』の存在がより不気味なものに思えてきた。


    「おい」


    　すると、現場検証を抜けて日ひ野のが廊下にやってきた。


    「詳しいことは後だが、矢や戸とが死んでた状況とそっくりだ。根ね津づの話じゃ、犯人は矢戸を殺した奴やつと同じだってな」


    「ああ。たぶん」


    　俺はそう答えた。そして心の中で付け加えた。そいつはたぶん、俺の親父も────。


    「犯人は恐ろしい能力者ですの。こんな顔ですわ」


    　こがねはそう言って日ひ野のにさっきの不気味な絵を見せた。日野は怪け訝げんな顔で俺おれに尋ねる。


    「ところで誰なんだ。このお嬢ちゃんは」


    「お嬢ちゃんではございませんわ。もう十七歳ですもの」


    「ああ、えっと、ウチの新人で」


    　俺の説明の途中で、こがねが誤解を招く挨あい拶さつをする。


    「一いち万ま田たこがねと申します。ケチロンとは、一心同体です」


    「……!?」


    　日野が険けわしい顔で俺を見た。


    「いや、違う。ただの先輩と新人で」


    「……まったく。いい気なもんだぜ」


    　俺は慌あわてて身の潔白を示そうとしたが、日野はそれを遮さえぎって毒づく。


    「こっちは仕事だってのに。未成年と乳ちち繰くり合ってるとはな」


    「乳繰り合ってなんていませんわ。私も仕事中です」


    　こがねが反論すると、日野は頭を振った。


    「やれやれ。とにかく能力者の犯行だってんなら、矢や戸とのヤマもお前らに譲ゆずらなきゃしょうがねえ……クソ」


    　日野はベンチにどかっと腰を下ろし、ポケットから煙草タバコを取り出す。


    「ま、譲るからには、解決してもらいたいとこだが……こっちの捜査でわかったこともそう大したことじゃない。ここ禁煙か？」


    　俺は黙って日野の前に、廊下の隅にあったスタンド式の灰皿を出してやった。日野は煙草に火をつけて一服してから語り始める。


    「……俺たちも、矢戸と牛ご頭ず組とのつながりを疑ってた。決め手はなかったがアイツがマネロンの手伝いをしていたのは間違いないだろう。矢戸の暮らしぶりを見てりゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」


    「暮らしぶり？」


    　俺が空中に疑問符を浮かべると、日野はつまらなそうにそいつをキャッチして返した。


    「矢戸は月に一回、カリブに飛んでた。しかも滞在先のホテルじゃ豪ごう遊ゆう三ざん昧まいだ。銀行員とはいえ月給はたかが知れてる。月イチでそんな遊びができるわけがない。それに、牛頭組の二代目が経営する店にもよく顔を出していた。毎回ＶＩＰルームで騒ぎ放題だ」


    　レジーナはそれを聞いて、腕を組んだ。


    「なるほど。ほぼクロね」


    「ところがある日、ぱったりと店に顔を出さなくなった。月イチの海外旅行もやめたらしい」


    「なぜですの？」


    　日野は紫し煙えんと一緒に答えを吐はき出す。


    「さあな。こっから先は俺おれの考えだが、銀行内で誰かにばれたんじゃねえか。で、問い詰められた矢や戸とがビビっちまって、牛ご頭ず組からのバイトを辞めたんだろう」


    「まあ、だったらなぜ、銀行の方は警察に知らせなかったんですの？」


    「お嬢ちゃん、本気で言ってんのか？」


    　こがねの質問に、日ひ野のは笑った。


    「そんなこと世間に知られちまったら大問題だ。銀行ってのは信用で成り立ってるからな。事が明るみに出る前に、内々で済まそうとしたんだろう」


    「……いっぺん、銀行にも聞き込みに行ったほうがよさそうやな」


    　渋しぶ澤さわ主任がそう言うと、日野は灰皿に煙草タバコをねじ消す。


    「俺たちもそう思って行ってみた。そしたら、あの爆破騒ぎだ」


    　───じゃ、あの爆破事件は、やはり根ね津づが言ってた通り『髑髏どくろ』が証しよう拠こ隠いん滅めつのために？


    　俺が思考を巡らせていると、ベンチから立ち上がった。


    「こっちが知ってるのはそれで全部だ。引継ぎは以上」


    　日野はエレベーターホールに向かう途中で振り向き、俺たちに文句をぶつけた。


    「お前らもよお、俺たちから仕事を取り上げるだけじゃなくて、たまには出番をよこせよ」


    「はいっ！　必ず」


    　日野は単純に嫌味で言ったんだろうが、こがねがあまりに素直に答えたもんで苦笑いを見せて去っていった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　翌朝、さっそくサロモン銀行南みなみ目め黒ぐろ支店に電話をして支店長とのアポを取った。白しら河かわと名乗った支店長は、電話で話した限りなんだかおっとりしていてマヌケな野郎の印象だが捜査には協力的だ。今は事件現場のすぐ近くのビルのフロアを借りて、仮店舗での営業を再開しているらしい。だが応接室とかはないため、昼休みに支店の近くの喫茶店で話を聞くことになった。


    　で、俺とレジーナと渋澤主任の三人でその喫茶店にやって来た。近くにランチができるような店がないらしく、銀行員と思おぼしき制服を着たＯＬが、俺たちのテーブルの周りにたくさんいる。


    　支店長が来るまで、コーヒーでも注文しようとメニューを見ていると、主任が前置きする。


    「言っとくけど、コーヒー代は自腹やからな」


    「え!?　経費じゃないんですか？　じゃ水だけでいいです」


    　口をとがらせた俺を、レジーナがめんどくさそうに見つめる。


    「ほんっとケチ臭いわね。それくらい出しなさいよ」


    「しかし、仕事でなければこんな喫茶店には来ないわけであって」


    「ふだん一番経費使ってるやつが何言うとんねん。ええから、はよメニュー決めんかい」


    　二人に批判されて、俺おれはメニューを熟読した。その喫茶店のコーヒーには三つの選択肢があった。４００円のただの『ブレンドコーヒー』と、５００円の『こだわりブレンド』と、７００円の『最高級オリジナルブレンド』だ。最低でも４００円。俺には高すぎる。


    　ウェイトレスが来ると、俺以外の二人は深く考えず、すぐ真ん中の『こだわりブレンド』を注文した。俺はやはり水のお代わりだけを頼んだ。そのことで二人にまたもやケチの烙らく印いんを押されたが、俺は経済学の素養がない二人に対して、ある優越感を感じていた。


    　ふっふっふ。バカめ。何も考えず、真ん中の値段のコーヒーを選んだこの二人は俺から言わせれば『ヒューリスティクスの罠』にハマっただけなのだ。人間は物を買う時、いちいち合理的に考えてるわけではなく、だいたいの感覚で判断して商品を選んでしまう。この時の意思決定プロセスを『ヒューリスティクス』と呼ぶ。


    　こんな風に値段に三つのランクがあると、あまり何も考えずに真ん中のものを選んでしまいがちなのは、そのヒューリスティクスってやつが陥りやすい『罠』の一つだ。たとえば寿司屋の特上、上、並というランク付けは、それをうまく利用している。この喫茶店の『こだわり』なんてよくわかりもせずに、『ブレンド』よりも１００円高いコーヒーを即座に選んでしまったのは二人がその『罠』にはまったからである。ふん。ざまあみろ。


    　俺はあらためて二人に目をやった。渋しぶ澤さわ主任は喫茶店の入り口で手に入れた競馬新聞を広げて読み、レジーナはスマホのゲームに熱中している。愚かだ。当たるはずもない万馬券を買い続け、無意味なゲームに課金し続けるのは、二人が普段からヒューリスティクスの罠にハマっていることに気付いていない証しよう拠こである。俺の二人に対する感情が、優越感からちょっとした憐れみへと変化し始めた頃、レジーナがスマホの画面を眺めたままで口を開く。


    「今日はあの女子高生、いないの？」


    　俺はつっけんどんに答えた。


    「この時間はまだ学校だろ」


    「ふうん」


    「なんだよ」


    「なんか寂しそうだから」


    　レジーナはスマホをテーブルに置くと、さっきコンビニで買った何かのカードが入ったパックを開封しながらそう言った。


    「はあ？　お前、やっぱ、なんか勘違い」


    「ああ。もう！」


    「？」


    　手にしていたパッケージの中からカードを取り出したレジーナは舌打ちをした。カードにはリアルな拳けん銃じゆうのイラストが描かかれてあった。


    「またこの武器カブったわ……ショップで売るか」


    　そう呟つぶやくと、レジーナは何やらスマホでそのカードに印字されたＱＲコードを読み取り、アプリを開いてゲームに没ぼつ頭とうし始めた。俺おれは尋ねた。


    「……おい。さっきから何してんだ」


    「え？　知らないの？　『連動大戦レンドジアース』」


    　レジーナは驚いたように、持っていたスマホとカードを俺に見せて説明した。


    「カードゲームと連動している戦略シミュレーションゲームよ。ネット上で遊ぶだけじゃなくて、トレーディングカードのガチャ要素もあってめっちゃ面白いの」


    　そうじゃなくて仕事中に何してんだっていう意味だったんだが、レジーナは興奮気味に説明を始めた。


    「冷戦時代、東西に分割レンドされた世界が舞台なの。私のジョブはもちろんスパイなんだけど……」


    　それから彼女によるそのゲームの世界観の説明が延々と続き、さらに彼女はそのゲームがいかに優れているかを滔とう々とうと語った。全く興味のない俺にとっては拷ごう問もんでしかなかった。


    「しっ！」


    　レジーナの話を渋しぶ澤さわ主任が強制終了させた。俺は主任に感謝する。主任は競馬新聞を読んでいるふりをしつつ、さっきから隣のテーブルにいるＯＬの会話に聞き耳を立てていた。俺とレジーナが怪け訝げんな顔をしていると、主任は目配せして俺たちにもその会話を聞くよう指示した。俺とレジーナも、隣のＯＬの会話に耳を澄ます。声の感じから言うと二人とも俺と同い年くらいのようだ。声の高いほうが、低いほうに言った。


    「ねえ、知ってる？　今日なんか、捜査が入るって」


    「こないだの爆破の？」


    「違う。死んだ矢や戸とさんのほう」


    「え。マジで。なんか確かにさ、矢戸さんって変だったもんね」


    「変だったよね。あの人。仕事中にゲームばっかりしてたし」


    「そうそう。なんだっけ？　なんか、ほら、戦争のやつ？」


    　俺は、レジーナをちらりと見た。レジーナは「何よ？」と短く言って俺をにらんだ。


    「それに怪しい知り合いの人が、店までしょっちゅう会いに来てたしさ」


    「なんかヤバいことに巻き込まれたんだよ。きっと」


    「お待たせしました！」


    　話の続きが気になるところで俺たちの注文したコーヒーが運ばれてきた。俺たちが一斉に姿勢を正したので、ウェイトレスは怪訝な顔をした。ウェイトレスが去ったあと主任はまだ続きを聞けと指で示した。それから少しの沈黙があって、声の低いほうが呟つぶやいた。


    「あんとき、支店長の言うことちゃんと聞いてればよかったのにね」


    「え、何それ」


    「あれ？　この話言わなかったっけ。私、一度さ、見たことあんのよ。矢や戸と君が白しら河かわ支店長に叱しかられてるとこ」


    「え。うそ？　あの支店長が？」


    「そう。たまたまだけどさ、支店長室の前通ったとき、ドアの向こうから怒鳴り声が聞こえて」


    「へー。あの人、意外に熱いとこあるんだ」


    「ビジュアルは豆電球みたいなのにね」


    「しかもさ、あの髪さ」


    「知ってる。絶対そうでしょ」


    　そこで二人は弾はじけるように笑った。なんだ豆電球って。俺おれは支店長のビジュアルがどんなだか想像しようと試みたがまるで浮かばない。そして髪が絶対、なんだ？


    　すると急に声が高いほうが慌あわてたように言った。


    「ヤバい。噂うわさをすれば」


    「ほんとだ。もう行く？」


    「うん。ごちそうさま」


    　二人がせわしなく立って店を出ていく音を聞いていると、俺の背後から男の声がした。


    「あのお」


    　振り向くとそこには、くたびれたスーツを着たひどくさえない男がいた。男は名刺を出しながら、自己紹介した。


    「お待たせしました。私、南みなみ目め黒ぐろ支店の白河と言います」


    　なるほど。この人か。俺は心の中で深く頷うなずいた。確かにさっきのＯＬたちが言ってたとおり、まるで豆電球を逆さにして眼鏡めがねをかけたような容よう貌ぼうである。髪も妙に黒々としていて、偽ぎ装そうの可能性が高い。眉まゆ毛げはハの字に両端が垂たれ下がって常に何かに困っているかのような顔だ。とても部下を怒鳴りつけるような熱い男には思えない。渋しぶ澤さわ主任が立ち上がって挨あい拶さつした。


    「お忙しいとこすみません。エイプスの渋澤言います。彼女は若わか槻つき、それと水みず町まちです」


    「エイプス。へえ……内ない閣かく府ふにこんな部署があるんですね。すみません。存じ上げませんで」


    　白河支店長は名刺を眺ながめて興味深げに言った。渋澤主任は席に着くよう促うながす。


    「まだ新設の部署でして。どうぞお座ってください」


    「果たして、お役に立てるかどうか」


    　白河支店長はまだ五十代前半くらいだと思うが、目をしょぼしょぼさせながら、まるで老人のようにゆっくりと席に着いた。支店長はウェイトレスを呼んで最高級オリジナルブレンドを注文した。俺は話を切り出す。


    「実は、亡くなった矢戸さんのことについて、お話を伺うかがいたいんですが」


    　すると、支店長はいきなり本題に入った。


    「……彼が、よからぬ連中と付き合いがあったのは、なんとなく知っていました」


    　支店長は眼鏡めがねを指で押し上げてため息をついた。


    「ですから、個人的に厳しく注意してはいたんですが」


    「相手がどんな連中で、矢や戸とさんが何を頼まれていたか、ご存じですか？」


    「いいえ。正直、具体的なことは何も」


    　それから俺おれは、矢戸と牛ご頭ず組のつながりについて、いくつか質問をしてみた。白しら河かわ支店長は縁側で日向ひなたぼっこをしている老人のごときスローテンポでそれに答えた。


    　結局、一時間ほど話したが、白河支店長は矢戸の秘密について、仕事中にゲームをしていたこと以外はほとんど何も知らなかった。途方に暮れる中、渋しぶ澤さわ主任が最後の質問をした。


    「せやけど、なんで疑惑があった時点で彼をクビにせんかったんですか？」


    　白河支店長は眼鏡を押し上げてから少し微笑ほほえんで答えた。


    「私が彼を叱しかったのは、銀行のイメージを保つためではありませんから」


    「と言いますと？」


    「彼はまだ若かった。前途有望な青年でした。だから、そう言った連中と関係をもつことで、自分の可能性を無駄にしてほしくなかったんです」


    　しょぼくれたオッサンが言うと似合わないにもかかわらず、妙に説得力のあるセリフだった。


    「すると、彼は私に約束してくれました。そういった連中と付き合うのは、今後一切やめると。それから。仕事中にソーシャルゲームに没ぼつ頭とうしたりするのもね」


    　ウェイトレスが運んできたコーヒーを支店長はひと口すすってから続きを言った。


    「彼には一応ペナルティとして、しばらくＡＴＭコーナーの案内係をやってもらいました。あれは、派遣社員や新人が研修などでやるものなんですが、私としては彼に初心を思い出してもらいたくてね。実際、彼はそれで心を入れ替えてくれたみたいです」


    　渋澤主任が尋ねた。


    「で、それ以来、怪しげな連中とは関係を断ったいうことでっか？」


    「ええ。そのようです。それから銀行にもそういう連中が来ることはありませんでしたから。ですが、その直後に、あんなことになってしまって……」


    　そこで、白河支店長は言葉に詰まる。やがて俺にすがるように訊きいた。


    「教えてください。矢戸君は、その連中に殺されたってことはないんですか？」


    「いや、それはまだなんとも」


    「だとしたら許せない。彼にはまだ未来があったのに」


    　そう言ってうな垂だれた白河支店長の耳は紅潮していた。よほど部下を亡くしたことが悔くやしかったらしい。俺は核心に迫ってみた。


    「ところで矢戸さんが隠れて誰かと取引をしていた形跡はなかったですか？」


    　俺の質問の意図を捉えかねたかのように、支店長は瞬きする。


    「というと？」


    「たとえば、さっき言った怪しい連中のお金を海外の口座に送金した形跡とか……あるいは、矢や戸とさんの口座に、何者かがお金を振り込んだ跡とか」


    　俺おれが本当に知りたかったのは後者のほうだった。


    　……記録が残っていれば『髑髏どくろ』の手掛かりがつかめるかもしれない。しかし、支店長は奥歯に物が挟まったような物言いをする。


    「……うーん。そのようなことは、なかったと信じたいところですが……彼がもし万が一、個人的にこの支店で隠れてそういうことをしていたんだとしても……なにしろ彼のブースは、もうあのとおり、何もかも吹き飛んでしまいましたので」


    　すると支店長の携帯が鳴った。支店長はポケットから携帯を取り出して画面を見てから俺たちに尋ねた。


    「すみません。仕事の電話が。まだ、ご質問は？」


    「いえ、もう結構です。お忙しいところ、ありがとうございました」


    「では、失礼します」


    　白しら河かわ支店長はテーブルに置かれた伝票をもっていこうとしたが、主任がそれを止めた。支店長は深々と頭を下げ、店を出ていく。支店長がいなくなってから、レジーナが感想を述べた。


    「なんか、矢戸の上司っていうより、担任の先生って感じだったね」


    　確かに言い得てる。渋しぶ澤さわ主任が手掛かりを整理するように言った。


    「あの支店長の忠告どおり、矢戸が怪しい人間を銀行に呼ばんようになったんやとしたら、やっぱり矢戸はそいつらとよからぬ関係にあった可能性高いな。矢戸の自宅にも行ってみよか」


    　主任が立ち上がったので、レジーナとともに俺たちも店を出た。店を出てサロモン銀行の仮店舗の前を通りかかったとき、俺はふと、視線を感じたような気がして振り返った。


    「水みず町まち？　どないしてん」


    　突然立ち止まった俺を、主任が怪け訝げんな顔で見た。


    「いや……すいません。先に行っててください」


    「大丈夫？　なんか顔色悪いけど」


    　レジーナも不審がって俺を見た。俺は顔をそらす。


    「心配しないであとから電車で追うから」


    「……？」


    　レジーナと主任は顔を見合わせたが、俺を残して二人は車に向かった。


    　二人が去ってから俺は一いつ旦たん、呼吸を整えた。


    　───気のせいか？


    　だが俺はさっき確かに得えも言われぬ悪お寒かんを感じ、全身が粟あわ立だつような感覚を覚えた。俺にはその視線が『髑髏』のものだったような気がしてならなかった。


    　奴やつは近くにいて、俺を見ている。俺は、銀行の前を行きかう人々の中に、『髑髏』の姿を探そうとした。すると────！


    「お待たせしました！」


    　振り向くと、そこにはこがねがいつもの笑顔で敬礼をして立っていた。


    「すみません。ホームルームが長引いちゃって！」


    　こがねの顔を見て、俺おれは一気に脱力した。


    「なんだ……お前かよ」


    　もしかして、さっきの悪お寒かんもこいつが近寄ってきたのを感じたからかもしれん。


    　……まあ、ある意味、警戒すべき人物には違いないが。


    「なんだとはなんですの？　ちょっと！　ケチロン!?」


    　背後で俺を呼ぶこがねの声が聞こえたが、俺は無視して歩き始めた。
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    　矢や戸との住んでいたマンションは、郊外の閑かん静せいな住宅街にあった。広いロビーのカウンターに、コンシェルジュが常駐しているような高級マンションだ。


    　毛足の長いいかにも高そうなカーペットの敷かれた廊下を歩いて矢戸の部屋までたどり着くと、一課の連中が張り巡らせた「ＫＥＥＰキープ　ＯＵＴアウト」のテープがまだそのまま残っていた。


    　俺が部屋の中に入ると、レジーナが渋しぶ澤さわ主任と一緒に矢戸の書斎にこもって、デスクの上のパソコンの画面を見つめながらキーボードをものすごい勢いで叩たたいていた。彼女は、画面から目を離してもないのに俺に気づいて言った。


    「遅かったわね。せっかく着いたとこ悪いけど、もうここでの捜査はほぼ終わりよ」


    「かなり重要な手掛かりが見つかった。これを見ろ」


    　レジーナの隣にいた渋澤主任が、俺にパソコンの画面を見るように促うながした。


    　俺が二人に近づいて画面を覗のぞき込むと、そこにはよくわからない単語が並んでいる。


    　ファマス、Ｇ11、ＲＰＧ29ヴァンピール、ダネルＭＧＬ……。


    「全部、武器の名前よ」


    　俺が驚いてレジーナの顔を見ると、彼女は眉まゆ毛げを片方だけあげてみせる。


    「それも世界各国のね」


    「ほんでこっちのリストには、牛ご頭ず組のフロント企業の名前が並んどる」


    　渋澤主任が画面上の別のファイルを指さして言った。


    「牛頭組は、昔っから横流しされた武器の密輸と転売をシノギにしとった」


    「……てことは。矢戸は牛頭組の稼か業ぎようを手伝っていた？」


    　俺は渋澤主任に尋ねた。渋澤主任は深く頷うなずく。


    「可能性はあるな。それに……新しく牛頭組の組長になったんは、武器マニアで有名な、あのパッチワーク野郎や」


    「パッチワーク野郎？」


    　俺おれが尋ねると、主任が重々しい口く調ちようで説明した。


    「大おお賀が鬼おに次つぐ。別名『ツギハギの人食い鬼オーガ』。抗争でできた傷とか、刺いれ青ずみを消すための皮ひ膚ふ移植で、全身が縫ほう合ごうの痕あとだらけなんや」


    　なるほど。それでパッチワーク。主任は険けわしい顔でさらに言った。


    「東とう欧おうマフィアとのパイプが太うて、武器と能力者売買の嫌けん疑ぎが何回もかかっとる。気に入らん奴やつや裏切りもんは必ず消すっちゅう鬼おにだ」


    「……だとすると、やっぱり矢や戸とは牛ご頭ず組と手を切ったから、殺されたのかも」


    　俺おれがそう言うと、レジーナはキーボードを叩たたく手を少し休める。


    「まあ、大賀が矢戸に怒るのも無理ないわよね。なにしろ矢戸をずっとＶＩＰ待遇で接待してきたのに、急にマネロンをやめるとかいわれてもねえ」


    　待てよ。てことは『髑髏どくろ』は牛頭組にいるってことなのか？　もしかすると、その大賀って奴がそうなんじゃないのか……!?　俺は主任に提案した。


    「だったら、その大賀って奴に直接事情を聴いてみましょうよ」


    　だが主任は驚いたように俺の顔をしげしげと見る。


    「……お前、正気か？」


    「なんでですか？」


    「……さっきの話聞いてたやろ。あいつは放し飼いにされたケダモノと同じや。下手に手え出したら、必ず返り討ちに遭う」


    　それから少し言うのを躊躇ためらってから、主任は言葉を継いだ。


    「ワシがまだ刑事やった頃、相棒もアイツに消された」


    　渋しぶ澤さわ主任の表情には怒りと悲しみが混在していた。そんな主任の顔を見るのは初めてだった。


    「そもそもワシらの仕事は暴力団の取り締まりやない。どうやって矢戸がマネロンしとったんかを探るのが先や」


    　納得はできなかったが、いつになく切なそうな主任の顔を見ると言葉を返し辛づらかった。


    　すると、レジーナが矢戸のパソコンに挿さしていたＵＳＢメモリを引っこ抜いて言った。


    「さっき、このパソコンの中で怪しげなプログラムファイルを見つけました。早くラボに帰って分ぶん析せきしたいんですけど」


    「よっしゃ。ほなオフィスに戻んぞ」


    　主任はそう言って腰を上げてから、去り際に俺に念を押した。


    「……アイツに関わってまた仲間を死なせるわけにはいかん。勝手に動くなよ」


    　主任とレジーナが部屋を出ていったあとで一人残った俺は臍ほぞをかんだ。くそう。やっと『髑髏』の尻しつ尾ぽをつかみかけたのに、逃のがしてしまった気分だ。なんとかして大賀を調べる方法はないものか。


    「ようやく捕まえましたわよ」


    　振り向くとこがねが現れた。


    「ひどいですわ。これで置いてけぼりは二回目ですわよ……あれ？　皆さんは？」


    「もうオフィスに帰った。大おお賀がのマネーロンダリングの方法を調べるために」


    「マネーロンダリング……て、何ですの？」


    　小首を傾げたこがねに、俺おれは冷や汗をぬぐいながら恐る恐る尋ねた。


    「え？　何って……もしかして知らないのか？」


    「はい！」


    「はああ!?」


    　かなりの衝しよう撃げきだったが、こがねは天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を見せる。


    「よく聞く言葉だなあとは思いながら、なかなかお尋ねするチャンスがなくて」


    「マジかお前……アダム・スミスの一節は引用できるのに？」


    「私、古典的な経済学の基礎知識はあるんですが、現代的な金融犯罪についてはほとんど！」


    　こがねは明るくそう答える。まあ、一いち万ま田た家はそれだけ健全な金持ちだってことか。俺は仕方なく、ざっと教えてやることにした。


    「マネーロンダリングっていうのは要するに、犯罪とか、脱税とか、とにかく悪いことをして稼かせいだ汚い金を、キレイにすることだ」


    「……汚いお金を、綺き麗れいにする？」


    「そう。たとえば盗んだ金をそのまま使って出どころを知られたら困るだろ？　だから使える金に換えるんだ。よくあるのはタックスヘイブン……つまり、税金がかからない国で、ペーパーカンパニー……つまり、名前だけの会社を作って、取引をでっちあげたり」


    　こがねが眉まゆ毛げを八の字にした。まったく。本当に悪事に疎うとい奴やつだ。


    「わかりやすいとこでいうと、汚れた金で何か足がつかないようなものを買って、それを売ったり。あとは『マネーミュール』っていう金の中継をするアルバイトをネット上で募集して、海外に金を送金させたり。とにかくマネロンの手口は年々、多様化してるし、巧こう妙みよう化してる」


    「とにかく……そうやって、犯罪組織やテロリストたちの汚れたお金が、世の中に流れていくんですのね」


    　こがねの表情は悲ひ憤ふん慷こう慨がいしていた。


    「そのとおり。牛ご頭ず組が武器を売買して稼いだ金もしかりだ」


    「世界経済を巡る綺麗な血が汚されていく……そんなのはもう見たくないですわ」


    　そう言ってこがねは嘆なげいた。俺はそれを聞いて、ふと気づく。


    「……ん？　待てよ？」


    「どうされたんですの？」


    「そうか……お前って、自分の使った金の行方ゆくえがわかるんだよな？」


    「ええ。そうですわ」


    　俺おれは闇やみの中に一筋の光が見えた気がした。


    「……だったらお前がすればいいんだ。マネーロンダリングを」


    　俺の呟つぶやきを聞いて、こがねは憤ふん慨がいする。


    「待ってください。一いち万ま田た家のお金はそんな汚い手段で稼かせいだものではありませんわ！」


    「もちろんわかってる」


    　エンジンをふかすように俺の鼓動が早まる。


    　ついに『髑髏どくろ』をこの手で捕まえられるかもしれない。見てろ。


    「世の中の汚い金の流れを断ちたいんだろ？　……だったら協力してくれよ。相棒」


    　にやりと笑う俺の顔を、こがねはキョトンとした表情で見つめていた。


    「……？」
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    「───さて。ＨＮＫが今月上旬に実施した世論調査で、天あま見み内ない閣かくの支持率が前回の調査よりも九ポイント低下したことが明らかになりました。午後に行おこなわれた衆院予算委員会では、総理が創設した機関『エイプス』の存在意義や、一五〇〇兆円を超える国家債さい務むに対する批判が集まり……」


    　俺はカーラジオを切ると、車をだだっ広い駐車場に停とめ、深呼吸してから車を降りた。


    　やってきたのは、大おお賀が鬼おに次つぐが経営しているクラブだった。入ってみると体育館みたいな広い空間に鼓こ膜まくが破れそうなボリュームで音楽が流れている。


    　店の真ん中には鉄柱が数本立っていて、ポールダンサーたちがそれに艶なまめかしく絡みついていた。その下では酒をあおってバカ騒ぎしている客が百人ぐらいいる。


    　俺は激しく点滅するブラックライトの中で、スーツの内ポケットから自分の名刺を取り出した。そこには『サロモン銀行南みなみ目め黒ぐろ支店為替かわせ担当』と書かれてあった。つまり、俺はここに死んだ矢や戸との後あと釜がまとしてやってきた銀行員というわけだ。白しら河かわ支店長にもらった名刺をモデルに作ったんだが、我ながらわりかしうまくできている。バーカウンターの上にあった小さなミラーボールに映った自分を見て、髪型やネクタイの位置を修正したりしていると、突とつ如じよ、大きな影に覆おおわれた。何が起こったのかと思って振り向くと、そこにはまるで岩山に無理やりシャツを着せたような大男がそびえたっていた。俺が面食らっていると、男は低い声で俺に尋ねた。


    「……サロモン銀行から来た『洗せん濯たく屋』だな？」


    「あ、ああ、そうです。はい」


    　俺は、やがてふとその巨漢に見覚えがあることに気づいた。俺は目を細め、脳内で大男のシャツを浴衣ゆかたに替えて頭にまげを乗せてみた。するとものすごくしっくりくる。間違いない。こいつは元関せき脇わけの霞かすみ之の海うみだ。四し股こ名なのとおり、確かカスピ海沿岸の国出身の外国人力士で、異例の速さで幕まく内うちになったにもかかわらず、裏社会とのつながりが明るみになって角かく界かいから追い出された。その後、母国に帰ったって聞いてたが、まさかこんなとこで用心棒をしているとは。


    「……ついてこい」


    　霞之海は、それだけ言うと俺おれに背を向けて歩き始めた。動く岩山のような霞之海の背中を見ながらついていくうち、ふと、俺の中で、病院で出会った、マキちゃんとかいうあの巨きよ乳にゆうのナースのセリフがリフレインした。───外国人で、お相撲すもうさんみたいな方でした。


    　もしかして、こいつが銀行を爆破したオッサンを、病院からさらっていった犯人ではないのか？　でも万が一そうだったとして、そんなことしてなんのメリットがあるのか。自問自答しているうちに、ＶＩＰルームに上がるエレベーターの前に着いた。狭いエレベーターは、霞之海と俺だけで満室になった。酸欠で俺が窒ちつ息そくする寸前に、エレベーターが屋上に着いた。


    　屋上にはプールがあった。プールサイドのデッキチェアには、水着姿の女が目と口をぼんやりと開けたまま夜空を眺ながめていた。女の白い腕は注射痕こんで紫色に腫はれていた。俺がそれを見て顔をしかめていると、霞乃海が急に立ち止まり、危あやうく背中にぶつかりそうになった。


    　霞乃海が無言でＶＩＰルームのドアを開けた途端、中からこれまで以上にやかましい音楽と、香水と酒と薬物の蒸気が混ざり合ったむせ返るような甘い匂においが漏もれてきた。


    「ひゃっは。来た来た。来たよ」


    　部屋に入ると、美女と屈くつ強きような男たちに囲まれて正面のソファにふんぞり返っていた男が、俺を見るなり猿のような笑い声をあげて出迎えた。


    「ようこそ。新しい洗せん濯たく屋さん」


    「遅くなって、すみません」


    　俺が名刺を差し出すと、男はそれを奪うように受け取ってから言った。


    「俺は名刺持ってないけど、顔を見れば充分だよな」


    　こいつが大おお賀が鬼おに次つぐか。確かに一目でわかるし、決して忘れられない顔だ。


    　噂うわさどおり、大賀の顔はツギハギだらけだった。額ひたいから両目のまぶたを通って頬ほおにかけて縦方向に大きな縫ほう合ごう跡あとがあり、さらに口の端から頬にかけて、ちょうど口角を上げた笑顔に見えるような傷痕がある。まるでピエロのメイクだ。


    　名刺を受け取った手にも縦じゆう横おう無む尽じんに縫合跡が走っていて、袖そで口ぐちから覗のぞく刺いれ青ずみが傷の境目で唐とう突とつに終わっているので本当にパッチワークのように見える。スリーピースのスーツに身を包んだ体は小柄だったが、目だけは大きくて爛らん々らんとしていた。


    「取りあえず、一服する？」


    　大賀は部屋の奥にあるテーブルを顎あごで示した。テーブルの上には刀身が大きく湾曲した妙な形のナイフの刺ささった袋があり、そこから白い粉末が散乱していた。俺は咳せき払いして答えた。


    「いえ。結構です」


    「固いなあ。もっと楽しんでってよ。前の矢や戸と君みたいにさあ」


    　大おお賀がは袋に刺さったその妙な形のナイフを引き抜き、刃やいばについた粉を舐なめとってから言った。


    「ここでのルールナンバー１。いつもとは違う人間になること。見ろよ」


    　それから、店内を一望できるバルコニーに俺おれを連れてきて、バカ騒ぎをしている客を見せながら言った。


    「あそこにいるのは二世議員、あいつは大企業の御おん曹ぞう司し。特権階級の連中がお忍びで楽しんでる。現代の貴族の仮面舞踏会マスカレードだ。たまに仮面をした鼠ねずみが紛まぎれ込むこともあるけど」


    「鼠？」


    「そう。時々いるんだよ。客のふりをして何かを探りに来る奴やつら。見つけたらそいつの仮面を顔の皮ごと剥はいでやらないとね」


    「!!」


    　俺は生なま唾つばを飲み込んだ。すると、握ったナイフを見つめながら大賀は俺に近づく。


    「ところでさあ、いっこ質問なんだけど」


    「な、なんでしょうか？」


    「このアルバイトのこと、矢戸君からいつ聞いたの？」


    「それは」


    　俺は一瞬言葉に詰まったが、咳払いをしてから落ち着いて答えた。


    「彼が亡くなる直前に、もし何かあったら、この仕事を引き継ついでくれと言われてましたので」


    「ふうん。でもおかしいなあ。彼はよく『銀行にばれるとヤバいから、絶対に秘密にしててくれ』って言ってたんだけど」


    「!!」


    「君はよほど信用されてたんだねえ。俺も君を信用しちゃっていいのかな？」


    　大賀は俺の鼻先数センチの距離まで顔を近づけた。鈍にぶく光るナイフの先は鉤かぎ爪づめのように湾曲していて、喉のどを掻かき切るにはちょうどいい形をしていた。


    「あれ？　もしかして暑い？」


    「い、いや別に」


    「そう？　なんか汗かいてるけど」


    　俺が完全に固まっていると、大賀の背後に女性が現れて言った。


    「確かに、すこし暑いですわね」


    「!?」


    　ドレスに身を包んで現れたその女性は、こがねだった。登場がおせえよ！　危あやうく面つらの皮を剥がされかけたじゃねーか！　俺はそう罵ののしってやりたかったが、驚きのほうが勝って言葉が出なかった。ドレスを着てちゃんとメイクをしたこがねは、見違えるほど大人っぽかった。馬ま子ごにも衣装とは言うが色っぽすぎる。少なくとも女子高生には見えない。


    　こがねが登場すると大おお賀がも俺おれには興味を失なくしたようで、彼女に素早く近づいた。


    「暑いならドレス脱がすの手伝おうか？」


    「それより、ビジネスのお話を」


    「おっと。そうだった」


    　大賀は、こがねの手を取って彼女の顔を見つめたまま、俺を紹介した。


    「ここにいる男は君のお金の洗せん濯たくを担当してくれる洗濯屋さんだ。こちら、大金持ちのお嬢さん。名前は俺も知らないが別に必要ない。金さえ持ってれば」


    　大賀に紹介され、こがねは俺に握手を求める。


    「初めまして。お会いできて光栄ですわ」


    「どうも」


    　俺は、できるだけよそよそしい態度でこがねと握手した。にもかかわらずこがねはウキウキした様子で俺にウインクした。余計なことすんなってば。俺は怒りの表情で彼女にそう伝えたが、大賀が近づいてきたので俺は慌あわてて笑顔に戻った。


    「うちの組の売り上げを洗せん濯たくしてもらうだけじゃ、もったいないんでね。腕のいい洗濯屋を紹介してマージンをもらうことにしたんだ」


    　それから大賀は手を打って言う。
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    「さて、じゃあ、俺おれの部屋で仕事の話でもしますかね」


    　大おお賀がは先頭に立って俺たちをＶＩＰルームのさらに奥の部屋に案内した。


    　俺はこがねと並んで廊下を歩きながら小声で言った。


    「……計画どおりにやれ。しくじんなよ」


    「あら。そちらこそですわ」


    　ぬう。いつもよりちょっと大人っぽいからって生意気な。俺は先輩なんだぞ。


    　だが、今、こいつは俺の客という設定だ。失礼がないようにふるまわなきゃ大賀にバレちまう。なので、余計に腹が立つ。


    　やがて大賀は、廊下の突き当たりにある部屋のドアを開けた。


    「さあ、入って」


    　部屋の中に入って俺たちは度肝を抜かれた。


    「これは……!?」


    　そこはまるで博物館みたいな部屋だった。ただし、展示されてあるものは、ガラスケースの中でライトアップされた拳けん銃じゆうや、壁に並んだマシンガンなど、武器ばかりだった。


    「どうよ。俺の自慢のコレクションだ。世界中から集めた」


    　大賀は、得意げにその物騒なコレクションを見せつける。


    「あれは、ヘッケラー＆コックのＧ11、こいつはヴァンピール、それからアームスコー社のＭＧＬ……」


    　大賀が紹介した武器のラインアップは、矢や戸との家のパソコンの中にあったリストの武器の名前と一致するものばかりだ。俺の心拍数が上がった。


    　……やはり、こいつが『髑髏どくろ』なのか？


    「それから、とっておきはこれだ」


    　やがて、大賀は壁にかかった三〇センチほどのロケット状のものを見せて言った。


    「こいつはアメリカで開発されていた超小型ミサイルでね。その名も『ナイン・インチ・ネイル』。小型で軽量だが、威力は抜群」


    　そう言って大賀は笑い、思い出したように付け加えた。


    「確かアイツの故郷もこいつに焼かれたんだ。なあバルセグ」


    　バルセグっていうのは、霞かすみ之の海うみの本名らしい。大賀は楽しそうに説明した。


    「東欧にはいい武器商人がいてな。いつも紛争地域の村でゲリラの攻撃に紛まぎれて『製品テスト』をさせてくれるんだ。あいつの故郷の村もこれの『製品テスト』で焼かれちまった。で、マフィアを通じて日本に来て相撲すもうで稼かせいでたが、マスコミにマフィアとの関係がバレて引退することになった。だから俺が用心棒として拾ってやった」


    　俺はこがねをちらりと見た。平静を装よそおっていたが、こがねは唇くちびるをかんで握りしめた拳こぶしは怒りと悲しみで震えていた。それから、大賀は笑いながら霞之海を見て言った。


    「あいつも因いん果がな野郎だ。紛争で村を追われたくせに、ここでまた武器売買の手伝いをすることになるとはな」


    　やがて大おお賀がの笑い声を断ち切るように、こがねが呟つぶやいた。


    「もう結構です。そろそろ取引を始めましょう」


    「そうだな。バルセグ。あれ持ってきて」


    　大賀が指示すると霞かすみ之の海うみがジュラルミンケースを持ってきた。霞之海はテーブルの上にどさっとジュラルミンケースを置いた。


    「もういいよ、バル。俺おれに日照権の侵害で訴えられる前にさっさとどけ」


    　霞乃海を部屋の奥へと追いやってから、大賀は俺に言った。


    「さて、中身を確かめてくれ」


    　大賀に促うながされ、俺がテーブルに置かれたジュラルミンケースを開けると、中には札束がぎっしりと詰まっていた。


    「すげえだろ。全部このお嬢さんが持ってきた金だ。税金対策をしたいんだと。海外の口座に逃がしてやってくれないか？　報ほう酬しゆうは五パーセントだ」


    「わかりました。お預かりしましょう」


    「待て」


    　俺がケースを持ち上げようとすると、大賀に止められた。


    「そう焦あせるなって。俺の取り分がまだだ。洗せん濯たく屋の紹介料を頂かないとな」


    　大賀は、ケースの中から札束を取り出して、霞之海に投げた。


    「そいつを金庫に入れておけ」


    　よし。作戦どおりだ。こがねの持ってきた金が大賀の金庫に入った時点で、彼女の脳のう裏りに牛ご頭ず組の金の流れが浮かぶはずだ。きっとドッロドロに汚れた金に違いない。そうすれば取りあえず大賀をぶち込む材料になる。あとは取調室で大賀を絞ればいい。


    　霞之海が札束を金庫に入れドアを閉めると、大賀が手を打った。


    「さてと、ビジネスは終わりだ。あとは楽しんでってくれ」


    　とんでもない。こんな場所に長居は無用だ。俺はジュラルミンケースを持って立ち上がった。


    「洗濯は早いほうがいいかと思いますので、では。これで」


    「ちょっと待ってください」


    　しかし、こがねはソファに座ったまま立ち上がらなかった。


    　それからカバンからスケッチブックを取り出して開き、何かを描かきながら言った。


    「申し訳ないですが。この話、やはりキャンセルさせていただきますわ」


    「え？」


    　俺は最初、彼女が何を言ってるのかわからなかった。


    「キャ、キャンセルって、どういうことです？」


    「洗せん濯たくをやめます」


    「はあ？」


    「マネーロンダリングをやめるんです。だからそのお金、返していただけます？」


    　この女、急に何言い出してんだ!?　俺おれが焦あせっていると、こがねは大おお賀がを見て言った。


    「もちろん、あなたに渡した紹介料も」


    　大賀は苦笑して両手を広げる。


    「おいおい。どうしたんだお嬢さん。さては不安になってきたか？　心配すんなって。お嬢さんの金は、この兄ちゃんが必ず綺き麗れいにしてくれるからさ」


    「必要ありません。私のお金はもともと清せい廉れん潔けつ白ぱく。このうえなく綺麗なお金です。なのに、これから汚れてしまうんです。あなたのせいで！」


    　こがねに指をさされた大賀は、顔をしかめた。


    「ああ？」


    「今、金庫に入れられただけで、あなたがこのお金をどう使うか充分にわかりました」


    　こがねはスケッチブックを開いて、さっき描いていた絵を見せた。


    「これがあなたのお金の使い道です」


    「!?」


    　俺と大賀は同時にその絵を覗のぞき込み、そして同時に首をかしげた。


    「これは……」


    「なんの絵だ？　姉ちゃん」


    「わかりませんか？　泣いている人々の絵です」


    「いや、わかんねーよ」


    　俺も大賀と同意見だった。例によって、下へ手たクソすぎて何を描いたのか全くわからない。しかしこがねはその前衛的すぎる芸術作品について解説する。


    「この人たちは能力者です。あなたは物理攻撃系の能力をもつ人たちを買ったり誘ゆう拐かいしたりしては、狭い部屋に閉じ込めて武器商人に転売している……人間ではなく、『武器』としてね」


    「……？」


    「私にはすべてお見通しですわよ」


    　すると、こがねを見る大賀の目つきが変わった。


    「お前……もしかして能力者タツチドじゃねーだろうな？」


    　大賀の中で何かのスイッチが入った音が、俺には聞こえた気がした。この豹ひよう変へんぶりからして、こがねのマイダスタッチによる予測は当たったようだ。


    「だったらなんだというんです？」


    「俺にとって能力者タツチドは家畜と同じだ」


    　大賀は例の湾曲したナイフを持ったままこがねに迫る。


    「家畜の分際でこの俺おれにデカい口を利くなんていい度胸だな？」


    「あなたこそ勇気がありますわ。私に何かあれば、黙ってませんわよ。その人が」


    　そう言ってこがねは俺に目をやった。


    「え？」


    「なにしろ、私とは一心同体ですから。ね？　けっちろん」


    　大おお賀がはまさしく鬼おにのような形ぎよう相そうでギロリと俺をにらみつけた。


    「お前も、この女の仲間なのか？」


    「……!?」


    　大賀は俺の前に来ると、ズボンの前の部分をベルトごとナイフで切った。途端にズボンが落ちて、俺のお気に入りのパンツがあらわになった。


    「どうなんだ？　おい」


    「い、いえ、ぼ、僕はただの銀行員……」


    「私とケチロンは、エイプスの捜査官です！」


    　バカバカバカ！　こいつ、本当バカ！　俺は声に出さず散々罵ののしった。


    　しかし、こがねは凜りんとした声で、大賀に言い放つ。


    「あなたを、銃じゆう刀とう法ほう違反、麻薬取締法違反および能力者売買の疑いで逮たい捕ほします！」


    　すると、大賀はふたたび笑い出した。


    「やっぱ鼠ねずみだったかあ。なーんか最初から変な感じはしてたんだよな。バル。お前、そいつ押さえてろ」


    「うおっ！　ちょっ！」


    　霞かすみ之の海うみが俺の背後に来て、俺を羽は交がい絞じめにした。その間に、大賀は舌なめずりしながらこがねに近づくと、ドレスにナイフを這はわせた。


    「お前は解体してもいい値段が付きそうだ。どのパーツから頂こうか」


    　この期ごに及んで、こがねが俺のほうに顔を向けて嘆たん願がんする。


    「ちょっと、そこのあなた、助けてくださらない？」


    「いや無理だろ。どう見ても！」


    　霞之海に取り押さえられている俺はそう叫び返したが、こがねは意味不明なことを口にした。


    「ケチロンには言ってません！　その部屋の中の人です！」


    「……!?」


    　俺はこがねの目線を追ったものの、そこには拳けん銃じゆうを飾った棚があるだけだ。


    　だが、なぜか大賀は焦あせった様子で霞之海に指示した。


    「バル！　さっさとそいつを始末しろ」


    「どすこいっ！」


    　霞之海の巨大な手が、俺の首をつかんで力を込めた。


    「うお！　やめ……」


    「ケチロン！　そこです！　壁にある消火栓のランプが、扉とびらのスイッチです」


    「……!?」


    　俺おれは手をバタバタと動かして、こがねに言われたとおり、棚の横の壁にあった赤い半球状のランプを叩たたいた。すると大きな音を立てて棚が移動し、隠し扉が開く。


    「……!?」


    　俺たちが隠し扉の奥にあった暗い小部屋に目を凝こらすと、中から現れたのはなんと、銀行を爆破して、病院からさらわれたあのオッサン……佐さ藤とう忠ただ生おだった。


    「うううう……」


    　佐藤がヨロヨロと奥から現れると、大おお賀がが叫んだ。


    「檻おりから出すな！　そいつは売りもんだぞ！」


    　自由を取り戻したオッサンは、血走った目で大賀をにらみつけると、部屋の真ん中に置かれた札束を見て呟いた。


    「……ぶっ飛ばしてやるう！」


    「くそっ！　おい！　バル！　なんとかしろ!!」


    　それを聞いて霞かすみ之の海うみは、俺を放してオッサンに突進しようとした。


    「どすこおおおおい！」


    「ぐおっ!!」


    　俺が足を引っかけたので、霞之海はよろめいて大賀にぶつかった。突き飛ばされた大賀は床ゆかに倒れて声を荒らげる。


    「てめえ！　どこ見てやがる！　そっちだ！」


    「!!」


    　霞之海は再び、オッサンに向かってつかみかかった。


    「うおお！　放せえええええ！」


    　オッサンは、能力を使う寸前に霞之海に両腕をつかまれて暴れまくる。


    　───今だ！


    　俺はオッサンともみ合っている霞之海の背中に触って能力を発動する。途端に霞之海は巨大な石像のように動かなくなり、俺は少し助走をつけてそのでかい背中に体当たりする。


    「うおおっ!!」


    　すると石像が倒れるように、霞之海はオッサンと床の上にいた大賀の上にのしかかった。


    「……行くぞ！」


    「ええ！」


    　その隙すきに、俺はこがねの腕を引っ張って部屋を出る。背後で、巨体の下敷きになった大賀とオッサンが叫ぶ声が聞こえた。


    「重いいい!!　このデカブツ!!」


    「ぐおおおお！　どけえ！　焼き尽くしてやるうう!!」


    　霞かすみ之の海うみの下敷きになって、大おお賀がも佐さ藤とうもしばらく身動きが取れないはずだ。俺おれたちは廊下を全力で走った。今回は捜査ではないのでエイプスからの経費はない。残高は渋しぶ澤さわ主任にカンパしてもらった五万円のみだ。つまり一〇秒で残高がゼロになる。霞之海が動き出せば、自由になったオッサンがさっきの札束を起爆させるだろう。さっきの札束の量からして、爆発の威力は凄すさまじいだろう。巻き込まれたら大賀も佐藤も絶対に助かるまい。残り、３、２、１！


    　口座残高がゼロになったとたん、背後でとてつもない轟ごう音おんが聞こえた。途端に廊下の奥から炎と煙が追ってきた。


    「きゃあっ！」


    　隣で走っていたこがねのヒールが折れてしまう。俺はとっさに、こがねを担かつぎあげた。


    「ちょっと！　下ろしてください！」


    「黙れ！　舌したかむぞ!!」


    　ドレス姿のこがねを担ぎながら、上半身スーツに下半身パンツという姿で俺は全力疾しつ走そうした。意識が追いつかないからか目に見えるものすべてがスローモーションに見えた。むくむくと生き物のように膨ふくらみながら追ってくる爆炎を背に俺は死にもの狂いで走り、ＶＩＰルームを抜け、火炎に追いつかれる直前にプールに飛び込んだ。水中に潜もぐったので、音は聞こえにくくなったが、水面の上を爆風が吹き抜け、無数のガラス片と焦こげた紙し幣へいが舞っているのが、プールの底からでも見えた。


    「ぶはっ！」


    　やがてプールの水面に顔を出して二人で咳せき込んでいると、到着したエレベーターの扉とびらが開いて、銃じゆうを持った人間がわらわらと近づいてくるのが見えた。そいつらはライトのついた銃口を俺たちに向けて叫んだ。


    「手を頭の後ろに！」


    　俺たちが言われたとおりにすると、男の一人が、俺たちに近づいてきて手を差し伸べた。


    　その手につかまって俺たちはプールから引き揚げられた。プールサイドで四つん這ばいになって咳き込んでいると、男が近づいて声をかけた。


    「これで貸しはチャラだな」


    　顔を上げると、そこにいたのは日ひ野のだった。日野は満面の笑みで俺とこがねに言う。


    「おかげで牛ご頭ず組の奴らを一網打尽にできる。約束通り、出番をありがとよ」


    　それから日野は俺の背中を叩たたいて呵か々か大たい笑しようした。


    「しっかし、女子高生と二人で大賀んとこに踏み込むとは。前々からそうだとは思っていたが、とんでもねえ大馬鹿野郎だ」


    　日野は嬉うれしそうに俺にそう言うと、機動隊を引き連れて奥に去っていった。日野たちが去った後に、俺おれたちの背後でドスの利いた関西弁が響いた。


    「ほんまにその通りや。救いようのないドアホやで」


    　振り向くと、渋しぶ澤さわ主任が仁王立ちで俺たちをにらみつけている。俺とこがねは、二人で同時にずぶ濡ぬれの頭を下げた。


    「……すみません」


    　渋澤主任は険けわしい表情で近づいてきた。俺はてっきり殴られるかと思ったが、主任は下げた俺たちの頭にタオルをかぶせた。驚いて顔を上げた俺たちを主任は真剣な表情で戒める。


    「無事やったからええ。けど、もし殺されてみい……お前ら殺すからな」


    　その声には怒りとともに安あん堵どの響きがあった。俺たちはタオルをかぶせられた頭を、もう一度下げた。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　翌朝、俺は、主任と並んで再び国立能力者医療センターの廊下のベンチに腰かけていた。


    　爆発に巻き込まれ全身にやけどを負った大おお賀がは、まだ無登録の能力者である可能性も捨てきれないことから、ここに収容させることになった。


    　大賀はまるでミイラ男のように全身を包帯でぐるぐる巻きにされ、ベッドから立つことはまだできなかった。だが意識ははっきりしているので、病室で取り調べをすることになった。先にあの屋上での騒動の調書を取り終えた日ひ野のが病室から出てきて、俺たちに告げる。


    「こっちの取り調べは終わった。あの場にいた連中を皆ブチ込んだおかげでウチの留置所は満室だ。あのツギハギ野郎はお前らに任せる」


    　交代で病室に入っていく渋澤主任に続こうとすると、日野が俺の胸に手を当てて止めた。


    「おっと。お前はここで待ってたほうがいい」


    「なぜ？」


    「能力者タツチドだからさ」


    「はあ？」


    「誤解すんな。別に悪意があって言ってるんじゃねえ。あのパッチワーク野郎が、能力者が部屋に入ってきたら何も供きよう述じゆつしねえって言いやがるんだ」


    　そう言われると、俺はベンチにもう一度座るしかなかった。日野が去ったあとで、俺は病室の中から聞こえる声に聞き耳を立てることにした。渋澤主任が部屋に入ると大賀の嬉うれしそうな声が聞こえた。


    「よお。久しぶりだなあんた。会えて嬉しいよ」


    「ワシはそうでもないけどな」


    「つれないねえ。俺をこんな動物病院に入れたのは、あんたの嫌がらせか？」


    　主任は黙り込んでいたが、大おお賀がはかまわず先を続ける。


    「そういや、大阪のあんたの元上司から聞いたぜ。取り調べ中に俺おれをボコったせいで飛ばされたんだってな？　……あんたの相棒だった刑事を俺が殺したって容疑は証しよう拠こ不十分で不ふ起き訴そになった。あんたに殴られた時の傷、せっかく顔に残してたのに。やけどでまた皮ひ膚ふを張り替えなきゃいけない。残念だよ」


    「さっさと供きよう述じゆつせんと、新しい皮膚も傷つけることになるぞ？」


    　渋しぶ澤さわ主任の声には抑えた怒りがこもっていた。大賀はそれを察して話し始めた。


    「今さらあんたに言うまでもないが、俺は能力者タツチドを憎んでる」


    　そう言ってから大賀は入り口を見つめた。


    　偶然だが廊下から覗のぞき込んでいた俺と目が合った。大賀の目には憎ぞう悪おの光があった。


    「アライアンスの奴やつらが、むかし俺達のシマを荒らしやがった。奴らを排除するか利用するかで組は分裂し、先代はその対立に巻き込まれて死んじまった。能力者あいつらが殺したようなもんだ」


    　とんだ言いがかりだ。だが俺は、こがねが学校の時間でここに来られなかったことを改めてよかったと感じた。彼女なら絶対につかつかと病室に入って反論していたことだろう。そんなことをすれば大賀は永遠に黙秘するかもしれない。


    「根ね津づの野郎を破は門もんにしたのも、やつがマイダスタッチに目覚めたからだ。気き色しよくの悪い能力者なんて組に置いとけるか」


    　大賀の話を聞きながら、俺は思った。だとすると『髑髏どくろ』は牛ご頭ず組の人間ではなさそうだ。


    　渋澤主任はさらに質問した。


    「根津は能力に目覚めてからアライアンスに入っていたそうやけど、何か知らんか？」


    「知るわけねえだろ。ただ金を稼かせぐ家畜として飼ってただけだ」


    　笑う大賀に、渋澤主任は淡々と取り調べを続けた。


    「質問を変えよか。お前の手下だった元力士がこの病院におった能力者をさらって監禁してんは間違いないな？」


    「本人たちに[image: ]きけばどうだ？　昨夜、二人とも爆発で吹き飛んじまったから無理か」


    　猿のように笑う大賀に、主任は詰きつ問もんする。


    「お前は、武器や能力者を売買して稼かせいだ金を、サロモン銀行の矢や戸とにマネロンさせとった。そのぶん贅ぜい沢たくさせていたのに、お前らとの関係を断った矢戸にむかついて、お前は矢戸を殺した。ちゃうか？」


    「ふざけんな。どうやって俺にアイツが殺せたってんだ？　矢戸は鍵かぎのかかった密室で死んでたんだぞ。能力者の仕し業わざに決まってんだろ」


    「お前がその能力者かもしれんやろが」


    「マネロンをさせたのは認めてもいいが、殺しはやってねえ」


    「はっきりするまではここから出せん」


    「じゃあ、逆に聞かせろ。百歩譲ゆずってあんたの言うとおりだとしても、俺おれが矢や戸とを殺して一体何のメリットがある？　俺が一銭の得にもならないような殺しをする男に見えるか？」


    　それに関しては、さすがの主任も返す言葉もなかった。


    　確かに大おお賀がの言うとおりだった。矢戸を守るならまだしも、ヤクザとしてのメンツ以外のところでは、矢戸を殺して大賀の得になるようなことは何もない。大賀は続けて言った。


    「そもそも、マネロンの話をウチに持ちかけてきたのは、矢戸のほうからだ」


    「……何？」


    「アライアンスの出資で、海外に金を逃がせるいいシステムができたってな。あいつらに隠れてこっそり小遣い稼ぎをしようとしてたんだ。だが、どうやら奴やつらにそれがバレちまった」


    　大賀は舌打ちをしてから続きを話した。


    「矢戸が殺されるかもしれないってことは根ね津づから聞いて知ってた。『髑髏どくろ』とか言う奴にな。だから警戒心の強い根津に見張らせていたんだ。けど殺された。根津もそいつに消されたんだろう」


    「そいつはいったい誰なんや？」


    「さあな。だが、俺の経験から言っといてやる。敵は案外、そばにいるもんだ。その『髑髏』ってやつも、もうすでにお前らが会ったことがあるヤツかもな」


    　大賀はまた例の笑い声を上げた。渋しぶ澤さわ主任は深く嘆息すると、椅い子すから立ち上がって言った。


    「取り調べは以上や。邪魔したな」


    「待てよ。もし、犯人を捕まえたら、俺にも紹介してくれよ」


    「してどないすんねん？」


    「商売の邪魔をされた落とし前を付けてやるのさ。クソ能力者タツチドめ」


    　大賀は吐き捨てるようにそう言った。


    



    　病室から出てきた主任と並んで廊下を歩きながら、俺は意味深な大賀の言葉を思い返した。


    　───すでに会ったことがある奴？


    　大賀が『髑髏』の正体を知っているとは思えないが、気になる台詞せりふだ。俺と主任が黙って廊下を歩いていると、聞き覚えのある声が響いた。


    「はて。君たちの仕事は暴力団の取り締まりだったかな？」


    　顔を上げると、そこには杖を突いた背の高い老人がいた。三み重え野の議員だ。


    「三重野議員……？　なんでこんなとこに？」


    　主任が驚いて尋ねると、議員はまるで道端に落ちたゴミでも見るように俺たちに目をやる。


    「決まってるだろう。第三者機関の委員として君たちが税金の無駄遣いをしていないか、チェックしに来たのだよ。結果は予想通りだったようだな」


    　議員はまるで裁判官が木槌ガベルを叩たたくように、持っていた杖つえで床ゆかを突いて音を立てた。


    「今朝のニュースは見たかね？　総理の支持率はまた低下してる。政府の借金問題が解決しない限り、政権交代も時間の問題だな。つまり、君たちがお払い箱になるのももうすぐだ」


    「いいえ！　……そうはさせません」


    　その場にいた全員が振り向くと、こがねが胸を張って立っていた。三み重え野の議員が眉まゆを顰ひそめた。


    「何だね？　君は」


    「エイプスの職員です。政府の借金問題なら、私が何とかしてみせますわ」


    「ふん。一体どうやって？」


    　議員は見下したような視線を投げかけたが、こがねはそれをはね返すような笑顔で宣言した。


    「その借金、私が肩代わりしますから！」


    「はあ!?」


    　そこにいた一同が同時に声を上げた。


    　こいつまた何言ってんだもう。俺おれはなんだか恥ずかしくなって、小声でこがねに言った。


    「……友達の借金を立て替えてやるんじゃねーんだから、そんなことできるわけないだろ」


    　だがこがねは憤ふん慨がいしたように答えた。


    「あら。なめてもらっては困りますわ。これでも一いち万ま田た家の家か督とくを継つぐ者ですわよ。いくらであろうとそれで現政権とこのエイプスがなくなるのを阻そ止しできるなら安いものですわ」


    「残念だが、さすがのお前でも無理だ」


    　主任も呆あきれて頭を振ったが、こがねは余裕の笑顔を浮かべて言った。


    「いかほどご入りようなの？　遠慮なく言ってくださいません？」


    　三重野議員が冷笑を浮かべて言った。


    「フン。じゃ、遠慮なく言って差し上げよう。ざっと一五〇〇兆円だ」


    　こがねは目を白黒させた。


    「せ、せん……!?　そ、それはさすがに無理ですわ」


    　こがねは珍しくショックを受けたようで、その場に崩れ落ちるように膝ひざをついた。


    　そのこがねを見下ろすように、三重野議員は言った。


    「当然だ。日本人の個人資産のほぼ総額なんだからな。これまでは国内だけで借りているからという理由でなんとか借金を重ねてこられたが、身内の財さい布ふにも限界がある。それを超えれば破は綻たんだ。そうなる前に食い止めなきゃならん……今の政権ではそれは無理だ。失礼するよ」


    　へこみすぎていつの間にか四つん這ばいになっていたこがねの横を通り、三重野議員は杖つえの音を響かせて去っていった。


    「まさか、この私に……お金のことで解決できないことがあるなんて……初めての屈くつ辱じよくですわ」


    　こいつが挫ざ折せつしているところを初めて見た気がする。すごいレベルでの挫折だが。


    「……というか政府さん、いくらなんでも借金しすぎですわよ」


    　こがねが顔をあげてそう呟つぶやくと、主任もため息をついた。


    「確かに。逆転ホームランでも打たなきゃ、総理と一緒に俺おれたちは失業だな」


    「そんな。私、まだ入ったばかりですのに……」


    　こがねが悔くやしがっていると、俺のスマホが鳴った。レジーナからだった。俺が電話に出た途端、彼女は叫んだ。


    『ヤバいヤバい！　矢や戸とのパソコンから、とんでもないものが見つかったわ!!』


    「え!?」


    　こがねが立ち上がって、スマホに耳を当てている俺に駆かけ寄ってきた。


    「ホームラン、ですの？」


    　果たしてそうなのか。俺にはまだわからなかった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　エイプスのオフィスに戻ると、俺たちはレジーナのブースに集まった。いや、彼女の場合、ラボと言ったほうが近いかもしれない。


    　デスクの上には一二面の大きなディスプレイが並んでいる。まるで巨大ロボットのコクピットだ。そしてわきに置かれたヘッドホンからはパンクロックが大音量で音漏もれしている。信じられないが、爆音の中にいるほうが作業に集中できるんだそうだ。


    



    　キーボードの横には炭の塊かたまりみたいな黒こげのものが転がっていた。こがねが、その真っ黒な塊をいろいろな角度から眺ながめては、指先でつんつんとつついていた。


    「ちょっと。あんまり触んないでよ」


    　レジーナが注意したが、こがねは感心したように言った。


    「こんなものから、データを取り出すなんて。レジーナさんは天才ですわね」


    「職人って言って」


    　レジーナはデスクに座ってパソコンを立ち上げた。ディスプレイが一気に起動するのは、まさに巨大ロボが発進するみたいで壮そう観かんだ。レジーナはキーボードを猛スピードで叩たたきながら言った。


    「矢戸の家のパソコンで気になるプログラムがあるって言ってたでしょ？　調べたところその正体は……スパイウェアに感染するウイルスだったわ」


    「ウイルス？」


    　不穏な単語に眉まゆをひそめると、レジーナも険しい顔で画面を見つめる。


    「ええ。それに感染したパソコンで、銀行とかクレジットカードのサイトにアクセスすると、個人情報を盗み取られて、特定の口座に自動的に金を入れてしまう……ほら。むかし、世界的に広がった、『ＭＩＴＢ』みたいな感じ」


    「なんですの、そのＭ……なんとかって？」


    　こがねが尋ねると、レジーナは解説した。


    「『マン・イン・ザ・ブラウザー』の略よ。直訳すると『ブラウザーの中の人』ね。そいつは、ウイルスに感染した端末の中でずっとブラウザーを見張ってて、ユーザーがオンラインバンクにログインすると、送信される情報を改ざんするの。たとえばその送金先を、悪い奴やつが指定した口座に変更したり」


    　俺おれは戦せん慄りつした。なんちゅう濡ぬれ手に粟あわの恐ろしいウイルスだ。


    「ログインが成功してからブラウザーを乗っ取るから、ワンタイムパスワードとかでユーザー認証していても防げなかったりする。個人情報を盗み出すだけでなく、送金まで自動でやっちゃうってのが、それまでのスパイウェアとは違うとこよ」


    「どうやったらそんなウイルスに感染するんだ？」


    　俺が顔をしかめて尋ねると、レジーナは答えた。


    「昔は、ユーザーにメールを送りつけたり、怪しいサイトにアクセスさせるしかなかったんだけど……あの支店の焼け跡にこんなものがあった」


    　レジーナは、キーボードの横に置いてあった黒こげの何かを掌てのひらにのせて見せた。


    　かまぼこ板みたいな形の炭の塊かたまりだ。


    「それは……？」


    　俺がその妙な板を色んな角度から見つめていると、レジーナは説明してくれた。


    「たぶん、ウイルスに感染させる装置よ。ＩＣカードリーダーみたいな感じで、このタッチパネルに接触させるだけでスマホをウイルスに感染させることができる。こうやって、掌に隠しておくこともできる」


    「でも矢や戸とは、銀行員でそれなりにお給料ももらっていたはずなのに。なんでわざわざこんなものを……」


    　俺がそう呟つぶやくと、主任が分析しながら言った。


    「目的はたぶん金やない。経歴を調べたが矢戸はプログラマーとしてはかなり優秀やった。せやのに人付き合いが極端に苦手で、本店から飛ばされたらしい────つまり、集団から排除された反動でダークサイドに惹ひかれたっちゅうことや」


    「そうやって稼かせいだお金はいったどちらへ？」


    　こがねが疑問を投げかけると、レジーナが答えた。


    「パソコンの中から、矢戸の海外口座のデータも出てきたわ。海外の金融情報部門にデータを紹介してもらったところ、怪しい取引だらけだった。マネロンに直接使われていたか、牛ご頭ず組からの報酬を受け取っていた匂いがするわ。それより、奇妙なのは最後の取引よ」


    「奇妙？」


    　俺が尋ねると、レジーナが不思議そうに報告した。


    「矢や戸とが死ぬわずか前に、ある個人名義で口座に１円だけ入金されていたの」


    　俺おれは息が止まるかと思った。親父の通帳のコピーが脳裏にフラッシュバックした。


    「たった一円だけ？　手数料の方が高いですわ」


    　こがねが驚いて声を上げた。主任が思案顔で言った。


    「そいつが、根ね津づの言ってた奴やつやな」


    　俺は逸はやる気持ちを抑えつつ、レジーナに尋ねた。


    「振り込んだ奴の名前は？」


    　俺は全身を耳にして、レジーナの報告を聞いた。


    「名義はアルファベットで『mementomoriメメント・モリ』」


    「!!」


    　俺は、口角を上げた。やっぱりそうだったか。


    　───ついに捕まえたぞ。


    「なんですの？　その、めめ、なんとかって」


    　こがねが小首をかしげると、レジーナが答えた。


    「調べたところ、ラテン語で『メメント』は『思い出せ』とか『警告』。『モリ』は『死ぬ』という動詞の不定形。つなぐと、『死を忘れるな』とか『終わりへの警告』って意味になる。あるいは『髑髏どくろ』」


    　主任が腕を組んで呟いた。


    「なるほど。根津の話が本当だとすれば、そいつが『髑髏』である可能性が高いな」


    「……ええ。間違いない。そいつです」


    　俺がそう呟くと、渋しぶ澤さわ主任が怪け訝げんな顔をして尋ねた。


    「なんや水みず町まち、心当たりでもあるんか？」


    「いえ。別に」


    　捜査に私情を挟みたくなかったし、その恐れがあるとみなされたら、捜査から外されるかもしれない。主任が訝いぶかしげに俺を見てきたので、顔をそらした。


    　すると、こがねが焦じれたように尋ねた。


    「で、その『髑髏』って人は何者ですの？」


    　レジーナは、キーボードを叩たたきながら言った。


    「まだわからないけど、個人名だとすると一番怪しいのは、矢戸のパソコンの中に名前があったこいつ」


    　やがて、画面上にカタカナの文字列が浮かんだ。


    「ナトリマコトという人物よ」


    　───ナトリマコト？


    　その名前に聞き覚えがあるような気がした。もしかして大おお賀がの言ったとおり、俺たちがすでに会っている人物なのか？　だが、誰だったかはまるで思い出せない。


    「男か。いや、女の名前でもありうるな」


    「あの支店にも口座をもっていたわ。武器の売買はそこでしていたみたい」


    　こがねは言った。


    「じゃあ、銀行に行ってそのナトリさんのことを教えてもらいましょ」


    「悪いけど、それはたぶん無理」


    　こがねの提案をレジーナが否定した。


    「なぜですの？」


    「銀行ってとこは個人情報の管理に超うるさいから」


    　たしかにそのとおりだった。情報公開に対する金融機関の融ゆう通ずうの利かなさはマネーロンダリング捜査の障害となっている。俺おれがずっと親父の仇かたきを討うてなかった遠えん因いんでもある。


    　渋しぶ澤さわ主任が言った。


    「その昔、ナチスの迫害から逃のがれたユダヤ人たちの資本を守った歴史もある。秘密主義で権力に屈さない銀行の姿勢は、いまだ銀行マンの誇りとされているようだからな」


    「……特にあのメガネ電球ったら、しょぼくれているくせに案外強情なのよね」


    「メガネ電球？」


    　こがねはキョトンとした。俺は誰のことを言っているのかすぐわかった。


    「南みなみ目め黒ぐろ支店の支店長。豆電球を逆さにして、眼鏡めがねをかけたみたいなビジュアルなんだ」


    「え？　どんな……」


    　こがねが一生懸けん命めいイメージしようとしていたので俺は言ってやった。


    「会えばわかるよ」


    「わかりました。その支店長さんに会ってみましょう！」


    「あのね。話聞いてた？　だからそう簡単には」


    　レジーナが言いかけたが、渋澤主任はレジーナの肩に手を置いて静かに言った。


    「まあ、まて。この際大穴に賭かけてみる価値はある」


    「ボス？」


    「……あの大おお賀がを捕まえてきた例もある。万馬券を買ったつもりで行かせてみよう。どっちにしても、そういう突撃以外はあまり役に立たん二人やし」


    「聞こえてますよ」


    　俺は主任に言ったが、こがねは俺の手を引いて走りだしていた。


    「早く！　時は金なりですわ！」


    


  


  
    



    　第四章　「お金に汚い才能」


    



    　前回と同じ喫茶店の前回と同じテーブルに座って、白しら河かわ支店長は、ただでさえ八の字の眉まゆ毛げをさらに急角度にしている。


    「……信じられません」


    　白河支店長はそう一言発すると、またもや前回と同じく注文した例の最高級ブレンドコーヒーを一口すすった。この人、さては俺おれたちがおごるものと分かっていて、ここぞとばかりに注文しているのではという余計な疑念が俺の中で頭をもたげた頃に、支店長が口を開いた。


    「まさか、うちの矢や戸と君がそんなものを。なんでしたっけ、その……」


    　俺おれの隣にいたこがねが助け船を出して言った。


    「『マン・イン・ザ・ブラウザー』、です」


    「嘆なげかわしい……むしろお客様の資産を守るべき立場にある銀行員がそんな……」


    　支店長は嘆たん息そくして項うな垂だれた。俺の隣の席で、こがねは支店長の顔をしげしげと観察していた。俺は小声で尋ねた。


    「おい。どうした？」


    　こがねは支店長の横顔から目を離さず、感心したように語った。


    「なるほど。たしかに『メガネ電球』ですわね」


    「しっ！」


    　俺おれが慌あわててこがねを黙らせると支店長が怪け訝げんな顔で覗のぞき込んできた。


    「何か？」


    　俺は咳せき払いをして話を続けた。


    「いえ。何も。それより、いかがでしょう？　先ほどの話……」


    「しかし、私どもとしましては、お客様の個人情報をそう軽けい々けいに明かすことはですね……」


    「もちろんわかってます。ですがそこをなんとか」


    「そもそも、そのナトリ様は、本当に事件に関係あるんでしょうか？」


    「それは……」


    「かもしれないって、程度ですわ」


    　こがねはあっけらかんとそう言った。俺は苛いら立だって小声で罵ば倒とうする。


    「お前黙ってろ」


    「やはり、『かもしれない』という程度ではですね。個人情報を公開することはちょっと」


    　案の定、白しら河かわ支店長はさらに不安になったようだ。


    　俺は小声でこがねを責めた。


    「ほら見ろ！　お前のせいだからな」


    「ですが、そのお、これは、あくまでご提案なんですけども……たとえば何か、当行へのメリットのようなものがあれば、上への説明もしやすいかと思うんですが」


    「と、おっしゃいますと？」


    　こがねが前のめりになって尋ねた。支店長は言いにくそうに答えた。


    「現状の仮店舗での営業ですと、これまでどおりにはいきませんで、実は我々もなかなか苦しくてですね」


    「わかりました！」


    　支店長が言い終わる前に、こがねが威い風ふう堂どう々どうと答えた。


    「でしたら、この私が、あなたのノルマに貢こう献けんいたしましょう！」


    「はあ!?」


    　俺は思わず耳を疑ったが、こがねは昂然たる口ぶりで話した。


    「私が、あなたの支店で口座をつくります。個人客の預金と言っても、私であれば、百人、いや千せん人にん力りきですわよ」


    　いやいや。どんだけ上から目線なんだ。いくら客とは言え、失礼にもほどがあるだろ。


    　と思っていたが、白河支店長はまたしばらく考えた挙あげ句く、今度はさほど悩まずに結論を出した。


    「わかりました。そういうことであれば」


    「えええ!?」


    　マジか!?　すげえ。これが、お金持ちマジックというやつなのか。というか、案外、したたかなんだなメガネ電球。


    「ですがくれぐれも、情報の取り扱いにはご注意いただければ」


    「もちろんです！」


    　こがねはまたもスマイルをはじけさせた。俺おれの脳のう裏りになんとなく漠ばく然ぜんとした不安のようなものがよぎったが、とにかく糸口が見つかったので忘れることにした。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　銀行から手に入れた情報をもとに、俺たちは車でナトリマコトの家までやってきた。


    「しかし、信じられないわ。銀行が預金者の個人情報をそんなあっさり」


    「……やはり的中したのう。まさかの万馬券が」


    　レジーナと渋しぶ澤さわ主任は後部座席で唖あ然ぜんとしていたので、俺は助手席を指さして言った。


    「ええ。こいつが口座をつくるって言ったら、あっさりＯＫ出まして……」


    「私の資産額のおかげですわ！」


    　こがねはそう言って屈くつ託たくのない笑顔を見せたが、俺たちはさらにモヤモヤしただけだった。
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    　たどり着いた家は、なんと俺おれの住んでいるアパートから目と鼻の先だった。


    　それは古い一戸建ての家で、表札を見ると「名な取とり誠まこと」とだけ書かれてある。男の一人暮らしのようだ。インターホンを押してみたが、家にいる気配がない。


    「もしかしてすでに逃げられたってことは？」


    　レジーナが不安を口にすると渋しぶ澤さわ主任が言った。


    「いや、待っていれば戻るかもしれん。今夜はここで張るか」


    「張り込みですの!?」


    「なんで嬉うれしそうなんだよ」


    　俺が尋ねると、こがねは目を輝かがやかせて答えた。


    「長年の憧あこがれでしたの！　ついに今日、できるんですのね？」


    　そんなもんに憧れる奴やつの気がしれん。


    　というか、だんだんこいつの行動原理がノブレス・オブリージュからただの好奇心に変わっている気がする。


    「でもどこで？　近くに隠れられるような場所はないし」


    　レジーナが言うと、渋澤主任が俺に[image: ]きいた。


    「お前の部屋から、この家は見えるか？」


    「え？　ああ。はい。たぶん」


    　俺はそう答えてしまったが、直後に後悔した。


    「よし。じゃあ、水みず町まちの部屋を拠きよ点てんにしよう」


    「ええええええ!?」


    「何よ？」


    「だって、ほら、いろいろ片付いてないし」


    「張り込みの拠点にするだけだから、そんなに気を使う必要はない」


    「いや、俺に気を使ってくださいよ」


    「よし。張り込み班は二班に分かれてローテーションだ」


    　主任は俺の発言を無視して、淡々と張り込みのチーム分けを始めた。


    「順番はじゃんけんで決めろ」


    　主任の号令で、じゃんけんでローテーションが決まった。最初はこがね、次に交代でレジーナが来ることになった。結局、俺は、俺の家だからということで常時いることになった。


    「私、ケチロンのお宅でお泊まりですの!?　わくわくしますわ！」


    　無む邪じや気きにはしゃいでいるこがねを見て、俺が嘆たん息そくしていると、レジーナが俺をにらんだ。


    「わかってると思うけど手出したら、条例違反だからね」


    「はあ!?」


    「一いち万ま田た。名な取とり誠まこと、および水みず町まちが妙な動きをしたときは、すぐに連絡しろ。俺おれが車で駆かけつける」


    「了解ですわ」


    　こがねは主任に敬礼した。主任まで何言ってんだ。俺はしばらく忘れていた頭痛が、またぶり返してきた気がした。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　俺の部屋にやってくるやいなや、こがねは感嘆した。


    「……驚きですわ」


    「何が？」


    「袈け裟さ郎ろうさんが、わびさびを理解してらっしゃったなんて」


    「はあ？」


    「だってここは茶室でしょ？」


    　俺はこがねの顔を見つめたが、冗談で言っている様子はみじんもなかった。


    「私と同じ趣味をおもちで嬉うれしいですわ。で、お住まいはどちらに？」


    「ここですけど」


    「え!?　まさかここで生活をしてらっしゃるんですか？」


    「悪かったな」


    「そうでしたか。まあ、たしかに茶室は極小の空間に無限の宇宙を見み出いだすものですからね」


    「だから茶室じゃないって」


    「痛っ！　なんか踏みましたわ」


    「じっとしててくれ。狭いんだから」


    　まったく。だから片付けるまで外で待ってろって言ったのに。俺は棚から双眼鏡を取り出し、窓からナトリマコトの窓を見張り始めた。


    「『モテるギターの弾き方　初心者編』？」


    　こがねの声に振り返ると、彼女は勝手に棚から本を取り出してタイトルを読み上げた。


    「返せ！」


    　俺は慌あわててそれを奪い返した。ある意味、エロいＤＶＤを発見されるよりも恥ずかしい。


    「もう一度言う。何も触るな。そして、何も見るな」


    「そんなの無理ですわ」


    「だったらこうしてろ」


    　俺はタオルでこがねに目隠しをした。


    「何をなさるんですの？」


    「片付けが終わるまでだ。見えなきゃ動けまい」


    「別にここまでなさらなくても。それほど興味はございませんわよ」


    　いちいち癇かんに障さわるヤツだ。すると、大おお家やさんが階段を上がってきた。


    「ちょっと！　掃除なら静かにやっとくれ」


    　まずい！　俺おれは部屋のドアを閉めようとしたが一歩遅かった。


    「ん？」


    　大家さんは俺の部屋を覗のぞき込み、室内の光景に愕がく然ぜんとした。


    「こ、これは……!?」


    　そりゃそうだ。部屋に制服姿の女子高生を連れ込んで、なおかつその娘に目隠しをしていればドン引きだ。下へ手たすると通報されるかもしれん。さらに悪いことに、目隠しを外したこがねがこれ以上ないくらいの余計なことを口走る。


    「どうも。初めまして！　一いち万ま田たと申します。ケチロンとは一心同体です！」


    　管理人のババアは、信じられないという表情で俺の顔を見た。


    「あんた、まさか……！」


    「違うんです。これは」


    「やるじゃないか」


    　大家さんがニヤリと笑う。俺には一瞬何が起こったのかわからなかった。


    「あんたも隅すみに置けないね。いい相手を見つけろと言ったそばから即行動とは」


    「はあ？」


    「しかもこれほど若い子を連れてくるとは。さては私のあの人にジェラシーを感じたね？」


    「ちょっと待て。何言ってん」


    「ま、励はげむこったね」


    　俺が間違いを訂正する前に、こがねは大家さんに答えた。


    「ありがとうございます！」


    　大家さんはカンラカンラと笑いながら上機嫌で去っていった。


    　こがねは大家さんを見送ってから俺に微笑ほほえみかける。


    「周りの方に、愛されてらっしゃるのね」


    「どこがだよ」


    「あら。愛らしい」


    　こがねは、勝手に本棚から取り出したスクラップブックを開いて言った。


    「勝手に見るなってば」


    「照れてらっしゃるの？　恥ずかしがることないのに」


    　最初のほうのページには小さい頃の俺と親父の写真があった。


    「お父様との写真ばかり。お母様は？」


    「だらしなくて稼かせぎの悪い親父に愛あい想そを尽つかして、出てった」


    「まあ」


    「俺おれは気にしてないから気にしないでくれ。気を使われると気を使う」


    　こがねは時系列に並べた俺と親父の写真を順番に眺ながめていた。すると頭に包帯を巻いた俺の写真が出てきた。


    「あら、怪け我がでもなさったの？」


    「いや。手術」


    「手術？」


    　俺は再びナトリマコトの家を双眼鏡で見張りながら答えた。


    「十一歳のとき、頭の中にピンポン玉くらいの腫しゆ瘍ようができて、それを取り除く手術をした。その後、マイダスタッチに目覚めた。いまだに頭痛がするのはたぶんその後こう遺い症しようだ」


    「大変な手術だったんですのね」


    「俺は麻ま酔すいで寝てただけだ。それよりうちは貧乏だったから、俺の手術代をどうやって払ったのかいまだに謎なぞだ。親父は相当、苦労したに違いない。何しろ、しがないフリージャーナリストだったからな」


    「そんなことありません。ここにある記事の切り抜きを見る限り、お父様は正義感の強い、立派な方ですわ」


    　そんなふうに親父がほめられたことは、俺も素直に嬉うれしかった。たしかに。親父はいい加減なところもある人間だったが、仕事に関してはまじめで、政治ジャーナリストとして政界のどんな不正も見み逃のがさず、白はく日じつの下にさらした。そのせいで政治家たちからはかなり疎うとまれていたようだが、俺は子供ながらにそんな父親が誇らしかった。


    「あら」


    　こがねの声に振り向くと、一番最後のページに貼はられた新聞記事を見ていた。それは、親父が死んだときの記事だった。


    「ごめんなさい。病気でお亡くなりになられたんですね」


    「いや。親父はたぶん、殺されたんだ」


    「……え？」


    　こがねは話の続きを待つように、俺の顔を覗のぞき込んだ。俺は嘆たん息そくしてから話した。


    「……親父は死ぬ直前に言ってた。『アライアンスには関わるな』と。俺はマイダスタッチを使って親父を救おうとしたが、無駄だった」


    「……」


    「親父の死を不審に思った俺は、遺品を整理していたときに、それを見つけた」


    　俺はスクラップブックに貼り付けた例の通帳のコピーをこがねに見せた。


    　こがねは目を大きく見開いて驚いた。


    「……これは!?」


    「親父が死ぬ直前に、親父の口座に何者かが一円だけ振り込んだ。振り込んだ奴やつの名義は『mementomoriメメント・モリ』。つまり『髑髏どくろ』だ」


    「じゃ、私たちが追っている犯人って……!?」


    「ああ。俺おれの親父を殺した奴やつである可能性は高い。俺はその能力者をずっと追ってた。この仕事に就ついたのもそれが動機だ」


    「そうだったんですのね……だから根ね津づさんの取り調べのとき、あんなに興奮して」


    「私情を挟んで捜査の邪魔になるって主任や局長に判断されたら、俺はこの事件の捜査から外されるかもしれん。だから内緒にしておいてくれ……頼む！」


    　俺が頭を下げると、こがねはこともなげに答えた。


    「二人で共通の秘密ができて嬉うれしいですわ」


    　こがねの笑顔に俺は少し癒いやされた気がした。


    「あの中にはどんな秘密があるんですの？」


    　こがねが部屋の真ん中にある金庫を指さして言った。


    「親父が死んで以来、こつこつ金を貯ためている。記憶がよみがえるたびに思うんだ。もし、あのとき、あともう五秒、いや三秒あれば、救えたんじゃないかって」


    「……」


    「だが、おかげで知ってのとおりドケチになって友達もできない」


    　思わず乾いた自じ嘲ちようの笑いが漏もれた。


    「つっても、こんな話、大富豪の娘さんにはわかんないだろうな」


    　すると、こがねが俺に近づいて両手を広げた。


    「ハグしましょうか？」


    「はあ？」


    「遠慮なさらず。さあ」


    「いやいや。いくらなんでも女子高生に慰なぐさめられるほどにはもうへこんでない」


    「無力さを嘆なげくあなたの気持ち、私にもわかりますわ」


    「うそつけ。生活を切り詰めて貯金なんてしたことないくせに」


    「そこはまあ、そうですけど」


    　否定しないのかよ。と、言いかけたが、こがねは悲しそうな表情なのでやめておいた。


    「私は生まれつき持っているこの能力のせいで、見たくもないものを沢山見てきました。神社の賽さい銭せん箱にお金を入れたら、ホームレスの人たちが箱をひっくり返してお金を持っていく場面が見えたり、街でやさしそうなお兄さんたちの抱えた募金箱にお金を入れたら、彼らがお酒を飲みながらお金を山分けしている姿が見えたり……今まで見た中で最悪のものは、父の会社に私が投資したお金の一部が、国際的なテロ組織に流れていたことです」


    　そこで、言葉を切ってから彼女は話を続けた。


    「私の父は投資会社を経営していました。西アフリカの砂漠の緑化プロジェクトにも積極的に投資していて国際的な評価も高かった。なのに、その資金の一部は、反政府ゲリラに渡っていたのです」


    「なんでまた？」


    「ゲリラが海外資本が流入する匂においを嗅かぎつけて、緑化する土地を買い占めるために、砂漠で生活をする遊牧民を銃じゆうで追い払ったんです。ゲリラの得たお金は武器商人にも渡っていきました。その結果、たくさんの人が職を失い、飢うえ、殺されていきました」


    　───そうか。


    　ようやく腑に落ちた。だから、大おお賀がの武器の売買にあんなふうに腹を立てたんだな。


    　彼女の声は、心なしか涙声になっていた。


    「私はそのことを父の会社の人たちに知らせました。でも彼らはその事実を知っていながら、自分たちには責任はないと言ったのです。現地法人がしたことで我々には関係がないと。私は彼らに言いました。お金とは、天下を回る熱き血ち潮しおであると。そこに毒が混じれば、世界は病み、いずれ自分たちにもその報むくいが来る。それを黙って見ているのは愚おろかだと。ですが父は私からの投資を断り私をイギリスの全寮制寄宿学校に入学させました。つまり私は厄やつ介かい払いされたのです」


    　彼女の声には、悲しげな怒りが含まれた。


    「そして去年。両親が事故で亡くなったのをきっかけに帰国しました。父の遺書には、私に一いち万ま田た家の家か督とくと遺産のすべてを相続すると書かれてありました。もしかすると父の中でも、私の言ったことがどこかに残っていたのかもしれません。それ以来、私は決めたのです」


    　熱誠にあふれた彼女の凜り々りしい横顔が夕日に照らされていた。


    「世界経済を流れる血液であるお金を、美しく保ちつづけること。それこそが私の使命であると。だからエイプスのお手伝いをすることにしたのです」


    　窓の外を眺める彼女の顔を、俺おれは見つめた。そして己おのれを大いに恥じた。壮大な己の使命を語った彼女と、それに比べて肉親の死に関するとはいえ、ものすごく個人サイズの話を打ち明けてしまった俺。そのスケールの差に、だんだん赤面してきた。俺はそれをごまかすように、話題を変えた。


    「ところで、金で苦労したことがないのに、なぜお前はマイダスタッチをもつことになったんだろうな」


    「それは、私が持って生まれた何か特別な使命を帯びているからだと思いますわ」


    「……!?」


    　いやはや閉口するしかない。自分でそう言いきれてしまうところがすごい。こがねは続けた。


    「私……普段の能力とはまた別に、時々、とても嫌な夢を見るんですの」


    「どんな？」


    「……この国が貧しくなって……子供たちがみんなボロボロの服を着て、働かされている光景です。それよりも悲しいのは、その姿を見て、喜んでいる人たちがいるんです」


    「……？」


    「あれこそ、きっとアライアンスの言ってる『大いなる冬』が来た後の世界だと思うんです」


    　俺おれは強く思った。もしかすると『髑髏どくろ』もその計画に関わっているかもしれん。こがねの話通り、髑髏も喜んでいるところを想像して、腹の底から怒りがこみ上げてきた。そんなこと許してたまるか。こがねは窓の外に目をやり、一戸建ての家に目を凝こらして言った。


    「とにかく、今は、『ナトリマコト』なる人物の帰宅を待つのみですね」


    「ああ。そうだな」


    　それにしても、ナトリマコト。声に出して言ってみると改めて、どっかで聞いたことのある名前なんだが、誰だったかどうしても思い出せない。


    　すると、こがねが何げなく言った。


    「それより、どこかで会ったことがあるような気がするんですよね」


    「え？」


    　もしかして、こいつもそうなのか？　と思いきや、違っていた。


    「あの白しら河かわ支店長」


    「ああ。メガネ電球か」


    「あの方、つい最近見たような気がするんですが、どうしても思い出せないんですの」


    「そりゃたぶんあれだろ」


    　俺は、俺の部屋の天井からぶら下がっている古い蛍光灯のわきの豆電球を指さして言った。


    「違いますよ。もう！」


    　俺が返事の代わりにあくびすると、こがねは言った。


    「あら、眠いんですの？　でしたらベッドを使ってもよろしくてよ」


    「いや、ここ、俺の家だし」


    



    　　　　￥￥￥


    



    　日はとっぷり暮れ、いつの間にかこがねは俺のベッドですやすや寝息を立てていた。


    　それにしても。さっきあれほど偉そうなことを言っておきながら、先になんでそんな爆睡できるんだこいつは。てか、家の主あるじをさしおいて勝手にベッド占せん拠きよするか普通。そういうところがやっぱお嬢様だ。しかも、寝ね相ぞうが悪すぎて布ふ団とんが全部床ゆかに落ちている。まったく世話が焼ける。俺は舌打ちしながら、床に落ちた布団をこがねにかけてやろうとした。だが慣れないことをしたからか、床の上に置いた雑誌を踏んで足が滑すべった。


    「うおっ!!」


    　俺おれはベッドに倒れ、寝ているこがねに覆おおいかぶさりそうになったのだが、かろうじて両手で体を支え、彼女の上で腕立て伏せの体勢になる。


    「んん～～」


    　すると、こがねが手を伸ばして俺の首をつかむと寝返りを打った。その拍ひよう子しに俺はバランスを失って、そのまま横に倒れてしまう。


    「!!」


    　気がつくと、彼女の寝息が届くくらいの距離にこがねの顔が接近していた。


    　俺が慌あわてて立ち上がろうとすると、こがねが眉まゆ根ねを寄せた。


    「んん……！」


    　そう言ってこがねは、ひどくつらそうな顔をした。もしかすると、またさっき言ってたような悪夢を見ているのかもしれない。


    　それにしてもだ。至し近きん距離から彼女の寝顔を眺ながめて俺は呆あきれた。いくら無む垢くなお嬢様とは言え、無防備すぎだろ。もう少し警戒しておかないと将来的にまずいことになっても知らんぞ。というか、まずいのはむしろ俺のほうだ。もし、こんなところを誰かに見られてしまったら……。と思っていると、この世で最もまずい相手に見られてしまった。


    「最低」


    「ん!?」


    　声がしたのは天井だった。


    　まさかと思って見上げると、レジーナが天井にトカゲのように張り付いた状態で、首だけをこっちに向けて見下ろしていた。


    「うわあああああ！」


    　マジで心臓が止まるかと思った。一瞬止まったかもしれん。


    「い、いつ、どこから？　どうやってそんなところに？」


    　乱れ打つ心拍を落ちつかせながら、天井から降り立ったレジーナに尋ねると、彼女は手にはめていた手袋を見せて言った。


    「……ついさっきからよ。これはヤモリの手をモデルにペンタゴンが開発した吸着手袋でね。表面に密集したナノサイズの細さい毛もうのおかげで、どこにでも張り付けるの」


    　レジーナの背後で青白い月明かりに照らされたカーテンが揺れている。まさか、あの手袋で壁を伝って窓から入ったのか。彼女ならやりかねん。レジーナは例の氷のような瞳ひとみで、こがねの隣で寝ていた俺を見下ろして言った。


    「それより、交代の時間より少し早めに来てみたら、案の定だわ」


    「ち、違う！」


    　俺は慌てて否定した。


    「何が？」


    「お前が今、案の定だと思っているようなことは一切」


    　俺おれは釈明しようとしたが、レジーナが手袋を脱ぎながら途中で遮さえぎった。


    「張り込み中に未成年と淫いん行こう。条例違反で現行犯逮たい捕ほよ」


    「誤解だってば!!」


    「問答無用！」


    「いででででで！」


    　レジーナは、俺に飛びかかってきたかと思うとマウントポジションをとり、俺の手に無理やり手て錠じようをかけようとした。


    「じっとしてなさい」


    「ちょっと待て！　落ち着け！」


    「あなたには黙秘権がある」


    　レジーナはさっき俺がこがねに目隠しをしたタオルを床ゆかの上から拾うと、俺の口にねじ込んで両端を首の後ろで結び、猿さる轡ぐつわにした。


    「ほがほがあががが！」


    　俺とレジーナがベッドの上で暴れていると、大おお家やさんが階段を上がって怒鳴りこんでくる。


    「ちょっと！　何時だと思ってんだい!?　いい加減に……!?」

  


  [image: ]


  
    　大おお家やさんは、またもや俺おれの部屋で繰り広げられている地獄絵図を見て凍りついた。


    「む……!?」


    「お邪魔してまーす。今少し、おしおきを」


    　レジーナは俺の上に乗ったまま笑顔で大家さんに愛あい想そをふりまいた。


    「だぐげげぐががい!!」


    　俺は必死に大家さんに助けを求めたが、口に巻かれたタオルのせいで意味不明の叫びになった。すると大家さんはなぜか葉巻をくわえながら、真剣な表情でゆっくりと拍手しはじめた。俺は意味がわからなくて眉まゆ根ねを寄せる。


    「んが？」


    　拍手を終えると、大家さんは感かん慨がい深げに言った。


    「いやあ大したもんだねえ。あんたは未み来らい永えい劫ごう、童どう貞ていのままだと思っていたが、一晩に二人も相手にするとは。それもタイプの異なる相手と、趣向の異なるプレイをねえ」


    　何を言ってんだこのババアは。てか未来永劫ってなんだおい。ブンなぐってやりたかったが、大家さんの間違った認識をレジーナはそのまま受け取って、俺の両りよう頬ほほをつねり上げた。


    「やっぱりか！　勤務中に何やってんだこの変態！」


    「あがががががが!!」


    「若いもんには負けてられないね。ちょっと野や暮ぼ用があって出かけるから、留守は任せたよ」


    　ババアがこんな時間にどこ行くんだ？　と俺は思ったがそれどころではなかった。


    　やがて、隣で寝ていたこがねがようやく目を覚ます。


    「……ん？」


    　こがねはやはり悪夢を見ていたらしく、上半身を起こして安心したように呟いた。


    「……夢か……よかった」


    「よくないわよ」


    　声に気づいて、こがねは寝ぼけ眼まなこをこすりながらレジーナを見た。


    「あれ？　レジーナさん。お疲れさまです」


    「ようやく目を覚ましたわね。このアバズレ新人！」


    「え？」


    「ごがががががが!!」


    　こがねは、目の前の状況が把握できないでいた。


    「二人とも何をされているんですの？」


    「こっちが聞きたいわよ。張り込み中に二人で何やってんだか」


    「……ん？」


    「ん？　じゃないわよ。あんたのことも上に報告するから覚悟してなさい！」


    　レジーナがこがねを非難したが、こがねは彼女を無視して窓の外を眺ながめていた。かと思うと何かに気づいたようにベッドから飛び降り、窓際に駆かけ寄って言った。


    「報告したほうがよさそうですわよ」


    「だから今、そう言って」


    「ほら！　あれ!!」


    　こがねはレジーナの言葉を遮さえぎって、窓の外を指さして叫んだ。


    「『ナトリマコト』が帰ってきたようです!!」


    「え!?」


    　レジーナも窓に駆け寄り、素早く双眼鏡を覗のぞき込んだ。俺おれはレジーナがどいた拍ひよう子しにベッドの下に転げ落ちたが、なんとか後に続いて例の家を見つめた。


    　確かに。さっきまで真っ暗だった一戸建ての部屋に明かりがともっている。


    「急ぎましょう！」


    　こがねが部屋を出ていき、レジーナが続いた。


    「ばっで！　ごでどっでぐで～～～！」


    　俺は、タオルで口をふさがれ手て錠じようをされたまま、彼女たちを追った。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　その家に着くまでは、俺の家から二分もかからなかった。


    　窓から家の中の様子を見ると、カーテンの奥で人の影が動いている。おそらく『ナトリマコト』だろう。家の門もん扉ぴの前までくると、俺の心臓は高鳴った。門扉の向こうには数段の石段があって、その奥に玄関ドアが見える。ずっと捜していた能力者『髑髏どくろ』が、あの玄関ドアの向こうにいる。


    



    　───お前らは、もうすでにそいつに会っているかもしれないぞ。


    



    　大おお賀がが言ったセリフが俺の頭の中でリフレインした。


    　一体どんな奴やつなんだろう。


    　矢や戸とや根ね津づや、そして、俺の親父の命を奪った男は────。


    　相手は武器を持っている可能性がある。レジーナは俺の口のタオルと手錠を外して、代わりに俺の手に拳けん銃じゆうを握らせると、彼女も拳銃を抜いて構えた。こがねは俺の背中の陰に隠れた。俺は満を持して、門もん扉ぴの横にあるインターホンを押した。すると窓のカーテンに映った影が動いて、玄関に近づいてきた。


    　拳銃を握った掌てのひらがじっとりと汗ばんでいる。矢戸のパソコンの中のリストにあったのはアサルトライフルにグレネードランチャーなど軍用の武器ばかりだった。対する俺たちの拳銃は９ミリ。果たしてこんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで太た刀ち打うちできるのだろうか。そんな不安をよそに、玄関のドアノブが回転し始めた。俺おれの鼓こ動どうはさらに速くなり、ついにドアが開いた。


    「エイプスだ！　そのまま止まれ！」


    　俺は拳けん銃じゆうを向けたまま、門もん扉ぴを開けて叫んだ。ドアの向こうから現れた人物は俺の拳銃に付けたライトに照らされて、まぶしそうに手を顔の前にかざした。


    「え？」


    「動くな！　止まるんだ！」


    　レジーナも拳銃を向けた。しかし相手はライトに照らされながら、のんびりした声で尋ねた。


    「なにごとでしゅかのお？」


    　ドアの向こうから出てきたのは、なんと腰の曲がった老人だった。


    「!?」


    　レジーナが老人に向かって早口で尋ねた。


    「ナトリマコトか!?」


    「へ!?」


    　老人は耳が遠いようで、耳をこっちに向けて[image: ]きいた。


    「しゅまんけども、もうちびっと大きな声でお願いでけんかのお」


    　のんびりした声に気勢をそがれたレジーナは、ゆっくりと銃を下ろしながらもう一度尋ねた。


    「すいません、『ナトリマコト』さんですか!?」


    「なに？」


    　レジーナが肩をすくめると、こがねが俺の背後から顔を出し、老人に大声でゆっくり尋ねた。


    「あーのお！　あなたあ、『ナトリ、マコト』さん、ですかあ!?」


    「いーえ。違います。自分は、ナトリマコトであります」


    　爺じいさんは大きな声でそう答えた。


    「……？」


    　俺たちは顔を見合わせた。口にしなくても俺たちの疑問はひとつだ。


    　───果たして本当にこの老人が『髑髏どくろ』なのか？


    　恐ろしいマイダスタッチを持つ凶悪な能力者か？


    　とてもじゃないがそうは思えない。


    　俺が銃を下ろすと、老人も顔の前でかざしていた手を下ろした。


    「あ!!」


    　爺さんの顔があらわになって、俺は思わず声を上げた。


    　この人、アパートの玄関のサボテンに挨あい拶さつしていた、あの爺さんだ！


    「マコ……たん!?」


    　俺が名前を呼んだので、驚いたこがねとレジーナが同時に俺の顔を見て疑問形で言った。


    「マコたん？」


    　すると爺じいさんは入れ歯を口から飛び出させて俺おれに頭を下げた。


    「ああ、しょの節はどうも！」


    　やっぱりそうか。そういや、あんとき、家が近所とかあのババア言ってたわ。


    　レジーナが驚いて俺に尋ねた。


    「え、ちょっと待って？　何？　あんた知り合いなの？」


    「いや、ま、正確には、俺のというより、俺のアパートの大おお家やさんの……」


    　そのとき、背後からきえええ！　という奇声が聞こえたかと思うと、後頭部に衝しよう撃げきが走った。


    「いって!!」


    　俺が頭を押さえてうずくまると、背後で老ろう婆ばの声が響き渡った。


    「マコたんを囲む怪しい連中め！　この私が成せい敗ばいしてやるよ!!」


    　俺が頭をさすって振り向くと、大家さんが杖つえを構えて立っていた。


    「お、大家さん？」


    　大家さんは、俺の顔を見て握っていた杖をゆっくりと下ろして言った。


    「なんだ？　アンタかい!?」


    「なんだじゃないですよ。なんでこんなところに？」


    「マコたんの家で深夜のティータイムさ。年を取るとなかなか眠れないからね」


    　さっき出ていくときに言ってた野や暮ぼ用ってのはこれか。すると今度は大家さんが腰に手を当てて俺たちを見回した。


    「お前らこそ、マコたんに何の用だい？」


    　すると、大家さんは、こがねとレジーナを見て言った。


    「ははん。さてはこのズべ公ども、この童どう貞てい野郎じゃまだ満足できずに、マコたんにまで食指を伸ばしにきたんだね!?　それだけは許さないよ!!」


    「誰がズべ公だって？」


    　レジーナが大家さんに牙きばを剥むいた。こがねが小首をかしげて尋ねた。


    「ずべ？　ってなんですの？」


    　それに対して、マコたんが夜空を見上げながら答えた。


    「ええ。そうですのう！　あれがベテルギウスですのう！」


    　ダメだ。カオスだ。


    「あの、ちょっと、一回皆さん落ち着きましょう」


    　俺はなんとか収拾をつけようとしたが、大家さんはまだ戦闘態勢で問い詰めた。


    「とにかく、お前たち、どんな不ふ埒らちな理由でここに来たんだい!?」


    「なんで不埒なの前提なんですか！」


    　俺と大家さんが口論していると、しびれを切らしたレジーナが[image: ]きく。


    「とにかくさ、じいちゃん、家の中見せてくれない？」


    「はい？」


    「家の中！　見せてくれない!?」


    「はいはい。いいですよ。どうぞどうぞ」


    「ダメだよ！　マコたん！　こんな奴やつらを入れちゃあ！」


    　ババアは激怒したがマコたんはレジーナの頼みをあっさり受け入れ、俺おれたちを家に招き入れた。


    「……お邪魔しまーす」


    　俺たちは、恐る恐るマコたんの家に上がりこんだ。


    　中はごく普通の、一人暮らしの老人の家だった。一応三人で手分けして丹念に調べてはみたが、特に怪しいところはない。少なくとも凶悪な武器の存在は気配すらなかった。


    　やがてレジーナが呟つぶやいた。


    「おかしいわ。あのリストにあった武器は一体？」


    　呆ぼう然ぜんとしている俺たちの様子を見て、大おお家やさんが言った。


    「フン。大量破壊兵器でも探しに来たのかい？」


    　すると、こがねがマコたんと話している声が聞こえた。


    「お爺じいさん、これで全部ですか？」


    「ええ。しょうでしゅけど……」


    　俺はこがねに尋ねた。


    「何してんだ？」


    「銀行の通帳を見せていただいていたんです。もし、『髑髏どくろ』さんなら取引のあとがないかと思って、でも、その形跡はありませんでした。その代わり、といってはなんですが」


    　こがねの報告の途中で、ついにしびれを切らした大家さんが手を叩たたいて喚わめいた。


    「はいはい。もういいだろ。あんたたち。気がすんだらさっさと出ていきな。私たちのティータイムの邪魔しないでおくれ！」


    「ちょちょちょ！」


    　大家さんは俺たちの背中を押して玄関の外に追い出すと、玄関のドアを閉めた。


    「さあさ、マコたん、ティータイムを始めましょ♥」


    　そう言って家の奥に去っていく大家さんとマコたんの影を見つめながら、俺たちは家の外に放り出されたまま、ただ途方に暮れていた。しばらくして、こがねが口を開く。


    「あの、これ、ひょっとしたら、なんですけど……」


    「何よ」


    　レジーナに促うながされ、こがねがある可能性を示し唆さした。


    「あの、私たちの探していた武器って、ただのゲームのアイテムなんじゃありません？　……ほら。レジーナさんがよくやっている……」


    「はあ!?」


    　それを聞いたレジーナが呆あきれたように否定した。


    「待って。あの爺じいさんが、あのゲームのプレーヤーだってこと？　ありえないわ」


    「でも、ほら、リストにあった武器の名前と、レジーナさんがオフィスに置いてあるカードに書かれた武器の名前に、一致するものが多かったので……それに」


    「それに？」


    「さっき、お爺さんの通帳を見せてもらったら、あったんです。『連動大戦レンドジアース』のゲームサイトに課金したあとが」


    「……!?」


    　レジーナが黙り込むと、家の前に一台の車が停とまってクラクションを鳴らした。


    「!?」


    　俺おれたちは車を見た。すると運転席の窓が開いて渋しぶ澤さわ主任が顔を出して言った。


    「おい……ワシらが探していた武器、矢や戸との部屋にあったぞ……これや」


    　そう言って、渋澤主任は何かを胸ポケットから取り出して俺たちに見せた。


    「!?」


    　渋澤主任が手に持っていたものは、まさしく俺たちが探していた武器の……リアルなイラストが描かかれた『連動大戦』のゲームカードだった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    「んで？」


    　シークレットシューズのかかとが何度も上下しているので、後ろ姿で局長が苛いら立だっているらしいことはわかった。局長室は広かったが局長と二人きりだと息が詰まりそうだった。


    　というか本来、局長への報告は主任の仕事のはずなのに、まだ調べたいことがるとか言って、俺に押し付けて捜査に出てった。あの人はちょいちょいそういうとこがある。


    「……つまり、結局、『髑髏どくろ』の正体も、アライアンスのマネロンのルートも、『大いなる冬』がなんなのかも、なんの手がかりもつかめていないってこと？」


    「まあ、そう、いうことになりますかね」


    　俺は奥歯にものが挟まったようにそう答えた。局長の詰きつ問もんは続いた。


    「……しかも、武器の名前が全部そのなんとかいうゲームのアイテムだったとすると、大おお賀がの武器売買はただの組のシノギで、アライアンスには関係なかったってことね」


    「はあ、まあ」


    「他に報告すべきことは？」


    「……ない……です」


    　俺おれが言いにくそうに答えると、局長は俺に近づいて言った。


    「そういえば袈け裟さ郎ろうちゃん。レジーナちゃんから聞いたわよ。ずいぶん、こがねちゃんとの親しん睦ぼくは深まったらしいわね。ベッドの上で」


    「いや。それは！」


    「袈裟郎ちゃん。あなたを信じていたからこそ、彼女を任せたのよ。ベッド以外のところで、もっと頑張ってほしかった……」


    「だから、ベッドでは頑張ってません」


    「あら、だったらどこで頑張ったの??」


    「……すみません」


    　局長はため息交じりに言った。


    「存続させるために頑張ってきたけど、エイプスは……ここらが潮どきなのかもね」


    「まってください！」


    　すると、どこからかこがねが現れて声を上げた。


    「まだ方法はあります！」


    「もう無理よ。こがねちゃん。……総理の支持率が落ちているのも事実だし。政府の借金問題が解決しない限りエイプスのはもう……」


    　すると、こがねが言った。


    「それなら大丈夫ですわ。私なりに考えてきましたの。政府の借金一五〇〇兆円をゼロにする必殺技を」


    「はあ？」


    　また何を突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってんだこの女は。


    　俺は顔面をゆがめたが、こがねは自信満々で言った。


    「直じき々じきに総理に進しん言げんするつもりですわ。これで内ない閣かくも私たちも安あん泰たいですわよ」


    「面白いじゃない。聞かせてくれる？　その必殺技ってやつを」


    　局長が食いついた。


    「まず、私、ずっと疑問だったんですけど、そもそもお金って政府が作っているものですわよね。なのに政府が借金にあえいでいるなんてナンセンス。簡単に解決できる方法があります」


    「どうやって？」


    　俺が尋ねると、こがねは平然と答えた。


    「政府がお金をたくさん作ればいいだけですわ」


    「フン」


    　局長は鼻で笑った。


    「そんな幼よう稚ちな議論なら、大昔からあるわよ。だけどそれは無理」


    「なぜですの？」


    「日銀ってところは、インフレを何よりも嫌がるの。政府の思うようには諭ゆ吉きちを刷っちゃくれないのよ」


    　すると、こがねはキョトンとして言った。


    「私、日銀なんて、一言も言ってませんわ？」


    　それを聞いて局長は驚いて尋ねた。


    「じゃあ、一体どこでお金を作らせる気なの？」


    　こがねは、満面の笑みで答えた。


    「造ぞう幣へい局きよくですわ」


    「ぞ、造幣局うう!?」


    　俺おれと局長は仰ぎよう天てんして同時に声を上げたが、こがねはあっけらかんと言ってのけた。


    「ええ。日銀と違って、造幣局なら政府の所管ですから、いくらでもお金を作ってくれるはずですわ」


    「……なんなんだ。その『パンがなければお菓子を食べれば』的発想は！」


    　俺は青筋を立てながら尋ねた。


    「お前、わかってんのか？　造幣局で作ってるのは硬こう貨かなんだぞ？　最高額でも五百円なんだぞ!?」


    「ええ。ですから借金を返せるくらいに五百円玉をたっくさん作ってもらえばいいんですわ」


    「バカか？　バカなのか？　何枚必要だと思ってんだ!?」


    「一五〇〇兆円ですから、たったの三兆枚ですわよ！」


    　ダメだ。話にならねえ。


    　すると俺の隣で、にやりと笑って言った。


    「……私、嫌いじゃないわよ。そういう発想」


    「はあ!?」


    　俺は驚いたが、こがねは得意げに言った。


    「でしょ？」


    「けど、五百円玉をそんなに作ったら、きっと材料が不足しちゃうわ。だったらもう、いっそ一五〇〇兆円玉を一枚作れば、あっという間に解決するんじゃない？」


    「一五〇〇兆円玉あ？」


    　俺は局長の提案に驚きよう愕がくしたが、こがねは嬉うれしそうに答えた。


    「あ、いいですわね。それなら小銭一枚ですみますものね」


    　それはもう小銭とは呼べんと思ったが、局長とこがねは俺を無視して全く別のベクトルで議論を白熱させた。


    「しかし、一五〇〇兆円玉は今までにない硬こう貨かを作ることになるから、となると材質とかデザインの選定が難しそうね」


    「たしかに。なぜだかどうしても巨大なコインのイメージがありますわよね」


    「あれはどうかしら？　昔のマンガとかでよく原始人が転がしている巨大な石のお金。真ん中に穴の開いてるやつ」


    「いいですわね。それなら金属も不足しないでしょうし。わかりました。そのデザインも含めて、総理に進しん言げんいたします。この急場においては採用してくれること間違いなしですわ」


    「それもそうね……って……！」


    　そう言ってから局長は息を大きく吸い込むと、大音声をあげた。


    「そんなわけないでしょおおおおおうよ[image: ]」


    　突とつ如じよ、局長が笑顔からいきなり鬼おにの形ぎよう相そうになって絶叫したので、俺おれは肝きもをつぶした。


    　局長は大声を放った後で、息を整えてから静かに言った。


    「……万が一、総理がそのアイデアを採用して、国民の前で発表なんかした日には、むしろ失脚すること間違いなしよ」


    「だめ、ですか……」


    　こがねは、ショックを受けていた。彼女にとっては本気の案だったようだ。


    　てか、局長も途中まで散々楽しそうに乗っておいて急になんなんだ。と、俺は個人的に思ったが局長もあまりに寂しそうな顔をしているので口には出さなかった。


    「残念だけど……実はさっき、三み重え野の議員をはじめとした第三者機関の電話会議に私も呼ばれたの。おそらく内容は、エイプスの存続についてよ」


    「……そんな」


    　俺とこがねは同時に言った。


    「やはり、ここらが潮どきみたいね。電話会議はもうすぐ始まるから出てってちょうだい」


    　部屋に重苦しい空気が充満した。


    「……はい」


    　俺たちは、局長室を後にするしかなかった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　……もはやここまでなのか。『髑髏どくろ』は結局、尻しつ尾ぽすらつかめなかった。


    　俺とこがねが戻ってきたエイプスのオフィスにも重苦しい空気が充満していた。


    　レジーナのデスクを見ると、彼女は事件の解決とエイプスの存続を半ば諦あきらめてしまったのか、パソコンに例の『連動大戦レンドジアース』のタイトル画面を見つめていた。


    「うーん……」


    　いくらなんでもさすがに職場で堂々とゲームはどうなんだ。


    「何してんだよ」


    「……どう考えてもおかしいのよね」


    　レジーナは画面を見せた。キャラの下に『ナトリマコト』というプレーヤー名が出ていた。


    「このナトリマコトなんだけど……やっぱり、どう考えても、あの爺じいさんが使っていたとは思えないんだよね。そもそもこのゲーム、ルール複雑だし」


    「おおい」


    　聞き込みから帰ってきた主任が報告した。


    「『連動大戦レンドジアース』の運営サイドから通報があって詳しい話を聞いてきたんや。『ナトリマコト』っていうプレーヤーが、ゲーム上で不審な取引をしているから調べてくれてな」


    「不審な取引？」


    　俺おれが[image: ]きくと主任が答えた。


    「レベル１やのに大量の武器アイテムを持っていて、売買しまくっとるらしい」


    　主任はそう言って、昨夜見せたカードをもう一度取り出して見せた。


    「アイテムの取引の相手にはあの矢や戸ともおった。それがあのパソコンの中のリストの武器やったんや。そいで部屋の中を探してみたら、このとおり『連動大戦』のカードが出てきよった。俺はようわからんねんけど、かなりのレアアイテムらしいぞ」


    　レジーナは主任に言った。


    「数万時間のプレイが必要なアイテムですよ。ガチャでもこんな強力な武器が集められるなんてありえない。つまりレベル１でそんなアイテム持っているってことは、ゲームをプレイして集めたわけじゃないんです。全部、課金しまくって買ったってことです」


    　それからレジーナは同意を求めるように問いかけた。


    「でも昨日きのうの爺さんの家を見たでしょ？　そんな金持っているようには、とてもじゃないけど見えなかったのは私だけ？」


    　確かにそうだ。となると、この画面の中にいるナトリマコトは、あの爺さん以外の誰かが動かしていたってことか……。ということは、だ。俺はレジーナに尋ねた。


    「『連動大戦』のアカウントって、どうやって作るんだ？」


    「武器の売買ができるプレミアム会員のアカウントを作るには、最初に課金が必要で、そのときに銀行口座かクレジットカード情報を登録する必要があるわ。それが身分証代わり」


    　すると、こがねが言った。


    「通帳を見ましたけど、あのおじいさんはちゃんと自分の銀行口座から入金していましたわ。でも数か月前に一度だけ課金して、それからゲームのサイトに振り込んだ記録はなかったですよ」


    「だとすると途中から、現金で課金したってことね」


    「……そんなことができるのか？」


    　俺おれは驚いてレジーナに尋ねた。


    「ええ。最初にアカウントさえ作れば、コンビニでゲームマネーを買って課金したり、あとは『連動大戦レンドジアース』のカードショップに行って現金でアイテムを買うこともできるわ。公式のＲＭＴの掲示板もあるし。いずれもアカウントは必要だけどね」


    「つまり逆に言えば、アカウントさえ最初に作れば、途中から他人が課金したり取引できるってことか？」


    　俺はレジーナに確認した。


    「ああ、まあ、ね」


    「……!!」


    　俺はレジーナのキーボードの横にある、例の黒こげになった塊かたまりを手に取った。


    　それから目を閉じて、頭の中で今までに得た情報を集積、整理した。


    　……ＡＴＭ案内。ウイルス感染。マイダスタッチ、ゲームのアイテム……。


    　脳内に材料をそろえると、俺は、俺の中の金に汚いところをフル稼か働どうさせて、お金をキレイにする方法を考えた。見つかりたくない金を持っていたとしたら、俺ならどうする？　脳内の洗せん濯たく機の中で、汚れたお金が回転し始める。回転の中心に小さな光が見え、それがどんどん広がっていき、やがてはまぶしいほどに俺の目の前を照らした。


    「……わかったぞ」


    　俺は思わず呟つぶやいた。


    「え!?」


    　そこにいた一同が俺の顔を見た。俺は整理しながら説明した。


    　俺は、レジーナが焼け跡から見つけ出してきたあの黒こげのスキャナーをつかんで見せた。


    「まず、矢や戸とがＡＴＭコーナーの案内をしているときに、こいつを手の中に忍ばせておく。それから銀行に訪れた客のスマホをスキャンするわけだが……犯行を目立たないようにするには、あのＡＴＭブースの中が最適だ。カメラに写っていても不自然じゃない。操作方法がわからなくて、あの中に呼んでくれるお年寄りなんかいたら最高だ。きっとナトリのじいちゃんも矢戸をブースの中に呼んだんだろう。で、矢戸はじいちゃんのスマホをこのマシンでスキャンした」


    　それから俺は、その消し炭をデスクに置いて、スマホを取り出した。


    「ウイルスに感染したじいちゃんのスマホの中で、『マン・イン・ザ・ブラウザー』が、じいちゃんの金を、勝手に『連動大戦』のサイトに送金する。これで、ゲームのアカウントができた。アカウントさえ作っておけば、あとは自由に課金できる」


    　俺はそこでスマホを置いて、今度は『連動大戦』の武器カードを手にして説明した。


    「矢戸はアライアンスや牛ご頭ず組の汚い金を預かってはゲーム内で武器アイテムを買って、転売して金に換える。その取引は全部ナトリマコトがやってることになる。転売を繰り返しているうちに金はキレイになる」


    　すると、レジーナが途中で入って言った。


    「でも、そのキレイになったお金をどうやって、海外の口座に？」


    　俺おれは答えた。


    「たしかに、そこが一番の難関だ。普通はここでマネーミュールのバイトを募集して、一いつ旦たん、そいつらを中継して送金させたりするんだが、そっから足がつくことが多い。だが、これは超常経済犯罪。そこに能力者を介在させれば簡単だ。その能力者とは……」


    「根ね津づやな……!?」


    　渋しぶ澤さわ主任が指を鳴らした。俺は答えた。


    「そのとおり。矢や戸とはナトリのじいちゃんから奪った個人情報で口座を作って金を入れ、その口座から根津が金を奪って海外口座へ送る。これでマネロンは終了。一見、回りくどいようだけど、これなら汚い金の入り口と出口は完全に煙けむに巻ける」


    　俺が説明をし終えると、こがねが手を叩たたいた。


    「すごいですわ！　さすがケチロン。よくそんな汚いことを思いつきますわね」


    　例によって悪気はゼロなんだろうが、ほめられている気がぜんぜんしなかった。


    「なるほど。ようできた方法やな。せやけど……」


    　渋澤主任が言った。


    「『髑髏どくろ』が矢戸を殺し、支店を焼き払ったっちゅうことは、アライアンスは、あの支店をマネロンの拠きよ点てんとしては破棄したいうことか」


    「ええ。たぶん、矢戸が勝手に牛ご頭ず組のアルバイトを始めたことで、マネロンが行おこなわれているのを発覚するのを恐れたんじゃないですかね」


    　俺はそう答えた。すると、こがねが顎あごに指先を当てて言う。


    「……ということは。『髑髏』は、それを知ることができるポジションにいたってことになりますわよね」


    　たしかにそうだ。レジーナも呟いた。


    「……問題は『髑髏』の正体が誰なのかよね」


    



    　俺は『mementomoriメメント・モリ』の意味を改めて、心の中で繰り返してみた。


    　───『メメント』は『思い出せ』、『警告』。


    　それはそのまま『髑髏』からのメッセージみたいに思えた。


    　思い出せ？　一体何を……。


    「あ！」


    　すると、こがねが声を上げた。


    「思い出した!!」


    「びっくりするだろ。なんだよ」


    「あの支店長さん、どっかで見たと思ったら……」


    　こがねはそう言いながら、カバンからスケッチブックを取り出し、あの下へ手たくそすぎる男の顔の絵を俺おれに見せて言った。


    「この人でした！」


    「え？　だってお前、それは『髑髏どくろ』の顔って……」


    「だから、あの人がそうなんです！」


    「はあ？」


    　あの白しら河かわ支店長が『髑髏』？　虫も殺せないような顔をしたあのメガネ電球が？　俺は頭の上に大量に疑問符を浮かばせたが、こがねは俺の手を引っ張って言った。


    「あの人を捕まえに行きましょう！」


    「待てって。証しよう拠こはどこにある？」


    「だから、これがそうですってば！」


    　こがねはスケッチブックを見せたが、俺はうんざりして答えた。


    「それ持ってって、相手になんて言うんだよ。『この絵があなたに似てるんで、逮たい捕ほします』ってか？　しかも似てねーし！」


    　すると、渋しぶ澤さわ主任が言った。


    「……いや、あながちデタラメでもないかもしれんぞ？」


    「え？」


    　俺は顔をしかめた。渋澤主任は言った。


    「……さっき水みず町まちの話を聞いていて思ったんやけど、お前の言うたとおりの方法でマネロンをしていたんやとすると、矢や戸とがＡＴＭの案内係になったことは重要なポイントや……それを指示したのは、ほかでもない、あの支店長や」


    　まあ、たしかに。俺は反駁した。


    「……でも、あれは、たしか牛ご頭ず組と付き合っていたことのペナルティだと」


    　するとレジーナが言った。


    「あんたがさっき言ってたじゃん。アライアンスは『矢戸が勝手に牛頭組のアルバイトを始めて、マネロンが発覚するのを恐れた』って。もしかするとあのメガネ電球が怒っていたのは、本当はそのことだったんじゃない？」


    「……!?」


    「それに、あの焼け跡を見ていて思ったんだけど、矢戸にはすごく広い個室のオフィスが与えられていたんだよね……大した仕事もしてないのに待遇がよかったのは……もしかしたら矢戸にこれを作らせるためだったんじゃないかなって」


    　そう言って、レジーナは黒こげのスキャナーを見せた。


    「!!」


    　そして、俺おれはふと思い出した。


    　俺があの支店の仮店舗の近くで、誰かの視線を感じた時のことだ。


    　あれは、その直後に現れたこがねのものだと思ったが、あの時、喫茶店から仮店舗に戻った支店長が俺のことを見つめていたんだとしたら。


    「……う」


    「……？」


    　すると、急にこがねが胸をおさえて座り込んだ。


    「……どうした？」


    　俺が尋ねると、こがねは答えた。


    「いえ。ちょっと、めまいを感じただけです」


    「……!?」


    　それを聞いて、俺は血の気が引いた。


    　───まさか。


    　レジーナも同じことに気づいて言った。


    「……待って。そう言えばあんた、張り込みをする前に、あの銀行で口座を作ったって言ってたわよね？」


    　主任も額ひたいに冷や汗を光らせて言った。


    「ちゅうことは、支店長はすでにお前の口座を……」


    「大丈夫ですわ」


    　こがねは主任の言葉をさえぎると、いつもの昂こう然ぜんとした口調で言った。


    「私の使命は、天から授かったもの。ここで潰ついえるなど、天が許すはずがありません！」


    「……!?」


    　彼女の神々しいまでの笑顔に、俺たちは言葉を失った。


    「さ、参りましょう！　ケチロン！」


    　こがねは、先に部屋を出て行った。その後ろ姿を見て、レジーナは唖あ然ぜんとしてつぶやいた。


    「呆あきれた……どこまでお花畑なのかしら。あの子……！」


    「いずれにせよ。このままじゃ一いち万ま田たがあぶない。何とかせんと」


    　主任はそう言って、眉み間けんにしわを寄せた。俺もそれについてずっと考えていたが、意を決して口を開いた。


    「俺に、作戦があります」


    「水みず町まち？」


    　主任は俺の顔を見た。俺はレジーナに言った。


    「……レジーナ。少し、頼みがあるんだが」


    　レジーナも主任も怪け訝げんな顔をしていた。だが俺は自分の作戦に自信があった。きっとうまくいくはずだ。


    　見てろ。あの『髑髏どくろ』に、調子に乗ったマイダス王がどうなったかを教えてやる。

  


  
    



    　第五章　「フィンブルの冬」


    



    　サロモン銀行の南みなみ目め黒ぐろ支店は、焼け跡からいつの間にか改装を終えて元どおり綺き麗れいな店舗に戻っていた。俺おれたちは支店の真新しい応接室に通された。


    「『連動大戦レンドジアース』……ですか……」


    　白しら河かわ支店長は、飲んでいたお茶をテーブルに置いて言った。


    「私はそういったものに疎うといもんで。まさか、ゲームでマネーロンダリングができるなんて」


    「ええ。私たちも驚きました」


    　こがねがそう言うと、白河支店長は苦い表情を見せた。


    「そんな手口があるってことがわかってよかったです。今後は気をつけます」


    「ところがまだ、終わってないんです」


    「え？」


    「私どもが調べたところ、不思議なことに、矢や戸とさんの死後も最近誰かがそのゲームを使って、アイテムの売買をした形跡があるんですの」


    「ほう」


    　白河の表情が少しこわばった。こがねは嬉うれしそうに報告を続けた。


    「なので、今、ゲームの公式サイトさんにもご協力いただいて、それが誰なのかを調べているところです。我がエイプスが誇る分ぶん析せき官かんは非常に優秀ですから心配ありません」


    「なるほど。で、犯人の目星はついているんですかね？」


    　探りを入れてきたな。俺おれが答えてやった。


    「ええ。矢や戸とさんは、『髑髏どくろ』という人間に殺されると言ってました。きっとゲームを続けているのもその人物ではないかと。そいつが誰なのかわかるのも、時間の問題です」


    「それはよかった」


    　と言いつつ、支店長の眼鏡めがねの奥の目が泳いでいるのに俺は気づいた。


    「ちなみに、そのゲームのアカウントはまだ、使えるんですか？」


    　支店長の質問にこがねが答えた。


    「はい。でもご安心を。データに少し手を加えまして。パスワードを入力しないと武器の売買はできなくしておきました」


    　途端に支店長の顔色が変わった。支店長は小さな声で言った。


    「そう……ですか」


    　俺は支店長の表情の変化を見て直感的にわかった。


    　やはり『髑髏』はこいつだ。そしてきっと逃げる手段を考えている。


    「さて、お話はこれで終わりですかね」


    　案の定、白しら河かわ支店長は立ち上がった。やがてこういった。


    「そうだ。今け朝さのニュースによると、ついに野党が不信任案を提出するとか」


    「ええ。それが？」


    「エイプスの存続も危あやういと新聞に書かれていました……政権交代すれば、もしかすると、もう会うことはないかもしれませんね」


    　───こいつ、嗤わらってやがる。


    　俺は歯がみした。支店長はスマホを見つめてそそくさと部屋を出ようとした。


    「さて。新しい店舗になってからなにぶん忙しいもので、私はこれで」


    　……クソ。ここまできて逃げられてたまるか！


    　なんとか、次の手を……俺がそう思ったとき、こがねが立ち上がって言った。


    「待ってください」


    「!?」


    　そして、支店長にツカツカと近づくと、こがねは昂こう然ぜんと声をあげた。


    「実は私、ある能力を持っていますの」


    「……？」


    　白河はゆっくりと振り向いて、こがねの顔を見た。


    「……能力？」


    「ええ。自分の懐ふところから出ていったお金の未来が見えるという能力なんです」


    「ほう」


    　白しら河かわはメガネを押し上げて、こがねの話の続きを待った。


    「で、それが……何か？」


    「根ね津づさんに財さい布ふを盗られた時、私の頭にある人物の顔が浮かんだんです」


    「ある人物？」


    「ええ」


    　こがねはスケッチブックを見せて言った。


    「この人です」


    「……それは？」


    　白河は食い入るように、こがねの開いたスケッチブックを見た。そのページには、こがねが根津の取り調べの直後に描かいた例の人物が描かれていた。


    　俺おれはもう見慣れていたが、支店長はその下へ手たくそな絵を見て驚いていた。


    「人、なんですか？」


    「ええ。そうです。そして、この人物は外ほかでもない。あなたです」


    「はあ？」


    　白河は顔をしかめたが、こがねは淡々と話した。


    「あなたにはどこかでお会いしたことがあると思っていましたの。でもまさか、あのとき、脳内で見た方だったとは思いもよりませんでしたわ。お姿がずいぶん違っていましたので。その髪のせいで」


    　それから、こがねはスケッチブックの人物の絵に髪らしきものを描き足して言った。


    「ほら、アナタにそっくりでしょ？」


    　正直ぜんぜんだったが、俺は黙っていた。支店長は冷たい口調でこがねに尋ねた。


    「百歩譲ゆずって、それが私の顔だとして、それが何だというんです？」


    「奇妙じゃありませんか？　なぜ根津さんに盗られた私のお金が、あなたのところに流れていくのでしょうか？」


    「はて。こっちが[image: ]ききたいくらいですね」


    　支店長は苦笑いしたが、こがねは言った。


    「根津さんはこう言ってました。アライアンスの人間に金を入れないと殺されるとその流れの中にいた、あなたこそが『髑髏どくろ』です。矢や戸とさんと、根津さんと、それから、ここにいる袈け裟さ郎ろうさんの父親の命を奪った」


    「……!?」


    　支店長は驚いたような表情で俺の顔を見た。


    「認めてくださいませんか。『髑髏』さん」


    　こがねが言い放つと、支店長は俺おれの顔を見たまま沈黙を保っていたが、やがて静かに言った。


    「……なるほど。君はあのジャーナリストの息子だったか」


    　それから支店長はうな垂だれたかと思うと低い声で呟つぶやいた。再び顔を上げた支店長の目は、眼鏡めがねの奥で鋭するどい眼光を放っていた。


    「だったら隠すまでもあるまい」


    　支店長はそう言いながら、眼鏡を取り、おもむろに自分の髪をつかんだ。それからまるでヒールが己おのれのマスクを外すかのように、頭にかぶったかつらを脱ぎ捨てた。


    「……!?」


    　俺はその姿に生なま唾つばを飲んだ。いろいろな意味で本ほん性しようを現した白しら河かわ支店長改め髑髏どくろは、スキンヘッドで目はくぼみ、まさに骸がい骨こつそのものだった。俺は思わず口にした。


    「お前が……」


    「その通り……君たちの探していた『髑髏メメントモリ』とは、私のことだ」


    「……!!」


    　俺はようやく目の前に現れた宿敵をにらみつけた。しかし、髑髏はこがねに目を軽く移した。


    「そうだ……君に礼を言うのを忘れていたな」


    　髑髏は、冷笑を浮かべつつ手にしていたスマホを操作しながらこがねに言った。


    「君は私の支店で口座を作ってくれた。おかげで支店長としてのノルマをこなせたし、それに」


    　髑髏はスマホから顔を上げてこがねに言った。


    「君を簡単に殺せるというわけだ」


    「!?」


    　髑髏は、俺たちにスマホの画面上を見せた。


    　画面に出たサイトには『サロモン銀行ネットバンキング公式サイト』と書かれてあった。


    「……知っていると思うが、君の口座に、私が金を振り込めば君は死ぬ」


    　俺は髑髏に向かって叫んだ。


    「目的は何だ!?　彼女を殺すことではないだろ」


    「今すぐお前たちがあのゲームにかけたパスワードを教えろ。そうすれば娘の命は助けてやる。ゲーム上の残りの武器を売って、私は海外に姿を消す。どうせ『大いなる冬』が来れば、この国はもう終わりだ」


    「てめえらの下らないクイズにはうんざりだ。言え。『大いなる冬』ってのは何だ!?」


    　俺が尋ねると、髑髏は冷笑を浮かべて答えた。


    「残念ながら君の父親は、それを知ってしまったから、殺されたんだ。こんなふうに」


    　髑髏の指は『振込実行』というボタンにタッチした。


    　画面に『手続き中』という表示が出て点滅した。


    「!!」


    　俺おれはとっさに髑髏どくろのスマホを奪って能力を発動した。画面が『手続き中』のまま止まった。だが髑髏は、俺を見てせせら笑った。腕時計を眺ながめて髑髏は言った。


    「そんなことをしても無駄だよ。君のマイダスタッチなら知っている。しかし、彼女の命がそれで何秒延びるかな？　今の君の集中力とエイプスの経費では数十秒ってところか。彼女はもう死んだも同然だ。あきらめろ」


    　確かにその通りだった。髑髏は俺の能力の限界を見透かすかのように口角を上げる。


    　だが、その制限がお前にとっての命取りとなる。俺は満を持して言ってやった。


    「───いや。残念ながら、死ぬのはお前の方だ」


    「……なにい？」


    　やっとこの瞬間が来た。余裕の笑みを浮かべている俺を不審に思ったのか、髑髏は俺をギロリとにらんで尋ねた。


    「……どういう意味だ？」


    「エイプスには優秀な職員がいてな。矢や戸とが作ったこの装置をまた使えるようにするのなんてわけなかった」


    　俺は手の中に隠していたものを見せた。それは、レジーナが綺き麗れいに修理した例のスキャナーだった。途端に髑髏の顔色が変わった。


    「……まさか！」

  


  [image: ]


  
    　俺おれはそいつを印いん籠ろうみたいに見せて言ってやった。


    「そのとおり。お前のこのスマホはもうウイルスに侵されている……さっき、お前が彼女に振り込んだ毒の金は『マン・イン・ザ・ブラウザー』が、お前自身の口座に振り込む」


    「……くっ！」


    「残念だったな……自分の力を過信したマイダス王がどうなったか知ってるか？」


    　髑髏どくろは顔面蒼そう白はくになっていた。


    「……ケチロン」


    　こがねも、驚きの声を上げて俺の顔を見た。


    　俺は髑髏にとどめを刺すように、『手続き中』のまま止まっているスマホを見せて言った。


    「さあて、どうする？　今すぐ、取引を再開してやろうか？」


    「ま、待て!!」


    　髑髏は汗びっしょりになって必死で俺の腕に飛びついた。


    「と、取引を中止させてくれえええ！」


    「おっと」


    　俺はスマホを高く掲かかげて、髑髏の手が届かないようにして言った。


    「だったら、洗いざらい話せ。『大いなる冬』のことも……俺の親父の死についてもだ」


    「そ、それは……!?」


    　髑髏は動揺していたが俺は急せかした。


    「エイプスの経費は少ないんでな。早くしないと時間が戻るぞ」


    「わかった！　わかったから！　助けてくれ。頼む！　死にたくない！」


    　髑髏は俺にすがりついて懇こん願がんした。


    　俺はスマホ画面の『手続き中』の下に表示された『キャンセル』ボタンに指を近づけた。


    　だが……命いのち乞ごいをする髑髏を見下ろしながら。


    　俺の胸をある黒い思いがよぎった。


    　───このまま時間が戻れば、こいつを殺すことができる。


    　親父を殺したこいつに、ようやく復ふく讐しゆうが果たせるわけだ。


    　毎晩見る悪夢ともこれでおさらばだ。ざまーみろ。


    「……ケチロン？」


    　こがねが不安そうに俺を呼んだ。やがて、こがねはさらに強く俺に叫んだ。


    「袈け裟さ郎ろうさん！」


    「……？」


    「いけませんわよ。それでは何も解決しません」


    　───うるさい。お前に何がわかる。


    　俺の中で暗い声が響いた。だがこがねは言った。


    「私は知ってます。世界中で繰り返されている同じような悲劇を。報復が新たなる憎しみしか生み出さないことを」


    「……!!」


    「何より、お父様はきっと、そんなことを望んでませんわ」


    「……」


    　俺おれは息を大きく吸って、目を閉じた。まぶたの裏に、親父の顔が浮かんだ。


    「……」


    　俺は再び括かつ目もくすると、意を決してキャンセルボタンを押した。


    　その途端、髑髏どくろは白目を剥むいて床ゆかの上に崩れ落ちた。


    「……まずい!?　死んじまったか!?」


    　俺は慌あわてて倒れた髑髏に駆かけ寄ったが、こがねが言った。


    「大丈夫ですわ。気を失っているだけです……それに。たとえ間に合わなかったとしても、死ぬのはその人ではありませんもの」


    「……え？」


    　俺が、こがねの言葉を理解できずにぽかんとしていると、部屋にレジーナが飛び込んできた。


    「こがね!?　大丈夫なの!?」


    「ええ。ごらんのとおり」


    　すると、レジーナが感服したようにこがねに言った。


    「……見直したわ。ただのお嬢様じゃないとは思っていたけど大した度胸ね。まさか自分の命までかけるなんて。尊敬できる勇気をもつ女性を見たのは……祖母以外にあんたが初めてよ」


    「まあ！　レジーナさんにほめてもらえるなんて、嬉うれしいですわ！」


    　こがねとレジーナは盛り上がっていたが、俺は慌てて尋ねた。


    「ちょ、ちょっと待て。『命をかけた』って……それどういう意味だ？」


    　すると、レジーナが申し訳なさそうに俺に言った。


    「ごめん。その装置……実は、中身は壊れたままで、表面を綺き麗れいにしただけなの」


    「はあ!?」


    　俺は愕がく然ぜんとした。レジーナは釈明を続けた。


    「思ったより構造が複雑で修理に間に合わなかったの。それをこがねに話したら……」


    　すると、こがねが平然と付け加えた。


    「修理はもういいから、見た目だけ綺麗にしてって、私がレジーナさんに頼んだんですの」


    「だ、だとしたら、さっき髑髏が入金したのは……!?」


    「ええ。私の口座でした。うまく騙だませてよかったですわ」


    　こがねは笑っていたが、俺は思わず怒鳴った。


    「ふざけんな！　なぜ教えてくれなかった!?」


    「ケチロンも信じてくれたから相手を騙だませたんですのよ。敵を欺あざむくにはまず味方からですわ」


    「俺おれは！　もうすこしでお前を殺してしまうところだったんだぞ!!」


    　俺は激げき憤ふんしたが、こがねは穏やかな微笑ほほえみをたたえて答えた。


    「もし万が一、この方を死なせてしまっては、『大いなる冬』は謎なぞのまま……民を救うことはできませんわ。ま、私は信じてましたけど。ケチロンの良心が勝つって」


    「……！」


    　俺はこがねの透き通った瞳ひとみを見つめて言葉を失った。


    　───なんて女子高生だ。


    　いつか自分は特別だなんて自分で言ってたときは辟へき易えきしたが、今なら頷うなずける気がした。


    　すると、渋しぶ澤さわ主任が現れて言った。


    「とにかく、ご苦労さん。こいつが目え覚ましたら取り調べんぞ」


    　渋澤主任は手際よく、倒れていた髑髏どくろを担かつぎあげて言った。


    　こがねとレジーナが部屋を出ていったあとで、主任は俺のほうを振り返った。


    「ただし、水みず町まち。お前は取り調べから外れとけ」


    「え？」


    「こいつがお前の親父さんを殺した仇かたきやいうことはもう知ってる。捜査に私情は禁物や」


    「そんな！」


    　俺が反論しようとすると、かぶせ気味に主任が言った。


    「それに。お前は自分の仇やなくて、相棒を殺しかけたんやぞ？」


    「……!!」


    　主任にそう言われておれはぐうの音ねも出なかった。


    　それから主任は抑えた声で言った。


    「……気持ちはわかる。ワシもかつて相棒を殺した仇を前に、自分を見失った」


    「……」


    「お前はまだ若いんや。ワシと同じ轍てつは踏むな」


    　そう言って、主任は去っていった。


    「……」


    　俺はしばらくその場に立ちすくんでいたが、ふと思い出して自分のスマホを取り出した。


    　口座の残高を見て、自腹で用意しておいた金が、髑髏に復ふく讐しゆうしようかどうしようか迷っていた時間の分、かなり減っていた。俺は思わず舌打ちをした。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　取り調べはこがねとレジーナが担当することになり、俺は主任と一緒にマジックミラー越しに眺ながめるだけになった。


    　まあ、本当ならこの一件から完全に外されてもいいところだから、取り調べを見学できるだけでも御の字だ。


    　取調室の椅い子すにもたれてようやく目を覚ました髑髏どくろに、こがねが言った。


    「さて！　じゃあ、約束どおり、洗いざらい聞かせてもらいません？　『大いなる冬』について」


    「……わざわざ、私が話すまでもない」


    　髑髏はせせら笑って言った。


    「現政権の支持率を見る限り、その日が来るのは時間の問題だ」


    　こがねは確認するように尋ねた。


    「つまり。天あま見み総理が退陣すると『大いなる冬』が来ると？」


    「……平たく言えばそうだ。だからこそ、その日が来るのを望んでいる連中は、政府の積み重ねてきた負債を声こわ高だかに非難している」


    「どうせ政権が代わったって、借金も引き継つがれるだけなのに」


    　つまらなさそうにレジーナが言った。だが、髑髏は冷笑を浮かべて答えた。


    「今回は違う……新しい政権に代われば完全にその問題は解決されることになる」


    「それはそれでいいことじゃん」


    　レジーナは肩をすくめて言った。だが、髑髏は冷笑を浮かべたまま言った。


    「……ほんの一握りの人間にとってはな」


    「その方法、ぜひ伺うかがいいたいですわ。私も個人的にずっと考えていたんですけど、いい案が浮かびませんでしたの。一体どういうふうに解決するんですの？」


    　こがねが前のめりになって尋ねた。


    「人間が考える必要などない。あの財務省の地下にあるスーパーコンピューターがすべて答えを出してくれる。それも、残酷なまでに完かん璧ぺきな答えを」


    「たとえば……どんな？」


    　こがねが少し不安そうに[image: ]きいた。髑髏は平然と答えた。


    「あの『玄げん武ぶ』なら、おそらく一五〇〇兆円に上る政府の借金を単純に大きなエラーだととらえる。そしてそれを埋めるために、国民の預貯金を差し押さえて解決しようとするだろう」


    「はああ!?」


    　レジーナは思わず立ち上がった。俺おれも思わずマジックミラーに張り付いた。


    「何よそれ！　結局、預金封ふう鎖さじゃない！」


    　レジーナが俺の怒りを代弁してくれた。こがねはまた小首をかしげた。


    「……預金封鎖って、なんですの？」


    「要するに私たちが銀行に預けた金を、政府が勝手に差し押さえて引き出せなくするのよ！」


    「まあひどい。私たちのお金ですのに？」


    　レジーナの解説を聞いて、こがねは憤ふん慨がいした。


    「そして政府の借金は私たちの借金じゃないのに!!」


    　レジーナもこがねの怒りにかぶせて叫んだ。しかし髑髏どくろはせせら笑った。


    「スーパーコンピューターにしてみれば、国家の破は綻たんは国民の責任だ。興味あるなしにかかわらず、そんな政府を作ったのは外ほかでもない国民なんだからな」


    「だからって、そんなことが許されていいんですの!?」


    　こがねは声を荒らげたが、髑髏は平然と答えた。


    「地中海のとある破綻した国では普通にやってた解決法だ。自分の口座の金が引き出せなくなった人々は銀行に投石していたがな」


    「でも、あそこは、外国から金借りてたからでしょ!?」


    　レジーナは気け色しきばんだが、髑髏は頭を振った。


    「……残念ながら日本でも前例がある。第二次世界大戦の終戦直後に借金で首が回らなくなった政府は、国民全員の銀行預金を引き出せないように封ふう鎖さした。そして税金をかけ、タンスの中のヘソクリまでぶんどった」


    「……どうやって銀行に預けてないお金まで取り上げたんですの？」


    　こがねが不思議そうに尋ねると髑髏は淡々と説明した。


    「『新円切り替え』だ。お金を新しくして、今までのお金は使えないようにした。そうなると皆、新しいお金に交換するために銀行に持っていかざるをえない。そこで税金をまきあげる。新制度って意味じゃ、今回の『玄げん武ぶ』の導入は同じようなことだ……ただし」


    　髑髏はそこで言葉を切ってから、低い声で続けた。


    「……ごまかしがきいた昔とは違って、今回は完かん璧ぺきな機械の頭脳だ。奴やつはすでに私たち全員の財さい布ふの中身を知っている。誰も逃のがれることはできない」


    「そんな日が来たら……一体この国はどうなるんですの？」


    　こがねは怯おびえながらそう尋ねると、髑髏は口角を上げた。


    「格差は拡大し、固定化され、ほんの一握りの金持ちを支えるために、ほとんどの人間が重労働を課されて一生這はい上がれない社会システムができあがる。それだけじゃない」


    　まだあんのか？　俺はもう精神的に白目になっていた。だが髑髏は容赦なく続けた。


    「いいか？　経済生活を知られるってのは丸裸にされるのと同じだ。食べ物の好み、好きな異性のタイプ、どういう思想を持ち、どんな神を信じ、どんな性せい癖へきを持っているかまで。政府に弱みを何もかも握られるってことだ。そうすれば完璧な恐怖政治が敷ける」


    　髑髏はうすら笑みを浮かべて俺達を眺めながら、その最悪の演説を締めくくった。


    「……それが、我々、アライアンスの考えたこの国の『大いなる冬』だ」


    　俺は、ふと、こがねが言っていた悪夢の内容を思い出した。


    　───老人や子供たちまでもが、ボロボロの服を着て働かされている。


    　こがねも今きっと、その光景を思い浮かべていることだろう。髑髏どくろは楽しそうに付け加える。


    「今思えばパナマで例の文書が見つかったとき、政府の連中はむしろ喜んでいたのだ。なにしろあの『玄げん武ぶ』を作る大たい義ぎ名めい分ぶんができたんだからな……表向きには金融犯罪対策、だが実は政府のとりこぼしがないように金の逃げ道を塞ふさいでおくための栓だったのだ。国民ナンバーが導入され、銀行口座と結びつけられたときにも、誰もそんなことには気づかなかった……だが」


    　髑髏は、マジックミラーのほうを見てから、声を落として言った。


    「彼の父親は……それに気づいていた」


    「……!?」


    「そもそも矢や戸とは、『大いなる冬』が来たときに備えて、自分の資産を守るためにマネロンしようとしていた。矢戸が『大いなる冬』が到来することを知ったのは、彼の父親が書いた記事をネット上で見つけたからだ」


    　それを聞いて俺おれは驚いた。ネット上に、父さんの記事が？


    　俺は髑髏と目が合った。髑髏は話を続けた。


    「彼の父親は当初、我々に協力して、黙っていてくれた」


    「!!」


    　俺の鼓こ動どうが速くなった。握りしめていた拳こぶしに力が入って痛い。


    　その様子を見て、隣にいた主任が俺をけん制した。


    「……水みず町まち」


    「……」


    「水町、あかんぞ。動くなよ」


    　俺の耳にはもはや主任の声は響かなかった。


    　髑髏はマジックミラーに近づきながら言った。


    「だが裏切って、その情報に鍵かぎをかけて流出したのを知った。だから死刑に処したのだ」


    「……!!」


    　俺の中で何かが音を立て切れ、気づいたときには俺は前室を飛び出していた。


    「水町っ!!」


    　背後で主任が叫んだが、聞く耳を持たずに俺は取調室に飛び込んだ。髑髏の胸ぐらをつかんで立たせると、そのまま背中からデスクの上に叩たたきつけた。


    「きゃああああ！」


    「ちょっと！　水町っ!!」


    　こがねは悲鳴を上げ、レジーナが叫んだが俺はデスクの上に仰あお向むけになった髑髏に馬乗りになって叫んだ。


    「何が裏切だ！　何が処刑だ！」


    　俺は髑髏の首に手をかけて怒鳴った。


    「俺おれの親父がお前らに手を貸したなんて嘘うそだ!!」


    　しかし髑髏どくろはうすら笑みを浮かべて静かに答えた。


    「……君の父親は取材の中で、『大いなる冬』につながる政府の陰謀を知っておきながら、それを公表しなかった。アライアンスの息がかかった政治家から口止め料をもらってな」


    「……!!」


    　俺は、心臓を握りつぶされたようなショックを受け、デスクから下りると震える声で言った。


    「嘘つけ。何を証しよう拠こにそんな……」


    「何より、『大いなる冬』について知っていながら公表しなかったことが、その証拠だ」


    　髑髏の表情を見る限り嘘はないようだった。だが俺は信じたくなかった。たしかに立派な父親ではなかった。だが、あの人は世の悪を誰よりも憎んでいたはずだ。そこだけは信じていたのに。俺は、子供の頃、ワイドショーで、あのコメンテーターが言ってたことを思い出した。


    　────彼は、口止め料をもらっていた。


    　俺はテレビ画面を殴ったが、あれは真実だったってことか？　俺は、呆ぼう然ぜん自じ失しつとなって、幽霊のように部屋をさまよった。母さんが見限ったように、やはり親父は、ただのロクデナシだったってことなのか？　だったら、俺は今まで何のために……クソッ！


    　腹の底から怒りがマグマみたいに溢あふれてきて、内側からじりじりと俺の身を焼いた。


    「……袈け裟さ郎ろうさん？」


    　こがねが俺に話しかけてくる。だが、俺は彼女を押しのけて、再び髑髏につかみかかった。


    「畜生おおおおおおお!!」


    　俺は髑髏を突き飛ばした。髑髏はそのまま壁にぶつかった。そして憐あわれむように俺に言う。


    「……私を恨うらんでも仕方ない。私は確かに君の父親を殺したが、私はアライアンスという拳けん銃じゆうから放たれたただの銃じゆう弾だんにすぎない。地面に落ちた弾だん丸がんを拾って怒鳴っても詮せんないことだ」


    「……!!」


    　俺は言葉を失った。代わりにこがねが髑髏に叫ぶ。


    「……こんなことをしてなんの得があるんですの!?　……この国を滅ほろぼして、一体、あなたたちになんのメリットが!?」


    　すると、髑髏は嬉うれしそうに言った。


    「君の質問が、そのまま答えだよ。お嬢さん。我々アライアンスが、ただ預金封ふう鎖さされる前に、海外に金を逃がしていただけと思うか？」


    「……!?」


    　俺とこがねは意味がわからず顔を見合わせた。髑髏は続けた。


    「……９・11のときも、イラク戦争のときも、リーマンショックのときも、その裏で儲もうけた奴やつはたくさんいる……」


    「……!?」


    　髑髏どくろは俺おれたちに近寄って言った。


    「君たちは能力者だ。選ばれた人間なんだ。私たちの味方になってこの国を滅ほろぼすことで、一緒に得をしようじゃないか。君の父親がそうしようとしたみたいに」


    「……!!」


    　俺がもう一度、髑髏に飛びかかろうとすると主任が部屋に飛び込んできて俺を羽は交がい絞じめにした。


    「そこまでや！　水みず町まち」


    「放してください!!　放して！」


    　俺は叫んだが、主任が無言で俺を廊下まで引きずり出して言った。


    「諦あきらめろ。この一件からは手を引け」


    「嫌です！」


    「これは経済保安局全体としての決定なんや」


    「え？」


    　俺は耳を疑った。振り返ると主任の背後には三み重え野の議員がいた。


    「君たち。ご苦労だったな」


    「……議員？」


    　議員がいつもと違って珍しく笑顔なのが、俺にはとてつもなく不吉に感じられた。


    「よくアライアンスの人間を逮たい捕ほしてくれた。素す晴ばらしい。これで万事解決だな。さてと。連れていけ」


    　議員が振り向いて合図すると、スーツの男たちが現れて手際よく髑髏を部屋の外に連れ出していった。いや、拉ら致ちという表現のほうが合ってるかもしれない。


    「え！　いや、ちょ、ちょっと！」


    「その容疑者は私たちの！」


    　俺とこがねは、拉致られていく髑髏を追おうとしたが議員の後ろから現れた瀬せ尾お局長に止められた。


    「ごめんなさい！」


    「!?」


    「……さっき、電話会議で最終決定が出たの」


    　局長は涙声で報告した。


    「エイプスは、その活動を一いつ旦たん凍結することになったわ。今までの捜査資料は整理して速やかに第三者機関に渡すように」


    「……局長？」


    　局長は泣きはらした目で俺たちを見つめていた。


    　やがてスーツの男たちが髑髏を拉致した後で、三重野議員は廊下を歩く足を止め、俺たちのほうを振り向いて言った。


    「すべてはこの国と君たちの将来を思ってのことだ。後は任せて、この件からは手を引きたまえ。ああ、それから水みず町まち君」


    「!?」


    　俺おれは驚いた。このジジイが俺なんかの名前を知っているなんて。


    「取り調べ中に、被疑者に暴力をふるったんだ。残念ながら謹きん慎しんは免まぬがれんぞ」


    　呆ぼう然ぜんとたたずむ俺たちとすすり泣いている局長を残して、議員は廊下の向こうに消えていった。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　───くそったれ。


    　自宅謹慎を命じられた俺は、部屋のベッドに仰あお向むけになって天井を見上げていた。


    　テレビをつけるとニュース番組で陰気な顔のアナウンサーが、陰気な原稿を読んでいた。


    「……天あま見み総理は、税収は下降傾向にあり、赤字国債の追加発行はやむをえないものとしました。これに対し野党側は、内ない閣かく不信任案の提出も辞さない考えを示し……」


    　俺は速攻でテレビを消した。もうどうでもいい。エイプスがなくなろうが、内閣がひっくり返ろうが、『大いなる冬』が来ようが、俺には関係ない。


    　親父だって結局、唯一守ってきた正義を台なしにし、その結果、『大いなる冬』を招くような結果になるってことも考えずに、目の前の誘惑に負けて汚い金に手を伸ばした、ただのロクデナシだ。母親は正しかった。捨てられて当然だ。しかも、何に使ったのか知らんが、その金を息子のために残しておくなんてこともせずにだ。俺だけケチな生活で我慢しながらこつこつ貯金し続ける必要なんかない。


    　俺は空からっぽになった金庫を開いてみた。昨日きのうのうちに使いやすいように貯ためておいた現金を使いやすいように銀行に預金してきたのだ。貯まった金は全部で百万あった。何も考えずパーッと使ってやるつもりだった。早く使わないと、このまま野党が政権を獲得して、政府の借金を返すためなんかに俺の金がぶんどられたりしたらたまったもんじゃない。


    　だが、今までケチケチ生活を送ってきたために、いざ使うとなると、使い道がまるで思い浮かばない。それに豪ごう遊ゆうしたり高価なものを買うには、百万というのは案外中途半端な金額だった。ちょっとした贅ぜい沢たくはできなくはないが、あっという間になくなってしまう。


    　もし、全財産を使ってマイダスタッチで時間を止めるとしたら約二百秒。約三分三三秒だ。


    　たったの三分三三秒で、十二歳からの十年間の努力が一気にゼロになる。


    　でも、それでもいいかという気もしてきた。


    　むしろせっかく大事なものを守るために貯めてきたその三分三三秒を、逆にできるだけ無駄でくだらないことに使うほうが贅ぜい沢たくな気がする。


    　どんな使い道があるだろう。たとえば。超高層ビルの満員のエレベーターの中で全員の動きを止めて、すべての階のボタンを押し、誰かが押したと思われないように一人一人の立ち位置をスイッチパネルからできるだけ遠ざけておいて、自分だけエレベーターを降りてから動きを戻す。というのはどうだろう。三分半もあれば充分できるはずだ。


    　いつの間にか全階の各駅停車となったエレベーターの中で、犯人が誰かもわからず、みんながやり場のない怒りを抱えながらイラついているのを見て一人でニヤニヤしていたい。実に無駄でくだらない。


    　と思ったが、待てよ。そのとき自分はエレベーターの外にいるので、みんながイラついている様子は見られないはずだ。その様子を見るためには自分も一緒に乗っていなければならず、だとすると自分が押したスイッチで自分もイラつくことになるという二重苦が待っている。


    　しかも、自分だけプラス三分半の作業時間があるわけなので、そのエレベーターにいる誰よりも無駄な時間を過ごしていることになるから三重苦だ。この案は却下である。


    　じゃあ、これはどうか。


    　剣道の試合中に、両選手の動きを止め、竹刀しないを取り上げて、代わりにフランスパンを握らせる。もしかすると時間が戻って試合が再開しても、両選手はしばらくフランスパンで真剣勝負をするかもしれない。剣道には興味がないが、それなら見てみたい。やがて気づいたときのリアクションも含めて見ものである。


    　ただ問題なのは、剣道の試合には主審の他に二人の副審がいることだ。うまく中央の両選手と主審の間に忍び込んで動きを止められたとしても、距離的に副審のいる範囲までは能力は届かない。だから竹刀をフランスパンに入れ替える作業をしている最中に、きっと普通に怒られられるだろう。いや。フランスパンを二本持って剣道場に入った時点でかなり目立つし、絶対に注意される。これも却下だ。


    



    　なんだ。結局、お金のまま使ってもそれほど贅沢はできないし、


    　マイダスタッチを使ったとしても、案外、そんなに楽しいことはできないのか。


    　───つまらん。


    



    　───こんなことなら、髑髏どくろの言ってた儲もうけ話にでも乗ってりゃよかった。


    　俺おれは、半ば自暴自棄になって、部屋の隅に置いてあったウイスキーのビンのふたを開けた。


    　親父の形見だったが、もうどうでもいい。一口飲んでみたが不ま味ずくてすぐに吐き出した。時間が経たつほどうまくなるものだと思っていたが、ひどい味だ。だが酔うには充分だったようで、フラフラする。すると、ドアをノックする音が聞こえた。


    「はーい」


    　ゲップまじりの返事をしてドアを開けると、大おお家やさんが立っていた。


    「こんな時間から酒とはね。仕事から午後じゃないのかい？」


    「いーえ。今日は一日休みです。いや、そのうちずっと休みになっちゃうかも」


    　俺おれの態度と返事に、大家さんは心配そうな顔で言った。


    「一体、どういうことだい？」


    「職場で暴力をふるったんで謹きん慎しんになっちまったんです。で、総理が辞職すれば、俺の職場ごとなくなっちゃうかもなんです」


    「フン。だとすりゃ、時間の問題だね。無職の人間をここに置くつもりはないよ。もしクビになれば出てってもらうからね」


    「そ、そんな……なんとかしますから」


    「どうやって？　なんか儲もうけ話でもあんのかい？」


    「それは……」


    　言葉に詰まっていると、突然、声が聞こえた。


    「ありましたわよ。儲け話」


    　驚いて、大家さんと二人で部屋の入り口を見ると、そこにはこがねがいた。


    「ん？　あんたはいつぞやのズベ公!?」


    「何しに来たんだよ」


    　俺はそう言い捨てたが、こがねは告げる。


    「調べたんです。あの髑髏どくろが言ってた、破滅で得をする方法とやらを」


    「？」


    「アライアンスの息がかかっていると思おぼしき企業や個人投資家のほとんどが、世界のどこかで国家や大企業が破は綻たんする度に、空売りやプットオプションなどの取引で利益をあげていました。……しかも、その遠因となった事故や紛争や革命は、彼ら自身が仕掛けていたのではないかという疑惑もあります」


    「……!?」


    「つまり彼らは最初から、この国を滅ほろぼす経済テロが目的なわけではなく、この国を滅ぼして儲けるために、『大いなる冬』を計画していたんです。私が見たあのひどい夢は、きっとそれだったんです」


    　俺は、黙ってその話を聞いていた。こがねは顔を紅潮させて憤慨していた。


    「なんて卑劣で汚らわしいお金の儲け方なんでしょう。絶対に許すわけにはまいりません」


    「……いいなあ」


    　俺は思わずそうつぶやいた。


    「え？」


    　こがねは驚いたように俺の顔を見た。


    「……だったら、俺おれも、それに乗っかればよかったよ」


    　こがねは信じられないといった様子で、俺に[image: ]きいた。


    「今、なんと？」


    「あの髑髏どくろの野郎が言ってたろ。親父は汚い金欲しさに政治家の言いなりになって、その事実を隠いん蔽ぺいしてたってことさ……だったら俺だって、同じようにすればよか……」


    「!!」


    　俺が言い終わる前に、こがねの平手が俺の頬ほおに炸さく裂れつした。


    「いって!!　……何すんだよっ!!」


    　俺は怒ったが、こがねは俺以上に怒った表情で言った。


    「……本気で言ってるんですの？」


    「何がだよ」


    「あなたのお父さんがもしそんな人なら、わざわざ記事をネット上などに隠しておかないで、削除しているはずです！　……もしかしたら、どっかで誰かが見つけてくれるのを待っていたに違いありませんわ！」


    　俺は一いつ笑しように付ふした。


    「ふん。なのに、ちゃっかり金だけはもらっとくなんて。中途半端な正義だ。その金を残さずに慌あわてて使ったのも『大いなる冬』が来てぶんどられるのが怖かったからだろ。何に使ったかは知らないけどな。どうせ酒だ。酒に決まってる」


    　俺がさらにウイスキーのボトルをあおると、玄関で低音の関西弁が響いた。


    「いや……それはどうやろな」


    　玄関に目をやると渋しぶ澤さわ主任が立っている。


    「主任？」


    　酔って幻でも見ているのかと目をこする俺に、主任は穏やかに言った。


    「若わか槻つきがネット上を探して見つけたんだ。ロックされていたそのファイルん中には、ある領収書のコピーがあった。そこには、お前の親父さんが受け取った賄わい賂ろの使い道が書かれとった」


    「え？」


    「これや。目の玉ひんむいて、よう見てみい」


    　主任はタブレットを俺に渡した。俺はふらつきながら、それを受け取って画面を見た。そこには古い領収書の画像があり、領収書には俺が小さい頃入院した病院の名前が書かれていた。


    　────まさか。


    　酔いが一気に冷めた。主任がその答えを言った。


    「せや。お前の親父さんは、政治家からふんだくった金を、お前の手術代に使ったんや」


    「……!!」


    　こがねが後ろから俺に寄り添って言った。


    「……そういえば、ケチロンもおっしゃってましたよね。どうやって父親がそれを払ったのか、謎なぞだったって」


    　───たしかにそうだった。


    　親父と一緒に病院に行って、医者に言われたことを俺おれは今でもはっきり覚えている。この子は手術しなければ助からない病気だ。だがそれには莫ばく大だいな金が要いる。医者は諦あきらめなさいと言わんばかりだった。だが、親父はどうしても諦めなかった。金ならなんとかしますからと、何度も頭を下げていた。その光景を思い出すたび、目め頭がしらが熱くなる。


    「お前の親父さんは、自分のすべてを捨ててでも、お前の命を救ったっちゅうこっちゃ」


    　主任の言葉に、俺は目から溢あふれてくる熱いものをとどめようとして、固く目を閉じた。


    　だが、それは俺の頬ほおをとめどなく流れていった。


    「……いい話じゃないか」


    　大おお家やさんが、灰皿で葉巻の火を消しながら言った。


    「あんたの親父さんは、あんたの命をつなぐ為に自分を捨てた。だったら、あんたが親父さんから継つぐべきは、親父さんが遺のこした正義なんじゃないのかい？」


    　そう言われて俺は、もう一度タブレットを見つめた。


    　……そうだ。こいつは、ロクデナシの親父が必死で走って俺に渡したバトンなんだ。俺は、こいつを受け取って走らなきゃいけないんだ。……でも、どこへ？


    　その答えを運んできたように、レジーナが息を切らしながら玄関に現れて叫ぶ。


    「大変よ！　……髑髏どくろが言ってたように、この国が没ぼつ落らくすることで、儲もうけようとしている連中を、マーケットで探していたの。そしたら、その中に」


    　そこで息を整えてから、レジーナは言った。


    「あの、三み重え野の議員もいたわ」


    「!?」


    　俺とこがねは、言葉を失った。主任が腕を組んで分ぶん析せきした。


    「あの爺じいさんは、『玄げん武ぶ』を本格的に運用するために、総理を引きずりおろそうとしている急先せん鋒ぽうだ。当然、『大いなる冬』が来ることも知っている……」


    　……つまり三重野議員もアライアンスのメンバーだったってことか!?


    　腹の底から怒りがふつふつとわいてきた。その思いは、こがねも同じだったようだ。


    「だからあの方は私たちを……許せません！」


    「そのとおりよ……この国を救えるのは、あなたたちしかいないの」


    　さらにもう一人、部屋の入り口に現れた。それは局長だった。


    「きょ、局長!?」


    　俺は驚いて声が裏返った。まさかもう一人増えるとは。


    「……袈け裟さ郎ろうちゃん……やむをえなかったとは言え、あなたを謹きん慎しんにしたこと、本当は後悔しているのよ」


    　局長は涙目で俺おれを見つめながらそう言ったが、俺は首をかしげてから答えた。


    「いえ……ていうか、あの、結局、ここにエイプスの人間が全員集合しちゃってるので、謹きん慎しんの意味は全くない気が……」


    「入ってもいいかしら？」


    「ダメです。ていうかもう部屋のキャパシティが限界です」


    「ありがとう。入るわね」


    「あ、ちょっと靴くつ！」


    　俺を無視して、局長は靴のまま部屋に入りながら、まるで舞台俳優のように劇的に語った。


    「そうよ。私の立場上、こんなことをするなんて間違ってることはわかってる！　でも……私の愛する部下たちが煮え湯を飲まされるのを黙って見ているわけにはいかない。だから伝えに来たの」


    「何をですか？」


    　局長の通った後の床ゆかを雑ぞう巾きんで拭ふきながら俺が尋ねると、局長は暗い声で言った。


    「白しら河かわ支店長……つまり、『髑髏どくろ』が死んだわ」


    「え!?」


    　俺が驚くとレジーナとこがねが矢継つぎ早に[image: ]きいた。


    「いつ？」


    「どこでですの？」


    「国立能力者医療センターで。ついさっきよ。死因は脳内出血」


    「脳内出血？」


    　主任が眉まゆ根ねを寄せると、局長が俺を指さして言った。


    「そう。あなたに殴られたのが遠えん因いんってことになっているわ」


    「はあ!?　俺!?」


    　俺は焦あせって手を思い切り振った。


    「いやいや！　殴ってないし！　突き飛ばしただけだし！　それもそんなには強くはしてないし！」


    「もちろん、本当に死んだわけじゃないと思うわ……おそらくアライアンスのメンバーである三み重え野の議員と一緒に、国外逃亡の準備をしているんでしょう。あの病院のヘリポートからね」


    「ヘリ!?」


    　俺はドクター南な米ごめが言ってたことを思い出した。たしか、あの病院にはヘリポートがある。


    「ヘリで空港まで行ったあと飛行機に乗り継ぎ、海外のアライアンスの拠きよ点てんまで高飛びして、この国が滅ほろぶのを高みの見物か」


    　主任がそう言って歯がみした。こがねが叫んだ。


    「……逃げる前に捕まえないと！」


    「ちなみに、俺おれは!?　どうなるんですか!?」


    　俺は局長の肩をつかんでがくがくと揺らしながら[image: ]きいた。すると局長は言いにくそうに告げる。


    「……ま、業務上過失致ち死し、いや、殴り殺したわけだから殺人罪……」


    「いやいやいやいや！」


    　俺はさらに局長をがくがくと揺さぶる。


    「暴力をふるったことは悪かったし反省してはいますよ！　けど、断じて殴り殺してはないですってば!!」


    「そんなこと、わかってるわよっ!!」


    　局長は、さすがにがくがく揺らされることに苛いら立だったのか俺の手をどけて叫んだ。


    「私だってそんなこと許せないわ。あのクソジジイの狼ろう藉ぜきを止めたい。だからこそこの事実を伝えにここに来たのよ！」


    　それからまた局長は、まるで悲劇の主人公みたいに芝しば居いがかった口く調ちようで話した。


    「けど私は立場上、みんなにそんなことを命令することはできない。むしろみんなに動くなっていう役目なの。でないと本当にエイプスがなくなっちゃう。だけど……」


    　局長は俺の目を見て言う。


    「……あなたに能力を使われたら、私が動けなくなる」


    「へ？」


    　俺はぽかんとしていると、局長は焦じれたように部屋の中を見渡す。


    「ほら！　ごらんなさい。この狭くるしい部屋を」


    「狭くるしくて悪かったね」


    　大おお家やさんが文句を言ったが、局長は無視して説明を続けた。


    「これだけ狭い部屋なら、あなたのマイダスタッチで、ここにいる全員を足止めしておけるわ。お偉方には、あなたが無理やり時間を止めて飛び出したと、いいわけもできるし」


    「はあ？」


    「ああ、実際に止める必要はないのよ。あくまでそういうことにするから行きなさいってこと。言わせないでちょうだい」


    「じゃなくて、そんなことしたら、俺だけまた罪が重くなりませんか？」


    「そこはまあ。だってほら、あなた、どうせこのままでも、ぶち込まれるんだし」


    「そんな！」


    　無茶苦茶だ。まあ、結局、自分の無実を証明するにはあの三重野のジジイの陰謀を暴く以外ないのだろうが、それにしても無茶苦茶だ。


    「いいからさっさと行きなさい。国家が危ないのよ！」


    　局長はヒステリックに怒鳴った。すると、こがねが俺に言った。


    「あの老ろう獪かいの好きにさせておくわけにはいきません。私も一緒に行きますわ！」


    「……いいのか？」


    　俺おれは一応、確認の意味でこがねに尋ねた。


    「俺と一緒に行動したら、後々、お前まで責任を問われるかもしれないぞ」


    　すると、こがねはいつものように笑顔で答えた。


    「大丈夫！　ケチロンに無理やり連れていかれたと言いますから！」


    　こがねはそう言って、先に部屋を飛び出した。


    　俺は唖あ然ぜんとした……いや。というか、そここそ、「一心同体ですから！」でいいじゃないか。


    　だがそれを俺から言うのもなんなので黙っておこうと思っていると、渋しぶ澤さわ主任が言った。


    「よっしゃ、ほな口裏を合わせるために、俺と若わか槻つきは水みず町まちに止められたってことで、ちょっと遅れて病院に向かうぞ」


    「はいっ！」


    「頑張ってね。私は、ここで固まってるわ。あなたたちを信じて、全力で固まってる！」


    「は？」


    「だから急いで！」


    　口調だけは熱いが、全力で固まってるってなんなんだ。まったくこの人は。


    　大おお家やさんも新しい葉巻に火をつけて言った。


    「もしヘマして無職になったら部屋は立ち退のいてもらうからね……何より。草葉の陰から見てる、あんたの親父さんをがっかりさせんじゃないよ」


    「……!!」


    　俺は目を閉じて思った。


    　……親父。仇かたきは俺が討うってやる。見ててくれ。


    　俺は、こがねの後を追って部屋を飛び出した。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　外に出ると、すっかり夜だった。夜空は厚い雲に覆おおわれて星を隠し、湿った生暖かい風が吹いている。国立能力者医療センターにたどり着くと、俺とこがねは正面玄関から中に入った。


    　正面玄関は開いていたが、受付にもナースセンターにも人っ子一人いなかった。


    　診療時間は終わっているから当然と言えば当然だが、なんだか様子がおかしい。


    　受付のカウンターにあった呼び鈴を押してみたが、反応はない。


    「すいませえん」


    　奥に向かって何度か声をかけてもみたが、誰かがいる気配すらなかった。


    「……なんだか、怖いですわ」


    　こがねが俺おれに寄り添った。彼女に言われてから改めて周りを見ると、広い真っ暗なロビーを、自動販売機の明かりのみが照らしている。その先にある廊下は途中から闇やみが続いていて全く見えない。確かにホラー映画のワンシーンみたいな光景だ。闇の向こうから突然、ゾンビが現れてもおかしくなさそうな雰囲気だった。


    　俺たちは、まさにその闇の中に飛び込んで、取りあえず髑髏どくろが収容されていたはずの地下に向かうことにした。例のゲートで閉ざされているエリアだ。真っ暗な階段に非常灯の緑色の明かりだけがかろうじて俺たちの行き先を照らし、俺とこがねの靴くつの音だけが響いていた。やがて階段を下りきると、例のゲートまでの廊下が続いていた。そこには非常灯すらなく、俺は拳けん銃じゆうに付属したライトを点灯させながら歩くことになった。


    「……しっ!!」


    　廊下を歩いていると、急にこがねが立ち止まって唇くちびるに人さし指を当てた。


    「……何だよ？」


    　俺が小声で尋ねると、こがねも声を落として言った。


    「なんか聞こえません？」


    「……何が？」


    「……人の声みたいな……ほら！」


    「……!?」


    　俺は耳を澄ました。


    　すると、断続的に続いている医療機械のノイズのような音に混じって、


    　かすかに人間のうめき声のようなものが聞こえた。


    「……聞こえまして？」


    「ああ……たぶんゲートのほうだ」


    　気は進まなかったが、俺たちは声のするほうに向かって歩き始めた。


    　しばらく進むと、こがねが短い悲鳴を上げて、俺の腕をつかんだ。


    「どうした？」


    「そこ……！」


    　こがねは廊下の床ゆかを指さした。俺がその方向を照らすと、そこには血けつ痕こんがあった。


    「……!!」


    「……奥へと続いてますわ」


    　先を照らすと、こがねの言うとおり血痕はさらに廊下の奥へと点々と続いていた。進むにつれ、血痕の間隔はどんどん狭まっていき、出血の量は増えていった。それに伴って、聞こえてくるうめき声も大きくなってきた。ゲートの近くまでくると、再びこがねが立ち止まって前方を指さした。


    「あそこ！」


    「……!!」


    　俺おれは、こがねが指さした方向にライトを向ける。すると、そこには男が一人座り込んでいた。男はゲートを背にしてもたれ、鼻から血を流してうめいていた。ぎょっとして俺は後ずさったが、こがねは呟つぶやいた。


    「あれ？　あの方って……テレビでよく拝見するお医者様ですわ」


    「……!?」


    　それを聞いて、俺は改めて目を凝こらした。血を押さえるためか、男が手で顔を覆おおっていたので最初は判然としなかったが、やがて俺にもその男の正体がわかった。


    「ドクター南な米ごめ!!」


    　俺が駆かけ寄ると、ドクターは顔をゆがめて笑顔を作った。


    「なんだ。袈け裟さ郎ろう君じゃない……そっちのＪＫ誰？」


    「私もエイプスのものです。大丈夫ですか？」


    　こがねが起こしてやると、ドクターは苦笑いした。


    「超カッコ悪いんだけど、油断したわ。三み重え野の議員に、あの髑髏どくろの死亡診断書を書かされたあと杖つえで顔面ぶんなぐられて。たぶん鼻折れたよこれ。おお痛ってえ」


    「で、三重野の爺じいさんは今どこに??」


    「屋上のヘリポートだ。そこで髑髏が乗ってくるヘリを待ってる。この奥にヘリポートまで直通のエレベーターがある。まだ間に合うかもしれない」


    「急ぎましょう！」


    　俺とこがねは、エレベーターのほうに走りだした。


    



    　　　　￥￥￥


    



    　俺たちは直通のエレベーターで、国立能力者医療センターの屋上にたどり着いた。ドアが開いて、一歩エレベーターを出た途端、ものすごい勢いの風が吹き付けた。風に吹き飛ばされそうになりながら、俺たちは屋上の隅すみにあるヘリポートへと向かった。


    　ヘリポートの外周を取り囲むように環状に巨大なライトが設置されていて、ヘリポートの中央に光を集めるかのように照らしていた。ラスボスの登場するステージとしては上出来だ。


    　その光に照らされて頭に包帯を巻いた老人が杖つえを握り、風にコートをたなびかせながら立っていた。三重野議員だ。あのクソジジイめ。ラスボスを気取りやがって。


    「議員!!」


    　俺が声の限りに叫ぶと、議員はゆっくりと振り向いた。


    「……？」


    　俺が拳けん銃じゆうを向けると、こがねがバッジを見せて叫んだ。


    「あなたを逮たい捕ほしますわ!!」


    「……」


    　三み重え野の議員は俺おれたちを見ると、にやりと笑って言った。


    「……面白い。一体何の容疑でかな？」


    「それは……」


    　俺が言葉に詰まると、こがねが毅き然ぜんとして叫んだ。


    「この国を終わらせようとしている罪でですわ!!」


    　すると、三重野のジジイは笑って答えた。


    「君たちはわかってない。『大いなる冬』など来る前に、この国はとっくに終わっている」


    「!?」


    　俺たちは顔を見合わせた。議員は続けた。


    「その日が来れば、ただ支配する側とされる側という、お互い本来の姿に戻るだけだ。そして民衆はそうなることをどこかで望んでいる」


    「望んでいるだと？」


    　俺が顔をしかめると、議員はこともなげに言いやがった。


    「もはや国民の誰も、政治や経済になど関心がない。理解しようともしていない。騒ぎになるのは卑ひ近きんで幼よう稚ちな話題ばかり。そんな次元にとどまっている理由は単純だ。彼らはもともと、支配されたがっているからだ。政府の借金を返すために彼らから巻き上げるのは、その願望を叶かなえてやるきっかけにすぎない」


    　話を聞きながら、クソジジイの傲ごう慢まんさに俺は唖あ然ぜんとしていたが、やがてジジイは俺のほうを見て言った。


    「ところで水みず町まち君。君が今も生きていられるのは、私からの金を君の父親が手術代にあてたからだろう？　にもかかわらず私に歯向かうとは。親子そろって恩知らずだな？」


    「!!」


    　俺おれにはようやく、この老いぼれがなぜ俺の名前を知っていたのかわかった。俺がにらむと、クソジジイはいけしゃあしゃあとぬかしやがる。


    「だが、私は何も大量殺さつ戮りくを望んでいるわけじゃない。政治とはもっとクールなものだ」


    　議員は冷たい笑みを顔に張りつけて、俺に目をやる。


    「最近、君が貯ためていた金を口座に預金したことは知っている。たしか百万だったかな？　残念ながら『大いなる冬』が来れば、そいつはゼロになる。だが、我々についてくれば、この国が没ぼつ落らくすると同時に儲もうかる方法を教えてやる。どうかな？」


    　俺の代わりに、こがねが吐き捨てた。


    「……私は、そんな悪夢を何度も見てきました。今日ここで、それを終わらせます」


    　議員はカバンから一万円札を一枚取って、こがねに見せた。


    「まあ、そう熱くなるな。諭ゆ吉きちはたくさんあるところに集まる習性がある。彼は寂しがり屋だからね。君ならわかるだろう？」


    「いいえ」


    　こがねは頭を振って、嘆なげくように言った。


    「あなたはあの方のことを何もわかってらっしゃらないわ」


    「……何？」


    　議員は眉まゆ根ねを寄せた。


    「これは、あの方の言葉です……『天は人の上に人を作らず』!!」


    　こがねは、そう言って、はるか上空を指さすと腹の底から大だい音おん声じようを上げた。


    「あなたがあの機械の神とやらを使って、この国に格差を作ろうというのなら、あなたに彼のことを語る資格はありませんわ！」


    　議員は恐ろしい顔つきになって、こがねをにらみつけて呟つぶやいた。


    「……交渉は決裂か。残念だよ」


    　その瞬間、議員の背後から風が吹き、騒々しいローター音が響かせて建物の影からヘリコプターが上昇して姿を現した。ヘリコプターの照明を後光のように背負って議員は大声で言った。


    「もう会うことはない！　さらばだ！　諸君」


    「……きゃあっ！」


    　突風に吹かれてめくれ上がったスカートをこがねがおさえた。ヘリのコクピットには、髑髏どくろが乗っているのが見えた。操縦かんを握りながら、やつは俺おれのことを見下ろして笑っていた。


    　俺は、着陸しようとしているヘリに向かって駆かけだした。


    「待てえ!!」


    　すると誰かが背後で俺と同じ台詞せりふを叫んだ気がした。俺は立ち止まって振り返った。そこには、ミイラ男のように包帯で全身を覆おおった大おお賀ががいた。


    「……ハー……ハー」


    　大賀は肩で息をしつつ、包帯の隙すき間まから血走った眼で議員をにらんでいた。


    「……!?」


    　俺が驚きのあまりフリーズしていると、議員は大賀に向かって叫んだ。


    「誰だ？　貴様は!?」


    　大賀は、例の猿のような笑い声を上げて議員に牙きばをむいた。


    「どうも！　『玄げん武ぶ』なんかで取り締まられたら困る人ですよおおん！」


    「何い？」


    　大賀は眉まゆ根ねを寄せた議員を無視し、なにやら小さなロケットみたいなものが納まったバズーカ砲みたいな筒を肩に担かつぎ、その先端をヘリに向けた。


    「……はい。これ、『ナインインチネイル』!!」


    　俺おれは思い出した。あの部屋で見たミサイルだ。


    「してみたかったんだわ。こいつの製品テスト！」


    「馬ば鹿か……よせ[image: ]」


    　青ざめた三み重え野の議員が、まるでヘリの盾たてになるかのように大の字になって止めようとした。


    　だが大おお賀がは聞く耳なんかこれっぽっちも持ってない。


    「へっへっへ。聞こえねえなあ!!」


    　まずい！　ここから大賀に全力で駆かけ寄ったとしても、能力の行使にはたぶん間に合わない。


    「しねええええ！」


    「!!」


    　大賀が担かついだ筒から放たれた小型ミサイルは、三重野議員の腹に大きな穴をあけて、貫通し、その後ろのヘリの側壁に突き刺さるように着弾した。


    「ご……はっ[image: ]」


    　腹に真っ赤な丸い穴があいた三重野議員が、何が起こったのかわからない様子で自分のへそがあった辺りを見下ろしてつぶやいた。


    「馬鹿ども……が……！」


    　捨て台詞ぜりふと共に、議員が口から大量の血を吐はきだした瞬間、背後でヘリが大爆発した。


    　俺はとっさにこがねに駆け寄った。


    「こがねっ！」


    「ケチロン！」


    　こがねも俺に向かって走ってきたが、爆風が俺たちを引き離す。


    「きゃあああ!!」


    「こがねっ!!」


    　俺とこがねは吹き飛ばされ、ばらばらの方向に転がった。


    「いてて……」


    　俺が顔をあげると、大賀は大声をあげて笑っていた。


    「ひゃははははは！　やっぱすげー威力だわ!!　ん!?」


    　爆発で横倒しになったヘリのテールローターが、回転しながら大賀の背後に迫っていた。大賀がそれに気づいて振り向いたときにはもう遅かった。


    「ぎゃへあがはばあああああ！」


    　巨大なプロペラは、ミキサーの刃のように大賀をズタズタに引き裂いた。


    　プロペラが停止してから、俺はコクピットにいる髑髏どくろを探し出すために、炎上するヘリに近寄った。しかし、燃え盛る炎に阻まれて近づけない。熱でゆれる陽かげ炎ろうの向こうに、コクピット内で髑髏が額から血を流して気を失っているのが見えた。


    「髑髏お!!」


    　俺おれが叫ぶと、気が付いたように髑髏どくろは顔を上げた。奴やつは俺と目が合った瞬間、何かに引火したのかヘリコプターは再び大爆発を起こした。俺はとっさにその場に伏せた。再び顔を上げるとコクピットは完全に炎に包まれていた。あれでは到底助からないだろう。夜空に舞う火の粉と立ち上る煙を見上げながら俺は思った。


    　────終わったんだな。


    　達成感というより虚無に近いものを心に抱いていると、すぐ背後で声がした。


    「ケチロン」


    「!?」


    　振り向いて幽霊みたいなこがねの顔色を見て、様子がおかしいことに気づいた。


    「ケチロン、わたし」


    　そう言った途端、崩れ落ちるように倒れたこがねを俺は抱きしめて支えた。


    「……こがねっ!!」


    　爆発で飛んできたヘリの破片だろうか。こがねの背中には、クレジットカードくらいの大きさの金属片が突き刺さっていた。傷口からは、大量の血が流れ出ている。


    「わたし」


    「しゃべるな！　大丈夫だ！　能力を使えば、血はとめられる」


    　俺は叫んで能力を使おうとしたが、こがねは俺の手をつかんで弱々しい声で言った。


    「待って……私、ケチロンに謝っておかなきゃ……いけないことがありますの」


    「何だ!?」


    「あなたに……車で待ってろって言われた時、ケチロンの作ったおにぎりを……食べてしまいましたの」


    「!!」


    　火の粉が舞う熱風に吹かれながら、こがねが俺の顔を見て言った。


    「……すごく、美お味いしかった……ですわ」


    　こがねが事切れそうになって、俺は思わず叫ぶ。


    「ふざけんなああああ[image: ]」


    「!?」


    「お前、いつも言ってたじゃないか！　俺とは『一心同体』なんだろうが！　……悪夢を見るのは親父の分だけでこりごりだ！」


    「……ケチロン」


    「それに、お前、俺のおにぎり勝手に食べたんだろ？　このまま死んだら許さねえからな！」


    　俺がそう叫ぶと、こがねは目を潤うるませ、にっこりと笑って答えた。


    「……本当に……ケチでいらっしゃるのね」


    　そう言ったきり、こがねは目を閉じた。


    「おい……馬ば鹿か。ウソだろ？」


    「……」


    「だめだ。おい！　目を開けろ！　……開けてくれ！　頼む！」


    　俺おれは必死で呼びかけたが、こがねはまぶたを開かなかった。


    　くそっ!!


    　俺は能力を使って彼女の血を止めると、彼女を抱き上げて走りだした。


    　残り時間は約３分半。スマホを見ると、残高はどんどん減っている。


    　すぐに医者に引き渡して治療しないと。


    　ここは病院だ。何とかなるはずだ。でないとダメなんだ。


    　走りながら、俺は親父の言葉を思い出した。


    



    　───お前の力は、もっと大事な時のためにとっとけ。


    　それは今だ。


    　頼む。この子を救わせてくれ。


    　金銭感覚はむちゃくちゃだし、世間のことは全く知らないし、何のメリットもないのに、世界を救おうとするような脳内がお花畑のどうしようもないお嬢様だが。


    　だが！

  


  [image: ]


  
    　俺おれとこいつは一心同体なんだ。


    　上う手まく言えんが俺には分かる。こいつを失うことは、大いなる損失なんだ。


    　世界にとっても。


    　俺にとっても。


    　……だから頼む。医者でも神様でも、もう誰でもいい


    　誰か助けてくれ！　誰か！


    



    　エレベーターにたどり着くまでに、息が上がって膝ひざをついた。残高はもうゼロだった。俺が絶望しかけた時、立ち込める煙の向こうでエレベーターの扉が開き、渋しぶ澤さわ主任がレジーナとともに医者を引き連れて駆け付けてくるところが見えた。


    　俺の視界は涙でゆがんだ。


    



    　やがて、こがねがストレッチャーで運ばれているところを見つめながら、俺は思った。


    　───絶対に返してもらうからな。１００万と、おにぎり……。


    



    　　　　￥￥￥


    



    「いやー。あなたたちなら期待に応えてくれると思ってたわ」


    　局長は朝から機嫌が良かった。


    　まあ、そりゃそうだ。


    



    　事件のおかげで、三み重え野の議員からアライアンスまでの黒いつながりが芋づる式に明るみに出て、連日メディアで放送され、その話で世間はもちきりになった。おかげで野党は勢いを削がれ、不信任案も否決された。ということで、エイプスは存続が決まった。


    



    「結局、奴やつらが推し進めようとしていたあの『玄げん武ぶ』の運用も見直されることになったわ。あなた達のおかげ。これで晴れてエイプスは、準備室から正式に対策課に格上げよ！」


    　局長は俺の肩をたたいた。俺は鈍痛に顔をゆがめた。


    「いででで……」


    「あら。ごめんなさい」


    　こがねほどではないが、俺も体のあちこちに怪け我がをしていた。


    　なのに局長は上機嫌だ。


    「まさに名めい誉よの負傷ね。そんなあなたにご褒ほう美びがあるわ」


    「もしかして……昇給ですか!?」


    　局長はそれには答えずに俺おれの後ろを指さした。


    「そのモニターの前に立って」


    「？」


    　俺が言われたとおりにすると、画面に見覚えのある人が現れた。


    　思い出すのに時間がかかったが、それは天あま見み総そう理りだった。


    「え!?　そ、総理!?」


    　俺が仰ぎよう天てんしていると、天見祐ゆ希き子こ総理は、笑顔で俺に告げた。


    「……水みず町まち袈け裟さ郎ろうくんね。今回の件ではご苦労様でした。今、内ない閣かく府ふの賞しよう勲くん局で、あなたへの勲くん章しようの授与を検討中よ」


    　それもいいですけど昇給は？　と言いかけたが黙っていた。しかし俺の心の声が聞こえたのか、総理はテレビでよく見るまさに『鉄の女』って感じのあの表情に戻って言った。


    「……だけど私たちの抱えている問題はこれですべて解決したわけじゃないわ。アライアンスも超常経済犯罪も、いまだ存在し続けている。これからも気を引き締めて任務にあたって」


    　すると、俺が答える前に、またどこからともなくこがねが現れて口をはさんだ。


    「はい！　お任せください！」


    「……？」


    　総理は突とつ如じよ現れた謎なぞの女子高生に眉まゆ根ねを寄せたが、やがて気づいたように微笑んだ。


    「局長から聞いているわ。あなたが一いち万ま田たさんね？　怪け我がはもういいの？」


    　こがねは松まつ葉ば杖づえをつきながらも元気に答える。


    「はい。これからもここにいるケチロンと一心同体で頑張ります！」


    「二人の活躍に、今後も期待しているわよ」


    　にっこりと笑って、天見総理は画面から消えた。


    　局長は、目を潤うるませながら俺たちに言った。


    「あなたたち、よかったわねえ。こんな名誉なことはないわよ！」


    「それより、あの、昇給は……」


    　俺がそう言いかけたところで、渋しぶ澤さわ主任が部屋に飛び込んできた。


    「局長、お話し中のところすみませんが出動命令です」


    　すると、レジーナも現れてタブレットを見ながら報告する。


    「昨日きのうの深夜、全国数十か所のコンビニのＡＴＭから同時刻に一斉に十億を超える金が引き出された。使われたのは海外の銀行のカードよ。能力者の可能性が高いわ。警視庁の連中が下で待ってる。急いで」


    　局長は、涙を拭ふいて洟はなをかむと、俺たちに命令した。


    「よし！　あなたたち、出動よ！」


    「行きましょう！　ケチロン」


    「ああ」


    　俺おれはこがねを支えながら、部屋から出ると、こがねは急に「あ、そうだ！」と思い出して、カバンから何やら取り出して俺に渡した。


    「これはお返しですわ」


    　それは、ラップで包まれた金の塊かたまりだった。


    「……これは!?」


    　この重み、この大きさ。まさか、と俺は仰ぎよう天てんした。


    　もし純金だとすれば何百万にもなるだろう。


    「い、いいのか？」


    「ええ。初めてなので、あまり上手には作れませんでしたが」


    「作った？」


    　俺が怪け訝げんな顔をすると、こがねが答える。


    「おにぎりって、案外難しいんですのね」


    「はあ？」


    　俺は改めて、その金色の塊かたまりを見た。よく見ると、金の表面に米粒のようなものがくっついている。


    「ケチロンの作り方を真ま似ねようとしたんですが、アルミホイルがなかったもので、金きん箔ぱくをはったんですの。殺菌性もあるし、それなら、そのまま食べられますよ？」
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    　こがねは笑顔で説明したが、俺おれはわなわなと震えた。


    「……き、金箔を、お、おにぎりに……!?」


    　俺は、あわてて金きん箔ぱくを綺き麗れいに剥はがそうとしたが、米粒がついてダメだ。


    「……ああ、なんてもったいない！」


    　俺が叫ぶと、先に歩いているこがねが振り向いた。


    「急いでください！　ランチはまだですわよ！」


    「ったく」


    　俺は、仕方なく金箔のついた米粒を口に入れる。


    　炊たき方が下へ手たで米がべちゃっとしている。しかもぎゅうぎゅうに握ったらしく、米粒がつぶれてまるで団子だ。塩加減もひかえめすぎて全然うまくない。こんな不ま味ずいおにぎりも珍しい。


    



    　でも、それはどんな高級料理よりも、豪ごう華かな味のような気がした。

  


  
    



    あとがき


    



    　初めまして。平仮名で、ますもとたくやと申します。


    　平素はアニメとかドラマなどの脚本を書いておりますが、色んなご縁がありまして、この度、小学館ガガガ文庫さんにてライトノベルを上じよう梓しさせていただく運びとなりました。有難い話でございます。今後とも、何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます。


    　さて。いささか急ですけども、皆さんの財さい布ふの中にはお金がいくら入っていますか？


    　ちなみに僕は財布を家に忘れてしまって、今、交通機関のＩＣカードしか持ってません。ＩＣカードの残高はたしか千円を切っていたと思います。ものすごく心もとないですが、これから打ち合わせに向かった後、家に帰るという大冒険の旅に出なくてはなりません。このカードはコンビニなどで商品を買ったり、コーヒーショップで使うことも可能ですが、残高を思えばそんな危険なことは到底できません。逆に、交通機関を使わず徒歩で移動するという選択肢はないことはないですが、打合せ前に体力がゼロになりそうです。お金に対するこの感覚って、ゲームにおけるマジックポイントなどに似ているような気がします。


    



    　この「マイダスタッチ」は「経済」と「異能力バトル」という題材を掛け合わせた作品ですが、一見無茶な融合のように見えて、実際書いてみるとこりゃなかなかいける取り合わせであることに気付きました。なぜならば前述したように、そもそもお金って魔法とか超能力に似ているんです。離れたところにある物を動かしたり、ともすれば人の心を操ったりすることもできる。あるいはその力が全く通用しない相手がいたり、沢山持っているがゆえに身に危険が迫ることもあります。いずれにせよ、その能力は世界中のどこにいても行使することができます。そんな世界を舞台に暴れまわる彼らの活躍に、これからもご期待頂ければと思います。


    



    



    　最後になりましたが、僕を不眠不休でサポートしてくださった担当の小こ山やまさん、こがねを可愛くかつ躍動感あふれるイラストを描いてくださった人ひと米ごめさん、本の出版に期待し応援してくださった先輩後輩友人の皆様、そして、一日中パソコンの前に張り付いているだけの父に我慢してくれた家族。何よりも、この本を手にとってくださった読者の皆様に、お礼を申し上げたい。本当にありがとうございます。また皆様に読んでいただけるように願いをこめて、次作の執筆に取りかかりたいと思います。その前に、ここから徒歩でどこまで歩けるか、一応、地図アプリで調べたいと思います。


    



    　２０１６年６月　浜はま町ちよう公園のベンチにて。
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